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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　『暮れなずむ塔とうにただ二人』







　赤の世界。


　褐かつ色しよくの大地を、より強く赤い夕陽が塗ぬりつぶす。


　どこまでも細長く伸のびた木こ立だちの影かげ。吹ふきさらしの大地に巻きこむ風に煽あおられて、足あし下もとに転がる小石がカラカラと音を立てて転がっていく。


　それは、そんな荒こう野やの一光景──


　天結宮ソフイアと呼ばれる塔の、もはや知る者もなき数年前の光景だった。





　無言で双そう剣けんをたずさえた少年。


「……っ」


　荒あれた吐と息いきが徐じよ々じよに鎮しずまっていく。


　鳶とび色いろの癖くせっ毛と人なつこい瞳ひとみが印象的な少年だ。歳は十三か十四。十代の少年らしい、筋肉がつきながらもどこか華きや奢しやなものを感じさせる手足。


　そんな彼がまとう黒の儀ぎ礼れい衣いは、いたるところに小さな鉤かぎ裂ざきがあった。破けた儀礼衣の下のシャツもやぶけ、そこからのぞく素す肌はだからは赤いものが滲にじんでいる。


　疲ひ労ろうと負傷を感じさせながら、それでも視線はまっすぐに──


　真しん珠じゆ色の金きん属ぞく鎗そうを構えて対たい峙じする相手へと。


「────」


　自みずからの背せ丈たけよりも長大な鎗やりを振ふり上げた大上段で維い持じし、相手は微び動どうだにしない。


　呼吸も瞬まばたきも、わずかな身体からだのふるえすら皆かい無む。


　一分が経たち……二分が経ち……三分が過ぎてなお不動うごかない。


　完全なる静止。ただの一度の呼吸も一度の瞬きも、わずかな身じろぎすら無い。


「────」


　無言で鎗を構える少女の金きん髪ぱつが、そよぐ風にたなびいた。


　少年と同様にこちらも黒の服。しかし彼女のそれは、肩かたまでが剝むきだしになった薄うす地じのシャツ一枚という軽装だ。歳の頃ころは十六か七か、十代前半の少年よりいくつか上だろう。細身の背丈も少年より拳こぶし一つほど高い。


　少女の青みがかった瞳は、少年をじっと見すえて動かない。


　対する少年もまた不動。


　刹せつ那な。


　カラン、と二人の合間にある小石が突とつ風ぷうを受けて転がった。


　それと同時、二人が瞬しゆん時じに静から動へ。


　足下に旋せん風ぷうを生じさせる勢いで少年が双剣をふりかぶる。鎗を構えた少女もそれを受けて両手に力をこめて──





「や～めたっ」





　少女は、持っていた鎗を下ろしてくるりと身をひるがえした。


　それを見た少年が反射的に動きを止めて。


「…………え？」


　年相応の子供っぽい表情で、ぽかんと口を開ける彼。


「……やめ……って？」


「今日はシェルティス君の気き迫はくが足りてないんだもん、つまんな～い」


「……あ、……あの」


　手首の返しだけで鎗を振るう少女がふり向くこともなく告げる。一方で、言われた側の少年──シェルティスは素直に頭を下げた。


「ごめん……」


「レオン君と喧けん嘩かでもした？」


「あ、ち、違ちがうんだ。レオンとの喧嘩はいつもだから」


「じゃあなぁに？」


「……えっと……その……幼おさななじみの子を怒おこらせちゃって、ユミィって言うんだけど」


「おばかさん。あなたが護ご士しに向いてない点がそこなのね」


　少女が横顔だけを向けて一言。


　口の端はを吊つり上げて見下ろす──とてもとても挑ちよう戦せん的な笑みで。


「強さも感情もムラがありすぎよ？」


「それはイシュタルも同じだろ。そんなに猫かぶってて」


　むっとした表情で言い返すも、彼女はその挑戦的な笑みを深めただけだ。


「イシュタルは違うもーん」


「どう違うのさ？」


　答えが返ってくるとは思わなかった。なぜならこの問いは、過去に何人もの者が彼女に訊たずね、一笑に付されては終わってきたものだったから。


　けれど、いまこの時だけは。


「目め指ざす頂点が違うのよ」


「……？」


　不意に彼女の呟つぶやいた一言に、シェルティスはぱちくりと目を瞬まばたかせた。


「ねえシェルティス君、千せん年ねん獅しになりたい？」


　唐とう突とつな彼女の問いかけに、すぐには言葉が出なかった。


「千年獅になりたい？」


「ど、どういう──」


「千年獅になりたいかって聞いてるの」


「……なるよ」


　なりたいではなく、なる。


　それが少年なりの決意。


「ふぅん、なら気のすむまで進めば？　どーせわたしはここまでだしぃ」


　少女が再び背を向ける。


　わずかな、本当にわずかな微笑を余よ韻いんに残して。


「わたしは錬護士いまの地位がいいの。千年獅なんて興味ないしぃ」


「……どうして」


　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで少年が立ちつくす。


　天結宮ソフイアと呼ばれる塔で、巫み女この専属護衛パートナーとなる千年獅。彼女なら──イシュタルなら間ま違ちがいなくその栄光の座につくことができるはず。


　なのに、その機会と栄えい誉よを自ら放ほう棄きする？


「千年獅になっていいよ。キミとレオン君、どっちも……ま、悪くはないと思うから」


「イシュタル、何を企たくらんでるのさ」


　双そう眸ぼうを細めて彼女を見つめた。


　……意味がわからない。


　出会った時からそうだ、何を考えているかまるで読めない。発言のどこまでが本気なのか見当もつかず、鎗術士としての実力の底もいまだ摑つかめぬまま。


　いやそもそも、いまの軽けい薄はくな言葉づかいだって──


「企んでる？　ずいぶんな言いぐさねー」


　笑ったのか、彼女の肩が小さくゆれる。


「言ったでしょ、わたしとキミでは目指す頂点が違うの。もう全然違うんだから」


「頂点が違うって……」
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「わたしはもう手に入れちゃった。錬れん護ご士しの地位があれば十分なの」


　錬護士──塔でも抜ぬきんでた手練てだれであると同時に、巫女が自分の千年獅を選ぶための候補たち。そこまで進んでおきながら、肝かん心じんの千年獅の地位を放棄するなんて。


「じゃ、バイバーイ！　また今度ねぇ！」


　可愛らしくウィンク一つを残して去っていく彼女。


　その細身の背中に、シェルティスはもう一度だけ聞いてみた。


「イシュタル……なにが目的なのさ」


　答えはない。


　微び風ふうを受けるように質問を聞き流して彼女は去っていく──そう思えた刹那。一いつ瞬しゆんだけ彼女の足取りが停止した。





「なら少年、力ずくで聞いてみるか？」





　──ぞくりっ。


　気づいた時には、シェルティスはその場から一歩後ずさっていた。


「あれれぇ、どーしたの？」


　にこやかな横顔を向ける彼女。


　その視線をまっすぐに受けとめて、隠かくす気もなく顔をしかめてみせる。


「……だからあなたは嫌いやなんだ、猫かぶってるかと思えばいきなり本ほん性しよう」


「なんのこと？　イシュタルわかんなぁーい」


　愛らしげな仕草で腕うでを振り、今度こそ彼女が去っていく。


「……知りたければ戦って勝てか」


　その背中をじっと見つめ、シェルティスは静かに呟いた。


「わかった。次は、頑がん張ばるから」








　だが、約束された再戦が叶かなうことはなかった。


　この一ひと月つき後。少年は浮遊大陸オービエ・クレアから遥はるか下の穢歌の庭エデンへと堕おちることになる。


　そして彼女イシユタルは──




　第一章　『遠えん征せい』







　　　　１





『ねえねえシェルティス、まだですかー？』


　服と小物が散らかしっぱなしになった部屋に、暢のん気きな声がこだまする。


「もう少しだよ」


『まだですかぁ』


「だから、もうすぐだって」


『じゃああと十カウント……せーの、10９８７６５４３２１０、はい終わり』


「早っ!?」


　旅りよ行こう鞄かばんに荷物を詰つめこむ手を止めて、思わずシェルティスはふり返った。


　鳶とび色いろの癖くせっ毛と人なつこい双そう眸ぼう。歳は十七、筋肉がつきながらもどこか華きや奢しやなものを感じさせる肢し体たいと、わずかに残ったあどけなさが印象的な少年だ。


「いま一秒も経たってなかっただろ!?」


『十カウントと言いましたもん～、十秒だなんて言ってませんもん～』


　ベッドの上の枕まくら脇わきにちょこんと置かれた機械水晶イリス。水晶部を鮮あざやかな黄色に点てん滅めつさせるのは、『かまってかまって』というおねだりサインである。


「……なにその子供みたいな言葉遊び」


『それくらい暇ひまなんですもの。シェルティスってばさっきから鞄に荷物詰めこんでばっかりで、私のこと無視ですかぁ？　イリス、寂さびしくて泣いちゃいそうです』


「いや、もう無視とかそういう次元じゃなくてだね」


　ちらりとテーブル隅すみの時計を眺ながめる。


　電光画面に表示された時刻は朝九時ちょうど。


「やっばい……もう集合時間。まだ荷物の準備終わってないよ!?」


『ほらシェルティス、統政庁行きの飛ひ空くう艇ていが出発するのが九時半ですよ。65階にある塔内空港に、九時までに集まれって言われてたじゃないですか』


「わかってるなら邪じや魔まするなぁぁぁぁっ!?」


『遅ち刻こくしそうなスケジュール組んだのはシェルティスじゃないですか』


「……悪いのは教官だし」


　鬼おに教育で知られるユメルダ教官に捕つかまったのが昨日の夕方。それから延々、今け朝さ方まで指導という名のしごきを受けていた。


「統政庁に遠征して留守にするなら、先にその分鍛きたえてやるってさ……おかしいよね？」


『教官てばイキイキしてましたけどねー、楽しそうでした』


「……最高にテンション高かったよね。めっちゃ笑顔だったし」


　得意の黒くろ鞭むちを振ふりながら「アハハハハハハハッ！」と真夜中に笑い始めた時は、さすがに怖こわいものを感じたけれど。


『で、いいんですか？　このままだと遅刻ですけど』


「そう、そうなんだってば！」


　旅行鞄に手当たりしだい荷物を詰めこんでいく。要人護衛の任務で使用する機材や備品といったものから、出張先での着き替がえ、ほかにも簡単な非常食などだ。


『ねえねえシェルティス？　時間のある時に読みたいって言ってた本は？』


「持っていきたいけど却きやつ下か！　そんなの詰めてる時間ないもん！」


『えー。やだやだ、だったら何か別の持っていきましょうよ。イリスはですね、巨きよ大だいなロケットランチャーと機き関かん銃じゆうがいいなあ。火か炎えん放射器も外はずせませんよね』


「統政庁の空港で捕まると思うけどね……って、だから邪魔しないで！」


　ベッド上の機械水晶イリスを黙だまらせようとしたところで──


　トントン、と扉とびらがノックされる小さな音。


「シェルティス、まだいるか？」


「……モニカ？　あ、待って待って、いま開けるから！」


　機械式の扉が開いた先に佇たたずむ彼女。


　桜色の長ちよう髪はつを後ろで一つ結びにした細身の少女だ。意志の強さを感じさせる灰色がかった双眸が端たん整せいな顔だちによく映はえる。


　モニカ・イスペラント。


　歳は一つ上の十八歳で、自分たちの部隊を束ねる部隊長でもある。腰こしのホルダーには黒くろ塗ぬりの十字棍ロザリオが二つ、服装は普ふ段だんの儀ぎ礼れい衣いだった。


「……珍めずらしいな」


　そんな彼女が、入り口に立ったまま開口一番にそう呟いた。


「お前が儀礼衣を着てるの初めて見た」


「うん、まあね。塔の中ならともかく、遠む征こ先うで怪あやしまれないようにね」


　皺しわ一つ無い純白の儀礼衣の裾すそをつまんでみせる。ずっと黒の旧型儀礼衣をジャケットとして愛用してきたけれど、さすがにあの恰かつ好こうで統政庁に行くわけにもいかないだろう。ロッカーに押しこんでいた新品を、昨日あわてて引っぱり出してきたのだ。


「似合う？」


「……難しいな」


　唇くちびるをわずかにやわらげてモニカが微笑。


「黒の方が見み慣なれてるから、一瞬別人かと思った」


「いつもの服も荷物に入ってるよ。僕もそっちのが着慣れてるし……ほんとは統政庁でも着てたいくらい」


　幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきは、濃こ紫むらさき色いろの光を放つ。


　白の儀礼衣は、幽幻種の魔笛に触ふれたかどうか判別しやすいのだ。つまりこの儀礼衣を着て魔笛を受ければ、たとえ自分が魔笛を浴びてないと主張してもごまかしようがないのである。


　……僕が魔笛を浴びて平然としてたら、まずいわけだし。


　……本当に難しいや。ユミィに近い位置にいけばいくほど、服装だって白の儀礼衣でいなきゃいけない場面も増えるわけだから。


『いよいよ統政庁ですねモニカ、護衛とはいえ責任は重大です。頑がん張ばって」


「やめてくれ、緊きん張ちようで胃に穴が空あきそうなんだ」


　機械水晶イリスの声せい援えんに顔をしかめる部隊長。


「……シェルティスは？」


「みんなそうだって、僕も三日前くらいから緊張しっぱなし」


　任務──浮遊大陸オービエ・クレアから遥はるか離はなれた統政庁への遠征。


　事の発ほつ端たんは皇おう姫ひの勅ちよく令れい。レオンらとともに向かった浮遊島ラグーンでの事件が話の発端だった。


　領空図に載のっていない浮遊島ラグーンに隠されていた研究施し設せつ、その地下で見たものは──浮遊大陸を脅おびやかす幽幻種が培ばい養ようされている光景。


「……この会合を逃のがすとさ、あの幽幻種のこと追つい及きゆうする機会なんて二度と無いもんね」


　なにしろ人類の脅きよう威いを自ら培養するという実験だ、どんな理由があろうと許されることではない。浮遊大陸の守護者である巫み女こ自らの遠征が決まったことからも、天結宮ソフイアがどれだけ今回の会合を重要視しているかは瞭りよう然ぜんだろう。


「護衛として同行する僕らも責任重大か」


「言うな、本当に胃薬飲んできてるんだから。これ以上言われると胃い炎えんになりそうで」


　胃のあたりを押さえてモニカが微び苦く笑しよう。


「ほらシェルティス、そんなことより準備は？」


「う、うん……大急ぎでやる」


「だと思った」


　肩かたに旅行鞄を担かついだモニカが大きく溜ため息いき。


　なにせ部屋中が散らかしっぱなし、床ゆかに置かれた鞄も詰めかけの荷物がはみ出しているのだ。準備ができていないことも一目でわかってしまう状じよう況きようである。


「もう集合時間だぞ、華宮カグラとヴァイエルは一足先に65階で待っててもらってる」


「だ、だいじょうぶだから。あと五分！」


「それくらいですむなら良いけれど……間に合うのか？」


　こちらの鞄を見下ろすや、おもむろにしゃがみこむモニカ。何をするかと思えば詰めかけの荷物を鞄に入れはじめて──


「あ、……ごめん、手伝ってもらっちゃって」


「焦あせって忘れ物してもしょうがないからな。統政庁のある浮遊島ラグーンは、飛空艇で何時間もかかるから引き返せないぞ？」


　床に屈かがんだ姿勢のままモニカが顔を上げて微笑。


　ぐしゃぐしゃの荷物を丁てい寧ねいにまとめて、慣れた手つきで鞄に収納していく。


「慣れてるんだ？」


「荷物の収納パツキングは部隊行動の基本だからな」


『ですってシェルティス』


「…………」


　しばし凍こおりついていたその後に。


「……ごめんよモニカ、荷物の準備くらい自分でやらないとね。基本だし」


「え、ああいや！　そ、そういうつもりで言ったわけじゃないんだ！　こ、これはその……聞かれたから答えたというかだな……え、ええと…………」


『いいんですよモニカ。やる気出たみたいなので放っておいてください』


「……頑張ります」


　一心不乱に、シェルティスは荷物の準備を再開した。
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　天結宮ソフイア２８７階。


　地上二千メートルの位置にあるこのフロアにおいて、用意された部屋はわずかに四つ。いずれも、浮遊大陸オービエ・クレアを結界で守護する巫女のプライベートルームである。


　そうした巫女の部屋の一室で。


「ああもうっ、間に合わない間に合わない……間に合わないかもっ!?」


　純白の法衣姿の少女が、旅行鞄を両手にかかえて悲鳴を上げていた。


　ユミィ・エル・スフレニクトール──淡い黄金色オフゴールドの髪かみに翡ひ翠すい色の双そう眸ぼう、可愛らしく愛あい嬌きようのある面おも立だちが印象的な少女だ。


　若じやつ干かん十七歳にして、世界に五人しかいない巫女の一人でもある。


「ああううっ……時間がないよ！」


「ほらぁユミィ？　そんなに大声出して慌あわてないの。巫女たるもの、いついかなる時でも心を乱してはいけないものよー？」


　ほのかな湯気の香かおるティーカップ片手に、一人優ゆう雅がに佇んでいるのはメイメルだ。


　五人の巫女の第二位にあたる先せん輩ぱい巫女。すらりとした長身と見み目め麗うるわしい大人びた容よう貌ぼうが、ドレス調の法衣と見事なまでに美しい調和を生み出している。


「まったくあわてん坊ぼうさんねー。昨日のうちに準備をしておけば良かったのに」


　やれやれと溜息をつくメイメル。


「……準備してるところに押しかけて、昨日一晩大おお騒さわぎしたの誰だれですか」


「だってぇ、可愛いユミィが統政庁に行っちゃうんだもん。送別会よ送別会。あら、このクッキー美お味いしい」


「わたしの話聞いてます!?」


「まあまあ、だから落ちつきなさいってば」


　むー。とユミィが睨にらみつけてもメイメルは動じない。


　椅い子すに座ったまま、長い足をそっと伸のばして膝ひざを組みかえる彼女。外見だけみていれば気品ある大人の女性なのだが、中身は大のイタズラ好きだから厄やつ介かいだ。


「ええと、たしか五泊はく六日で……その間に会合が四日間？　一週間近くも会えなくなるなんて寂さびしいじゃない。……ああ、これでユミィともお別れかと思うと悲しいわね」


　ハンカチで目をぬぐう先輩巫女。


「意味深なこと言わないでください!?」


「まさか……統政庁で出された食事で……」


「毒？　まさか毒が？」


「統政庁で出された食事があんまり美味しくて……食べ過ぎてお腹を壊こわしたあげく、泣きながら病院に搬はん送そうされるユミィの姿が目に浮うかぶわぁ」


「なんですかそのヒドイ有り様!?」


「え？　わたし塔とうの外に行ったときはいつもそうだけど？」


「……いや、もういいです」


　……メイメルに構ってないで準備しよっと。


　時計を見ればもう九時ちょうど。九時十五分に専属護衛パートナーの護士が迎むかえに来て、それから二人で塔内空港に向かうという手て筈はずになっている。


　と。


「…………ユミィ、これでいい？」


　たった一人黙もく々もくと作業をしていた黒くろ髪かみの巫女がふり向いた。


　春蕾シユンレイ──細身で小こ柄がらな身体からだつき、まだ幼さを残した童どう顔がんの少女だ。控ひかえめな物言いと雰ふん囲い気きとは対照的に、十六歳という史上最年少で巫女となった才女でもある。


「…………服、たたみ終えた」


　春蕾が指さすソファーの上に、丁てい寧ねいにたたんで積まれた衣服がずらり。法衣の替かえとプライベート用の私服、それに寝ね間ま着きである。


「わ、ありがと春蕾。すごい助かったよ！　さすが、邪じや魔ましてばかりの誰かと違ちがうね！」


「あら失礼しちゃうわね。わたしだって色々考えてるのよ」


　わざとらしい仕草でメイメルが肩をすくめてみせる。と思いきや、彼女は自分の足あし下もとに置いていた紙かみ袋ぶくろを持ちあげて。


「ふっふっふ、ユミィ。これをご覧なさい、ちゃーんとわたしも餞せん別べつを用意したわ」


　ごそごそと。紙袋から何かを取りだすそぶり。


「え。ほ、本当ですか。そんな……気を遣つかってもらわなくたって」


「いえいえ、可愛いユミィのためだもの。ほら、これよ！」


　一着の就しゆう寝しん着ぎを取りだす彼女。


「さあ、これを持っていきなさい。わざわざあなたの体型に合わせた特注品よ！」


「わぁっ素す敵てきなピンク色のネグリジェですね！　胸むな元もとが開いてて下も膝ひざ上うえまでしかなくて、おまけに透すけ透けですっごくオトナ！」


　驚おどろくほど薄うすい生き地じでできたソレを一目見て、ユミィは思わず歓かん声せいを上げた。


「でしょう？　巫女がそんなの着ちゃうなんてドキドキよ！」


「はい！　ドキド……ってふーざーけーるーなぁぁぁっっっ！」


　持っていた旅りよ行こう鞄かばんを、全力で先輩巫女に投げつけた。


「あいたっ！　もぉ何するの？」


「わたしの台詞せりふです！」


「好みじゃなかった？」


「好み以前に何ですかその…………はしたないデザイン！」


「その点は心配ないわー。あなたの豊ほう満まんボディならきっと似合う。わたしが保証してあげるから」


「似合う似合わないの話じゃなくて…………」


　言いかけて、ユミィはふとその場で口を閉じた。


　しばし宙を見上げて黙もつ考こうした後で。


「そうですね。せっかくメイメルが用意してくれたんだもん、持っていきます」


「わぁっ！　とうとうユミィも大人の仲間入りね！」


　目をキラキラさせて歓声を上げるメイメルはさておき。


「…………いいの？」


「持っていくだけ、向こうでは普ふ段だんの寝間着を着るから大丈夫」


　こっそり耳打ちしてくる春蕾に、ユミィはこっそり片目をつむってみせた。ここで無む駄だに争って体力を使うより、こうして矛ほこを収めてしまった方が簡単だ。


「あ、そうだ。あのねあのねユミィ、さっきのネグリジェだけど～」


　と、それを知ってか知らずかメイメルがこちらの肩に手を載のせて。


「え。あ、はい。なにか」


「さっきのネグリジェ、生地は薄いけど繊せん維いは合成素材で強いから。小さなナイフくらいなら通さないわよ」


「……え？」


「耐たい火か、耐水、耐熱、耐寒、耐風、耐紫し外がい線せん、あとわたしが沁しん力りよくの刻印をほどこしておいたから幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきも多少は防ぐわ。巫女の法衣のスケールダウン版と思っていいわよ。あなたが普段着てる寝間着よりは安心できるでしょ？」


「…………これが？」


　無言で視線を落とし、ユミィは鞄かばんの口を開けて中を覗のぞきこんだ。


　鞄の奥に無理やり押しこんだ────たたみもせず皺しわくちゃになったネグリジェ。


「特注品だって言ったでしょ。あなたが統政庁に行くって決まった日に急いで注文して、今日の朝にギリギリ間に合わせたの」


　嬉うれしそうに、まるで満点のテストを親に報告する子供のような笑顔で先輩巫女は教えてくれた。


「……わたしのために」


「もちろん、可愛い後こう輩はいのためですもの」


　沁力の刻印とメイメルは言うが、それだって簡単な作業じゃない。


　物体に沁力を定着させる術式は途と方ほうもなく時間がかかる。メイメルだって普段は巫女の修行があるのだから、それはきっと、誰もが寝ね静しずまった深夜に何日もかけて行われたことだろう。


「…………」


　手に触ふれているネグリジェをじっと見つめ──


「……反則です。そんなこと言われたら断れないじゃないですか」


「ええ、そういう可愛いところが大好きなの」


「ほんとずるいんだから」


　うんうんとうなずくメイメルが見守る前で、皺くちゃになったそれを綺き麗れいに折りたたんで鞄にしまいなおした。


「ユミィ、心に留とめておきなさい？　いまからあなたが行く場所は、もしかしたら危険な場所かもわからないんだから」


「……統政庁のことですか？」


　統政庁の所しよ轄かつする浮遊島ラグーンで見つかった無人研究所と、その地下に隠かくされていた幽幻種の培ばい養よう施し設せつ。なにしろその目的がまるで謎なぞというのが不気味だ。ならば、その主しゆ謀ぼう者しやと思おぼしき統政庁の領土へ赴おもむくことで、どんな恐おそろしいものを見るかもわからない。


　……ううん。


　……その目的を明らかにするのが今回の巫女の役目だもん。


　見知らぬ地に行くのだ、多少の危険は覚かく悟ごの上である。


「いえ、そっちじゃないわ。統政庁じゃない別の危険」


「え？」


「……とにかく、あなたは自分の命を守ることだけ考えなさい？　巫女は誰より自分の命の重要性を知ってなくちゃいけないんだから」


　威い厳げんと誇ほこりに満ちた、深く響ひびきわたる声でメイメルが告げる。


　──リン──


　扉とびらの方から来訪者を知らせるベル。


「あら、ちょうどお迎えも来たみたいね。イシュタル──塔でも有名な錬れん護ご士し筆頭よ」


「そんなに有名な人なんですか？」


　幸か不幸か、錬護士を連れた任務を自分はまだ経験したことがない。


「有名よー。わたしの爛パートナーが、よく彼女を練習に誘さそってるわね」


「…………レオンも言ってた。強いって」


　メイメルと春蕾が口々に言ってはうなずき合う。


　錬護士筆頭とはつまり、千せん年ねん獅しにもっとも近い護士である。現千年獅たちも話題にする手練てだれならば、それはどれほど並外れた実力なのだろう。


「……どんな人なんだろ」


「そんなの扉を開ければすぐわかるわよ」


　いつもの笑顔でメイメルがしっとりと微笑。


「行ってきます」


　肩かたに力をこめて、ずしりと響く鞄をぐっと持ちあげた。


　……モニカ先せん輩ぱいがついていてくれる。


　……それに……シェルティスだって守ってくれる。


　巫女見習い時代の先輩と、そしてずっと離はなればなれだった幼おさななじみの彼。そんな二人とまた一いつ緒しよにいられる。数年ぶりという時間を隔へだてて……また会える。


　見知らぬ地に赴くという重圧が、そう思うだけで少し楽になる気がした。


「行ってらっしゃい。お土産みやげ楽しみにしてるから」


「…………気をつけて」


　同どう僚りようの巫女二人に笑顔で手をふって、ユミィは部屋の扉を越こえた。





　　　　２





　天結宮ソフイア65階、塔内飛行場。


　機工局が管理する飛ひ空くう艇ていの発着地ターミナルであり、塔でも最大規模のフロアである。


　塔の護士や局長級職員が任務に赴く時に使用する専用機が十数台、そして滑かつ走そう路ろが遥はるか先まで延のびている。


　フロアに一歩入るなり──


「そういえば、あの時はレオン隊長も一緒だったな」


　隣となりを歩くモニカが、ふと足を止めてふり返った。


「……浮遊島ラグーンの件？」


「昨日の夜、これが初めての任務だと思うと寝ねつけなくて……それで天てん井じようばかり見上げてたら、つい思いだして……」


　足下の黒い床ゆかをじっと見つめるモニカ。


　床一面に貼はられた黒色のタイルは、飛空艇の発着に耐えるための緩かん衝しよう材ざいだ。覗きこめば顔が映うつるくらいに磨みがかれたそれを、彼女はまたたきもせず見つめていた。


「モニカ、平気？」


「い、いや、何でもない！　ちょっと感傷に耽ふけってただけだから！」


　モニカがあわてて顔を向こうにそらす。


「……夜、眠ねむれなかったのは……ユミィ様のこともあるんだ」


　弱々しい笑みで、かつて巫女見習いだった少女はかぶりを振ふった。


　三年前はユミィの先輩であったモニカ。それがいま、後こう輩はいであったユミィは世界に五人しかいない巫女の一人になっている。


「声、かけづらい？」


「……情けない話だけど、どうやって声をかければいいのかわからなくて」


　苦々しい面持ちでモニカが唇くちびるをかみしめる。逆転してしまった上下関係のせいで、ユミィもモニカも、互たがいにどう接すればいいのか困こん惑わくしてしまっているのだ。


「向こうは、昔のとおり話しかけてほしいと思ってるみたいだよ」


「……うん」


　いや、それはきっとモニカもわかってるのだろう。


　わかっているけど、相手は世界の守護者である巫女なのだ。そんなユミィをいまも後輩扱あつかいすることに、罪悪感に近いものを抱いだいているに違ちがいない。


『いますぐは無理でも、せめてこちらから声をかけてあげればどうですか？』


「……なんて声をかければいいんだ？」


「部隊長のモニカです、でいいじゃん」


　機械水晶イリスのアドバイスをそのままシェルティスが引ひき継ついだ。


「同行させていただくことになりました、よろしくお願いします──これでいいんだよ。立場的にも向こうは声かけにくいはずだし」


「……そうか、そうだな」


『笑顔を忘れずにですよ～、笑顔は大事です』


「……ああ」


　うなずいて、ようやくモニカの足が動きだす。


　と。


「ようやく来ましたね、七分の遅ち刻こくですよ」


「遅おせぇよ」


　機メ械ツ帽トを目ま深ぶかにかぶった小こ柄がらな少女、その隣には金きん髪ぱつを短く刈かった大おお柄がらな青年。どちらも白の儀ぎ礼れい衣い姿である二人が、こちらに顔を向けていた。


「おはよ華宮、ヴァイエルも時間どおりだったんだ？」


「そりゃあコイツが一時間も前に起こしに来たからな」


　眠たそうにあくびを嚙かみつぶす金髪の青年──ヴァイエルが不ふ機き嫌げんそうなまなざしを向ける相手は隣の少女だ。


「そうしないとあなたは遅刻するでしょう。まあそれはさておきですね」


　飄ひよう々ひようとした様子で返事して、華宮がモニカに向かって目配せ。


「モニカ、ほらあっち。わたしたちにとっての大事な『お客さん』ですよ」


「お客？」


「ほら、向こうの四名」


　華宮が示す先は巨きよ大だいな飛空艇。


　その銀ぎん翼よくの真下に、航空士から説明を受ける四人の男女が見てとれた。


　一人は初老の男性で、その隣にぴたりと付き従うのは物静かな雰ふん囲い気きの長身女性。残る二人はそれから一歩離れ、緊きん張ちようした面持ちでしきりにメモを取っている。


「総務局長と担当事務官、それと書記兼けん秘書が二人です。モニカ、一昨日おとといの夜に挨あい拶さつしにいったんでしたよね？」


「ああ、さすがに当日いきなり顔合わせしても突とつ然ぜんすぎるから」


　一人一人を視線で示していくモニカ。


「一番向こうの、お年を召めした方が総務局長だ。隣のスーツ姿の女性が担当事務官で、統政庁との交こう渉しようは彼女が中心に行うらしい。少し離れた二人が書記で、統政庁に行くのは初めてだから緊張すると言っていたな」


「なるほど、それでは向こうもわたしたちのことを？」


「うん。わたしたちの部隊のことも簡単に紹しよう介かいしておいた。物もの腰ごしのやわらかい方々で、こちらの話も丁てい寧ねいに聞いてくれた感じだったな」


　モニカの視線を追いかけて、シェルティスも奥の四人を横目に見つめた。


　……あの人たちが。


　統政庁との交渉を直接担当する四人であり、自分たちの部隊が護衛する対象。


「じゃあ早さつ速そく」


「そうそう、さっさと挨拶に行きなさいな。総務局長も待ちくたびれてるわ」


　モニカの声に相あい槌づちを打ったのは部隊四人の誰だれでもなく──


「あれれ、イーシャ？」


　思いがけない少女の姿に、シェルティスはぽかんと首をかしげた。


「どうしたのさ、空こ港こに用事？」


「どうしたも何も、お姉様の遠えん征せいを見送るのは妹として当然のことでしょう？」


　まぶしく輝かがやく髪かみを手で梳すく彼女。小柄な体格ながらも大人びた灰色のまなざし、皺しわ一つない儀礼衣の肩には正護士を示す徽き章しようが取りつけられている。


　正護士イーシャ・イス・イシマエル。


　今回の任務にあたっての試験官であった正護士にして、自分たちと同行する錬護士筆頭イシュタルの実じつ妹まいだ。


「そのお姉様とやら……イシュタルさんはまだですか？」


「巫女ユミイ様と一緒に来るらしいわ。あなたたち光栄に思いなさい、お姉様と巫女ユミイ様のお二人と一緒に部隊任務だなんて。わたしが同行したいくらいだもん」


　辺りを見回す華宮に、こちらは腕うで組ぐみした姿で答えるイーシャ。


「……お姉様か」


「なに？　双そう剣けん使い、何か言った？」


「あ、な、なんでもないよ！　こっちの話」


　顔を背そむけて空とぼけ、なんとかイーシャの追つい及きゆうをやりすごす。


　……イシュタル。


　……最後に手合わせしたのは何年前だっけ。


　かなり時間も経たってるし、自分だって身長もだいぶ伸びたから……一目で正体がばれることはないと思いたい。それこそ華宮のように確たる証しよう拠こでも用意しないかぎり、せいぜい「怪あやしい」と疑うレベルに留とどまるはずだ。


　……だけどもし僕だって気づかれて、その場で正体をばらされたりでもしたら。


　……僕は今度こそ天結宮ソフイアにいられない。


　穢歌の庭エデンに堕おちて死んだはずの人間が生きている。それだけでも一大事なのに、穢歌の庭エデンの魔ま笛てきを宿したと知られれば浮遊大陸オービエ・クレア中がパニックに陥おちいることになる。


「────」


　横目に、桜色の髪を束ねている少女を盗ぬすみ見た。


　……モニカにもばれちゃうのかな。


　三年前の自分に憧あこがれて、巫女見習いの地位を捨すててまで護士になった彼女。もし全てを知られてしまえば……モニカは怒おこるのだろうか。それとも。


「こら双剣使い、話聞いてる？」


　つんつんとイーシャに脇わき腹ばらをつつかれた。


「え？　ああ、うん。挨拶の話だっけ」


「わかってるならさっさと行きなさいってば。候補生は護衛させてもらう側なんだから、こっちから護衛対象に出向くのが筋というものよ」


　くたびれた様子でイーシャが嘆たん息そく。


「ま、いいわ。なんならわたしが紹介してあげる。ついてきなさい」


「え？」


　言うなり、先せん陣じん切って向こうの四人へと歩きだす彼女。


「お、君は」


　老人がふり向くのに合わせて、スカートの両りよう端はしをつまんで恭うやうやしくイーシャが会え釈しやく。


「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、マクスウェル総務局長。先日は大変お世話になりました」


「おお、やはりイーシャ君か。先週の出張の際に護衛を頼たのんだばかりだったね。相方の彼にも、病やみ上がりなのに無理してもらったと思っていたところだよ」


「とんでもございませんわ、それがわたしたちの責務ですから」


　にこやかな笑顔の老人相手に、こちらも愛らしい笑顔でうなずくイーシャ。


　さて──と小さく呟つぶやいてイーシャがふり返る。


「ご紹介させていただきますわ、このたび護衛を務めさせていただきます部隊長のモニカ、そして部隊員が三名。右から順にヴァイエル、華宮、その他一名ですわ」


「僕の紹介だけひどっ!?　いやっ……あのですね」


　と。


　抗こう議ぎしようとした矢先、両りよう肩かたにモニカと華宮がぽんと手を置いてきた。


　そろって首をふる二人……え、諦あきらめろってこと？


「うんうん、モニカ君とは前もって打ち合わせをさせていただいた。護衛の細則まで丁寧に配はい慮りよされていてね、これなら安心できると思っておったところだよ」


「わたしの部下ですもの、教育に抜ぬかりはありませんわ」


　満足そうにうなずく局長に、こちらも商売用の笑顔でイーシャ。


「ほぉ、やはりイーシャ君が指揮すると部下も違うね」


「もちろんです、総務局長にご迷めい惑わくはかけられませんわ」


　はっはっは、と声を上げて笑いあう二人。


「……いつからわたしたちは彼女の部下になったんだ？」


「ほっとけ。バカにつける薬はねぇよ」


　モニカの溜ため息いきに合わせてヴァイエルがいつもの毒どく舌ぜつで吐はき捨てるも、談笑する二人の耳には届いていないらしかった。


「さて、ちょうど九時半です。巫女様もそろそろ」


　機マ械キ珠ナに表示された時間を確認する華宮。それを受けて、いままで沈ちん黙もくしていた機械水晶イリスが活発に点てん滅めつしだして、


『そうですね、そろそろ…………あ、来ました！　ユミィ来ましたよ！』


　その場の全員に軽い緊張が走った。


　総務局長を含ふくむ事務員四名が一いつ斉せいに背筋を伸ばす。モニカが複雑な面おも持もちでふり返り、華宮につつかれてヴァイエルも姿勢を正していた。


「お早うございますユミィ様、お待ちしておりましたわ」


　その場を代表し、スカートの端をつまんでイーシャが会釈。


「お荷物、お持ちいたしますわ」


「あ……そ、そんな。だいじょうぶです！……ええと、うん、何とかなります！」


　走って乱れた淡い黄金色オフゴールドの髪を片手でおさえ、もう片手で鞄かばんを担かつぐ少女。


　純白を基調に瑠る璃り色いろのアクセントを加えた法衣。天結宮ソフイアでもただ一人のために用意された専用装しよう束ぞく──浮遊大陸オービエ・クレアに生きる者なら、それだけで彼女が誰かわかるだろう。


「あの……お、おはようございます皆みなさん、このたびは宜よろしくお願いします！」


　ぺこりと頭を下げるユミィ。


　無言で周りの人間を見回して。


　ちらり、と一いつ瞬しゆんだけ彼女が自分に向けて微笑ほほえんだのがわかった。巫女としてではなく、幼なじみの彼女の笑みで。


　──おはよ──


　シェルティスもそれに無言でうなずいて、次に、いまも迷ってるらしい部隊長の少女を小声で促うながした。


「ほらモニカ」


「う……うん、わかってる……」


　こほんと咳せき払ばらいしてモニカが一歩前に出る。


　はにかみつつも、彼女らしい凜り々りしく澄すんだ笑みで。


「おはようございますユミィ様。今回の任務で同行させていただきます部隊長のモニカ、および部隊員三名になります。よろしくお願いします」


「あ……は、はい！」


　ぱっとユミィの表情が明るくなった。


　やっと先せん輩ぱいから声をかけてくれた──そんな心の喜びが伝わってくる笑顔だ。


「ところでユミィ様」


　そんな中、イーシャがきょろきょろとあたりをうかがって。


「わたしのお姉さ…………もとい、護衛の錬護士筆頭はどこに？」


「あ、あの。ええと、それが予定だと一いつ緒しよに来るはずだったんだけど、来たのはイシュタルさんの部下の人だったんです。ご本人は先に空港に向かっちゃったって」


　どうやらユミィも知らないらしい。


「おぃおぃおぃ、肝かん心じんの錬護士サマが遅ち刻こくか？」


「先に向かったというのであればそれはないでしょう」


「じゃあなんだよ」


「わたしに聞かないでください。空港内で迷うというのもさすがにないでしょうし」


　溜息をつくヴァイエルの真横に並び、華宮が指をパチンと打ち鳴らす。


「仕方ありません。機マ械キ珠ナ──捜そう索さく開始」


　瞬しゆん間かん、彼女の手前に浮遊していた機マ械キ珠ナが百以上のパーツに分解した。


　無数に分ぶん裂れつしては空中に展開していくパズルピース状の小さな機マ械キ珠ナ。その一つ一つに高性能カメラが搭とう載さいされている。


「ひとまず空港内を探さがしましょう」


　華宮の指令に応こたえて機マ械キ珠ナのパーツが四方に向かって飛んでいく。その間も、イーシャはしきりに周囲を見回して首をかしげていた。


「……おかしいわね、お姉様どこにいったのかしら」


「サボりじゃねえの？」


「口を慎つつしみなさい候補生、お姉様のことだからきっと崇すう高こうな理由が──」


　ヴァイエルとイーシャが睨にらめっこをしかけたその矢先。


「お、それらしい反応ありました。人の形状をした熱反応」


　機メ械ツ帽トのシェード画面を見つめつつ、華宮。


「この反応からして場所は、わたしたちの…………あれ、変ですね」


　訝いぶかしそうに唇くちびるをへの字のかたちにして。


「場所は、真上？」


「あ」


　その一言に、シェルティスはぽんと手を打った。


　イシュタルの突とつ発ぱつ的な行動が以前と変わっていないなら、「真上」という単語から連想される彼女の狙ねらいは……まさか。


「あのさ。みんなここから離はなれた方がいいと思う、危ないかも」


「ん？　なんだおい、真上ってのはなんだ──」


　不ふ機き嫌げん顔のヴァイエルが天てん井じようを見上げたのとほぼ同時、楽しげな女性の歓かん声せいが真上から降ふってきて。





「いいぃぃぃやっほぉぉぉおおおっ！」





　ひゅぉぉぉっ──何かが高速で落下する風切り音。


　そして。


「あぁん？　なんだなん…………[image: ]ぇっ!?」


　ぷちっ。狙い違たがわず、天井から落下してきた女性の踵かかとがヴァイエルを押おし潰つぶした。


「……ねえモニカ、ヴァイエルが潰れたまま動かないんだけど」


「……わたしに聞くな」


　シェルティスやモニカはもちろん、ユミィも含めたその場の全員が凍こおりつく中で。


「じゃーん、お待たせしましたぁ！」


　背せ丈たけより長い金きん属ぞく鎗そうを背に結わえた女性が、可愛らしいウィンクと共に一礼した。


　純白のパンツとタイトな儀ぎ礼れい衣い姿。さらには肩や肘ひじに膝ひざ、太ふと股ももといった各所に黒の獣じゆう皮ひベルトを巻きつけるという装いの長身女性だ。


　大人びた顔だちに反して表情は幼おさなげなほど明るい。眩まぶしく輝かがやく黄金色の長ちよう髪はつはイーシャと同じで、双そう眸ぼうの青味がやや強いだろうか。


「錬護士筆頭イシュタル、皇おう姫ひの勅ちよく命めいに応じて馳はせ参さんじましたぁ！　やったね！」


「…………あ……あなたが……わたしの護衛さん？」


「そうですよぉ。初めまして巫み女こ様、今日からよろしくお願いしまーす！　あれ？　みんなすんごい静かだけど、どうかしましたぁ？」


　静まりかえる周囲を見回して首をかしげる彼女。


「てぇんめぇぇえええ、いきなり何しやがるんだこのクソ女っ！」


「わわっ、どうしたんです!?」


　怒いかりの形ぎよう相そうで立ち上がるヴァイエルに睨まれ、彼女が慌あわてて飛び下がる。


「てめぇがいきなり俺の頭を踏ふんづけてくれたんだろうが」


「あはは、気持ちよかったですか？……って、ああぁ、無言で拳こぶしを握にぎらないで！　冗じよう談だんですってば。ごめんなさいごめんなさいっ！」


　振ふり上げかけた拳をかろうじて抑おさえ、怒り心しん頭とうの形相でヴァイエルがふり返る先は彼女の妹であるイーシャの方だ。


「……おい妹、この姉どうなんだよ。頭ン中が既すでにお花畑だぞ」


「ああもぅ！　お姉様ってばなんでこう、せっかくの威い厳げんを自分から落とされるの!?」


　頭を抱かかえてイーシャが悲鳴。


「お姉様！」


「あらイーシャちゃん。よーしよーし、迷子にならずに一人で空港まで来れるなんて偉えらいぞー。お姉ちゃん感心しちゃう」


　自分より頭一つは小こ柄がらな妹の頭をなでてやる彼女。


「むむっ、イーシャちゃんたら前まえ髪がみずいぶん伸びたわね。最近切ってない？　あ、枝毛。だめじゃない、女の子なんだからちゃんと手入れしないと」


「お……お姉様、周り、周り！　恥はずかしいですわ！」


「そう？　わたしは気にしないもーん。イーシャちゃんの髪の毛、子こ猫ねこの毛みたいにやわらかいのよねー」


「気にしてください！　わ、わたしのことではなく……お姉様の沽こ券けんに関わります！」


　いきなり妹の横髪を梳すき始める姉に、妹本人イーシヤが顔を真っ赤にして声を張りあげた。


「と、とにかく！　お姉様は錬護士筆頭なんですから、それに今回は巫女様の護衛だし、同行する候補生たちの模も範はんになるようふるまってください！」


「あはは、イーシャちゃんに叱しかられちゃった」


「お姉様！」


「はいはい、だいじょうぶよイーシャちゃん。お姉ちゃん頑がん張ばるから」


「そ……そうです。お姉様はわたしの憧あこがれなんですから！　真しん剣けんになったら誰だれにも負けないくらい強いのだから、その自覚を持ってください！」


　頰ほおを上気させてイーシャが叫さけぶ。


　それは……姉であり上司でもある彼女を見つめるその姿は……普ふ段だんの高たか飛び車しやな態度から想像もできないくらい可か憐れんで慎つつましいものだった。


「──さて、皆みな様さまお騒さわがせしましたわ」




[image: ]


　こほんとイーシャが咳払い。


「ご覧のとおりお姉様は少々アレな部分がありますが、護衛としての実力は塔とうでも随ずい一いちであると保証いたします。それ以外の部分は……どうぞ気になさらず」


「あはは、イーシャちゃんが代わりに紹しよう介かいしてくれちゃった。ありがとねイーシャちゃん、お姉ちゃんそういうの苦手なの」


　どさくさにまぎれて、またも妹の頭をなでようと手を伸ばし──


「……お姉様」


「……はーい」


　イーシャに睨まれ、その手がぴたりと止まった。


　背丈も容姿も遥はるかにイシュタルの方が大人びているのに、言動だけ見ればどちらが姉だかわからない雰ふん囲い気きだ。


「……じゃあ、可愛い妹に睨まれたので真ま面じ目めにお仕事の話をしまーす」


　しゅんと肩を落としながらイシュタルがふり返る。


「今回の護衛は皆さんが統政庁に行くからということで、期間は今日から六日間。天結宮ソフイアに無事戻もどってくるまで────でいいんでしたっけ？」


「……うむ。頼たのんだよ」


　心なしか沈しずんだ声でうなずく総務局長。


「はーい。といってもイシュタルの護衛は巫女様ですから、局長さんたちはこちらの候補生さんたちが主担当になると思います。ね？　モニカさん？」


「え？　あ……は、はい」


　驚おどろきに目を見開いてモニカが慌てて首しゆ肯こう。急に話を振られたからではなく、モニカが驚いた理由は自みずからの名が知られていたことだろう。


「わたしの名をご存じなのですか？」


「えへへ、イシュタルは護士やって長いもーん。巫女見習いやめて候補生に転身した人ってあなたのことでしょ？　どう？　すごい？」


「こ、光栄です……わたしもイシュタル筆頭のご高名は常々うかがっていました。本件でご一緒させていただきますので、何なりとお申し付けください」


「うんうん、礼れい儀ぎ正ただしい人はイシュタルも好きです。よろしくね～」


「はい。それでこちらの部隊員ですが」


　横目を向けてモニカがウィンク──それぞれ自己紹介しろという合図だ。


「華宮と言います、よろしくお願いします」


「……ヴァイエルだ」


「あらら、ずいぶん不機嫌そうな人ねー。どうかしたんですかぁ？」


　顔をしかめたままのヴァイエルをイシュタルが覗のぞきこむ。


「ねね、どうかしましたぁ？」


「てめぇが空から降ってきて俺の頭に蹴けり食らわしたんだろうが！」


「あー……あはは、ごめんなさーい。いやほら、何事も最初が肝かん心じんだし、どうしたら注目してもらえるかなって」


「悪い意味で注目だな」


「でね、誰の上に落ちてみようかなって思ったら、あなたが一番頑がん丈じようそうだったから」


「最初から俺めがけて落ちること前提かよ！　こんのクソ女、次やったら前歯へし折────お、おいてめぇら誰の味方……むぎゅ」


　言いかけた口をモニカと華宮にふさがれて、あえなくヴァイエルが沈ちん黙もく。


「……申し訳ありませんイシュタル筆頭。わたしの部隊員がご無礼を」


「ううん、いーよいーよ。わたしにそういう言葉づかいで突つっかかってくるのってあんまいないし、なんだか新しん鮮せんで楽しいから」


　むしろ楽しげに目を輝かせる錬護士筆頭。


「ねえイーシャちゃん、あなたが前に言ってた『面おも白しろいヤツ』ってこの人？」


「ち、違いますわ！　わたしが言ったのは……そっちの……」


　ちらりと、なぜか顔を赤らめてイーシャが上目づかいに見つめる先は。


　…………


　…………僕？


　気づけば。


　イーシャのまなざしに促うながされ、ユミィもモニカも、その場の誰もが自分に向かって意味深な視線を向けていた。それを受けてイシュタルもこちらにふり向いて。


「あ、イーシャちゃんが言ってたのはこっち？　どれど──」


　言葉を発しようとした彼女の唇くちびるが、時を止めたように静止した。


　呼吸をしめす胸の上下もまばたきもなく、食い入るようにその双そう眸ぼうだけがじっとこちらを見つめ。


「…………」


「あの、お姉様？」


　不ふ審しんに思ったイーシャが声をかけても無言。


　そして。


「…………なるほど」


　低く押し殺した笑みがその唇からこぼれ落ちた。


　それは本当に、本当にかすかな呟つぶやきで────そして同時に、正面に立つシェルティスだけがかろうじて窺うかがえた幽かすかな笑みで。


「お姉さ──」


「あれ、あれれぇ？」


　一転、イシュタルの笑みが誰の目にもわかるほど大きくなった。





「キミ、どこかで見た顔だね？」





「え？」


　イーシャとモニカが同時にふり返る。


「ねえねえ、わたしとキミ、どこかで会った？」


「…………」


「どこかで会ったことあると思うんだけど、イシュタルお馬ば鹿かさんだから思いだせないの。キミは？　わたしのこと知ってる？」


　じわじわと、真ま綿わたで締しめつけるような歩調でイシュタルが近づいてくる。にこやかな言葉づかいで、その反面、双そう眸ぼうは不気味なほど大きく見開かれていて。


　……イシュタル。


　……読めない、どっちなんだ。


　近づいてくる相手に、シェルティスは反射的に唾つばを飲みこんでいた。


　……僕のことを完全に覚えていて言っているのか？


　……それとも確信がないからこうして挑ちよう発はつして、反応を窺っているのか？


「ねえ、黙だまってたらわからないよ？　ねえってば？　それとも、黙っていなきゃいけない理由でもあるのかな？」


「……いいえ」


　不自然な沈黙時間──と思われないぎりぎりのタイミングで、シェルティスはやや大きめにかぶりを振ふった。


「初めてお会いしたかと思います。僕も二ふた月つきくらい前に天結宮ソフイアに入ったばかりなので」


　……大だい丈じよう夫ぶだ、外見からだけじゃ確信までいけるはずがない。


　イシュタルが覚えている自分は十三歳か十四歳の頃ころで、いまは十七歳。背も彼女に並ぶくらい伸のびたし、声も面立ちも微び妙みように変わっている。彼女が記き憶おくを辿たどっても、モニカと同じ「昔見た双そう剣けん使いと似ている？」という印象が限度のはずなのだ。


「塔に入ったばかりなの？」


「はい」


「そっか、じゃあイシュタルの勘かん違ちがいかな」


「……え？」


　そんなあっさり諦あきらめるのか？　思わず聞きかえしてしまったことにも追つい及きゆうせず、もはや興味ないと言いたげに錬護士筆頭は背を向けた。


「はいはーい、お待たせしましたユミィ様！　時間ですし、さっそく統政庁に向けて出発ですよー。飛空艇てい酔よいは平気ですかぁ？」


「え、ええ……たぶん」


「良かったぁ。じゃ、行きましょう。あ、鞄かばんはお持ちしますよー。特別サービス！」


　重そうに抱かかえていたユミィの鞄をひょいっと奪うばい、軽々と左ひだり腕うでだけで提さげてしまう。布を巻いた金属鎗を右手に抱えておきながら平然とした顔つきだ。


「ではではイーシャちゃん、少しだけ留守番お願いねー。一人だと寂さびしくて寝ねられないんじゃないかってお姉ちゃん心配だけど」


「こ、子こ供ども扱あつかいしないでください！　だ……誰が夜一人で眠ねむれないだなんて」


「いや、お姉ちゃんの方が」


「お姉様っ!?」


「あはは、じゃあねー」


　そのままユミィの背を押し、二人で飛空艇ていへと歩いていく。


「ほーらぁ。総務局長さんたちも、その護衛さんたちもついてきてってば」


「……かったりぃ」


　不満を口にしながらもヴァイエルが最初に、続いて華宮と総務局長の一行がそれにならって歩きだす。


『シェルティス、わたしたちも』


「……うん」


　飛空艇に向かう面々の背をじっと見つめ、シェルティスもまた歩きだした。





　　　　３





　巨きよ大だいな雲が流れるように過ぎていく。


　耐たい圧あつガラスの窓を通して、綿毛のような雲が眼下に広がる光景。高度二千メートルまで延びた天結宮ソフイアが見えなくなって、もう一時間は経過しただろう。


「……おぉ。すごいよイリス、浮遊島ラグーンが一いつ瞬しゆんで通り過ぎていく」


　ガラスに付着した水の粒つぶ。


　真横に流れていくそれを目で追って、シェルティスは胸元の機械水晶イリスに声をかけた。


『音速航路に乗りましたから、一秒で四百メートルくらい進んでますよ』


「……一秒単位で言われても実感が」


『浮遊大陸オービエ・クレアから統政庁の浮遊島ラグーンまでの距きよ離りがざっと二千キロメートル弱です。すごいですねー、二時間くらいで着いちゃうんだもん。喩たとえるなら『びゅ～ん！』より『────ひゅんっ』て感じ？』


「……いや、無理に喩えなくてもいいから」


　コツッ。誰だれかの足音が聞こえて。


「あ、ほらシェルティスいましたよ」


「最さい後こう尾びじゃないか、こんなところに座ってたのか」


　機メ械ツ帽トを目ま深ぶかにかぶった少女が先頭、続いて桜色の髪かみを後ろで一つにまとめた少女。


「こんな端はじっこに座らなくても、貸しきりなんだからもっと中央寄りに座らないか？」


「……いや、なんかこう、あんまりすごい飛空艇だから緊きん張ちようしちゃって」


　飛空艇の中央側──自分の歩いてきた方向を指さすモニカに、シェルティスはやや大きめにかぶりをふって返事した。


　巫み女こ専用の飛空艇。


　天結宮ソフイアの飛空挺といっても貨物用の輸送船から貴き賓ひん専用船まで様々あるが、自分たちが乗っている機体は旅客用としては最大規模のものになる。機体性能はもちろん、その内装も最高級ホテルの一室を思わせる豪ごう奢しやなデザインだ。天てん井じようにシャンデリアが輝かがやいている飛空艇なんて初めて見た。


「せっかくなんだから見て回ればいいじゃないか」


　向かいの席に腰こしを下ろしてモニカが苦笑。


「でもほら、なんかハッキリ座る場所も決まってた感じだし。船の最前席が巫女で、中央付近が総務局長とかの一行で、僕らが最後尾のあたりだって」


「……あなたも多少、ヴァイエルのたくましさを見習った方が良いですね」


　飄ひよう々ひようと告げて隣となりの席に腰かけるのは華宮だ。


「あ、そういやヴァイエルは？」


「三十分前から爆ばく睡すい中ですよ、しかも巫女様の席のすぐ真後ろで」


「……うそぉ」


　怖こわい物しらずというか、この任務でも物もの怖おじしないのは一種の才能かもしれない。


「わたしと華宮でたたき起こそうとしたんだが、イシュタル筆頭が『この人面白～い』とたいそう喜ばれてしまって」


「爆ばく笑しようしてましたね」


　うなずきあっては肩かたを落とすモニカと華宮。


「……二人はイシュタルの本ほん性しよう知らないから」


「え？」


「あ、いや、こっちの話。てか僕の独ひとり言」


　独り言のつもりだったが、聴ちよう覚かくの優すぐれた華宮には聞こえていたらしい。


「しかしどうなんでしょうね？　あの錬護士筆頭、そんなにすごい方なのですか」


「あの人は……そうだな、わたしも巫女見習いの時から噂うわさだけは聞いていたけど、直接その戦いを見たわけじゃないから」


「ふむ。しかし妹であるイーシャさんがあそこまで心しん酔すいしてるというのなら──」


　含ふくませた物言いで相あい槌づちを打って華宮が腕うで組ぐみ。機メ械ツ帽トのアイシェードごしに、その視線がこちらに向けられているのが伝わってきた。


「シェルティスは知ってます？」


「いや、だから僕はあの人と初めて会ったくらいだし」


「千年獅のレオン隊長から聞いていると言ってたじゃないですか」


「…………」


　しれっと応こたえる華宮。


　……レオンから聞いたことにすれば喋しやべっても大丈夫です、ってことか。


　言外に含ませた華宮の意図を酌くみ、心の内でそっと苦笑。


「そうなのか？」


「少しだけどね。……ええと、そうだな。僕が聞いたかぎりだと」


　真顔で訊たずねるモニカに、平静を保って首しゆ肯こうする。


「鎗やりを持ってたからわかると思うけど、彼女は鎗使いなんだ。たしか古武術系の流れだったと思う。その道で最高の段位まで会え得とくしてたっけかな？」


「『祓戈の到極者ジルシユヴエツサー』ですね」


　華宮の機マ械キ珠ナが淡あわい光を放ちだす。


「機マ械キ珠ナの記録にも彼女のデータが多少あります。天結宮ソフイアにある名めい簿ぼで、彼女の名前が更こう新しんされたことがありますね。『ジルシュヴェッサー』という表記ですが、名前の最後に追加された履り歴れきがあります」


「あ……それそれ。まあとにかく正護士の時から並外れて強くてさ、彼女が出る野の良ら試合に、当時の巫女と千せん年ねん獅しが偵てい察さつにきてたくらいだったから」


「そこまでなのか？」


　モニカが身を乗りだすのも当然のことだ。正護士の、それも公式ではない野良試合に巫女と千年獅が現れるなんて通常はありえない。


「うん。まず鎗の技量が半はん端ぱじゃない。機き関かん銃じゆうの高速弾だん丸がんを鎗で三枚おろしにしたとか、ひらひら落ちてくる葉っぱが地面に落ちる前に、鎗で何十回も突ついて人型の切り絵を作ってみせたとか。そんな話がいくつもある」


「さすがに……誇こ張ちようだろう？」


「ううん」


　なかば呆あきれたまなざしのモニカの呟つぶやきを、首を横にふって否定した。


「できると思うよ、たぶんそれ以上のこともできる。だからこそ錬護士筆頭なんだ」


「……とんでもない人だな。だとすれば」


　コトッ。


　後部座席にこだまする足音に、モニカが反射的に言葉の続きを呑のみこんだ。


「あ……あのぉ、お邪じや魔ま……してもいいですか」


　円形トレイにティーセットと人数分のカップ。


　それを大事そうに抱えて現れたのは、純白の法衣姿の少女だった。


「巫女様……？」


『あらユミィ、いらっしゃい。どうぞどうぞ』


　ぽかんと口を半開きにする華宮と、こちらはいつもどおりの機械水晶イリス。


「そ、そう？　それならさっそくお茶でも淹いれるね。いろいろ持ってきたの」


　トレイを中央のテーブルに設置、お湯の入ったポットと茶葉入りのガラス容器をいくつも並べていくユミィ。


「華宮さんは、お好きな紅茶の種類とかありますか？」


「へ？」


　ぽかんと口を半開きにして華宮が硬こう直ちよく。


「ええと、好きなお茶を選んでもらえれば」


「そ……それではですね……あまり香かおりの強くないものを」


「はい、それじゃあこっちのブレンドにしておきますね。シェルティスはレモングラスで砂糖抜ぬき、かわりに蜂はち蜜みつをスプーン一いつ杯ぱいだからこれでよしと」


　手て慣なれた様子で準備にかかるユミィが、未み開かい封ふうのジャム容器を持ってふり向いた。


「ねえモニカ先せん輩ぱい、先輩はマーマレードティーの皮ピール入りでよかったんですよね？」


「…………」


「あ、もぅ先輩ったら。返事がないとわたしの方で決めちゃいますよ？　先輩は前からマーマレードティーに目がなかったし、これで決ま──」


「ま、待ったぁぁぁああああ！」


　やおら、口を閉じてプルプルふるえていたモニカが爆ばく発はつした。


「え？　どうしたんです先輩？」


「ど、どうしたもこうしたも！」


　ジャム容器を持って目をぱちくりと瞬またたかせるユミィを指さして。


「な、なな、なんでこんなところにいる……いらっしゃるんですか！」


「だって同じ飛ひ空くう艇ていですし？」


「そ、そうじゃなくて！　イシュタル筆頭は!?」


「ヴァイエルさんの寝ね顔がお見て、まだお腹抱かかえて笑ってます」


「…………」


「モニカ先輩」


　じっ、と一ひと際きわ真しん剣けんなまなざしでユミィが迫せまる。


「お願い、本当のこと言ってほしいんです。先輩はわたしのこと嫌きらいですか」


「なっ……そ、そんなことは……」


「でも先輩、ずっとわたしのこと避さけて──」


「違ちがう！」


　ユミィの言葉は、かつての先輩である少女の絶ぜつ叫きようにかき消された。


「……わたしだって…………本当は…………でも……いまは立場が違うんだ」


　拳こぶしを握にぎるモニカ。


　血を吐はくように、唇くちびるを嚙かみしめながらも続ける。


「いまのユミィは……巫女で、浮遊大陸オービエ・クレアの守護者だから。わたしは…………その部下だから。わたしみたいな候補生が巫女となれなれしく話すだなんて……許されない」


「でも」


　じっと下を向いていたユミィが、再び顔を上げた。


「モニカ先輩はわたしの一番大切な恩人です。わたしがその恩人と話すこと、誰が許さないんですか？」


「…………それは」


　うつむいたままモニカは無言。


　はりつめた空気がその場に沁しみて、静せい寂じやくが二人の間に壁かべのごとく立ちはだかって──


「僕は、いいと思うけど」


「……シェルティス？」


　物もの憂うげにたたずむ少女たちが、二人同時に顔を上げた。


「仲よくしたいってモニカも言ってたじゃない」


「だ、だけど……一いつ介かいの候補生が巫女様と親しくだなんて無礼な真ま似ねは」


「その巫女様が良いと言ってるのだから問題ありませんよ」


　機マ械キ珠ナを抱えた恰かつ好こうで、華宮。


「わたしもシェルティスと同意見です。巫女様の方から来てくれたんですよ？　それはまぎれもなく、モニカ、あなたがいままでに培つちかった人望です。誇ほこっていい」


「…………」


　じっと耳を澄すませる部隊長に、一歩また一歩とユミィが歩みよる。


「先輩……わたし、先輩とこうしてまた一いつ緒しよにいられて本当に嬉うれしくて……だからお願いです、また昔みたいに仲良くしてください」


「……本当」


「え？」


　ユミィが聞きかえすその前に、モニカの手がユミィの前まえ髪がみへと伸のびて。


「……本当、世話の焼ける後こう輩はいだ」


　くしゃくしゃと、後輩の髪を強めになで回した。


「巫女になって一人前になったと思ったのに、あまり先輩わたしを困らせないでくれ」


　ふぅ──肩を落として大きく溜ため息いきをつく彼女。


「そ、それじゃあ先輩っ！」


「マーマレードでもいいけど、最近はミルクティーにしてるんだ」


「あ……は、はい！　ミルクティーもすぐ用意できますから！」


　大急ぎで支し度たくにかかるユミィに苦笑するモニカ。


　そんな二人の姿を後ろから見守って。


「僕ら席を移ろうか。二人だけで話したいこともあるだろうし」


「ですね」


　シェルティスは、華宮と顔を見合わせてうなずきあった。


『元の鞘さやに収まりましたね。しかし本当、人の感情は複雑で厄やつ介かいです』


「いまのはちょっと特別だよ」


　神しん妙みような口調の機械水晶イリスに苦笑。


「しかしわたしたち、これで巫女様という最強の人脈を手に入れたことにもなりますね。頼たのもしいかぎりです」


「……頼たよりがいは保証できないけどね」


「ふむ。ところでシェルティス、一つ聞いていいですか」


　離はなれた席に腰こしかけ、華宮が背はい後ごのモニカとユミィを指さした。


「どうしたのさあらたまって」


「さっき巫女様がわたしたちの紅茶を準備しようとした時です。なぜユミィ様は、あなたの紅茶の嗜し好こうがレモングラスだと知っていたのでしょう？」


「…………」


「どうですか？」


「……きっとレオンから聞いたんだよ」


『……私もそんな気がするようなしないような』


　とりあえずこの場にいない旧友の名を挙あげて、シェルティスは白々しくも顔をそむけることにした。
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　どこまでも一直線に延のびた滑かつ走そう路ろ。


　陽を浴びて銀色に輝かがやく道へ滑すべりこむように、飛ひ空くう艇ていが徐じよ々じよに高度を下げていく。


　小さな点でしかなかった空港が徐々に鮮せん明めいさを増し、飛空艇を誘ゆう導どうする管かん制せい塔とうが肉眼でもはっきり捉とらえられるほどになり────


　衝しよう撃げき。


　着地の衝撃と急ブレーキの反動で、安全ベルトに固定された身体からだがわずかに浮ういた。


『おー。無事に着地したみたい』


「いよいよだね」


　飛空艇が完全に止まるのを確認し、シェルティスは座席から立ちあがった。


「はいはーいユミィ様こっちですよー、ちゃんとついてきてくださいね？」


「は、はい！」


　まずはイシュタルに先導されてユミィが。


　その後ろを総務局長、それに担当事務官の女性と書記二名が続く。


『ほらシェルティス、護衛対象が先に行っちゃいましたよ』


「僕は一番後ろの担当だからいいの。少し離れたくらいの方がやりやすいし」


　護衛対象は総務局長である老人と担当事務官の女性、そして書記の二名だ。


　まとまって歩く四人の先頭をモニカ、その左右を華宮カグラとヴァイエルが固め、集団の最さい後こう尾びにシェルティスがつくという態勢である。


『あれ、思ったより静かですね』


　飛空艇からの直結通路を進んだ先は、空港の二階にある出発ゲートだ。


　広大なホールに設置された案内カウンターや展望席、それが全てもぬけの殻から。ホールで働いているはずの清せい掃そう員いんや案内人の姿もない。


　機械水晶イリスが疑問を抱いだくのも当然だ、あまりに人ひと影かげがなさすぎる。


「空港ごと貸しきりっぽいや」


『無人こそが安全確保の最終形ってわけですか。なんだか寂さびしいですけど』


　出発ゲートから続く通路を進んで空港のセンターホールへ。が、どれだけ進んでも誰だれとも出くわさないというのは何だか不気味なものがある。


「はいはーい皆みなさん止まって。ここが待ち合わせ場所ですよー」


　そうした矢先、先を行くイシュタルがにわかに足を止めた。


「待ち合わせですか？」


「そうですよユミィ様、統政庁の秘書官やってる人が案内してくれるそうです。……お、あの人かな？　いたいた。おーい！」


　きょろきょろとあたりを見回して、イシュタルがさっと片手を上げた。


　しずしずと歩いてくるのは白スーツ姿の小こ柄がらな女性だ。おっとりとした垂れ目がちな黒こく瞳どうに、黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。淡あわい茶色の髪をショートに切りそろえている。


「皆様、お待たせして大変申し訳ありません。統政庁第一セクター行政部庶しよ務む課所属──外交秘書を務つとめております揺ユラギと申します。何なに卒とぞよろしくお願いいたします」


　仰ぎよう々ぎようしい仕草で深々と女性が頭を下げる。


「特に巫女様におかれましては、遠い天結宮ソフイアからはるばるおいでくださいまして、統政庁を代表してお礼申し上げます。ご覧のとおり出で迎むかえが私一人で寂しいかぎりなのですが、安全確保の一いつ環かんとしてどうぞご容よう赦しやください」


　慣なれた口調で諳そらんじる統政庁の案内人。


「へー、揺さんていうんだ。わたしイシュタルっていうの、よろしくー」


「はい、よろしくお願いします」


　にっこり営業用の笑顔でイシュタルに応こたえる揺。


「それではユミィ様、まずは今回ご利用いただくホテルにご案内いたします。空港でお預かりした荷物も、ユミィ様のお部屋に搬はん入にゆう手配済みです」


「そ、そうだったんですか？　ありがとうございます」


「それも仕事ですから」


　黒縁眼鏡のブリッジを押し上げて秘書が笑む。


「この地を巫女様が初めてお踏ふみになる記念すべき日……なのですが、率直に申しまして、統政庁われわれとしてもどう対応すればいいのか迷っていたんですよ」


「……そうなんですか？」


「はい。盛大にお迎むかえするということも考えたのですが、なにぶん不測の事態に対応しきれない可能性もある。結果、こうして空港を閉めきることで最大限の安全をというかたちになったわけです。今回は空港の最上階にある公営ホテルをご利用いただくのですが、それも昨日から貸しきり扱あつかいになっています」


「ホテル貸しきりですか!?」


　秘書官の言葉に、思わずユミィが息を呑のむ。


「わたし……天結宮ソフイアでもそこまですごい待たい遇ぐうされたことないです」


「天結宮ソフイアには専門の護衛がたくさんいらっしゃいますし、ここまで極きよく端たんな警備をする必要もないのだと思います。イシュタル様の名声も統政庁まで届いていますよ」


「へぇー。でもここで褒ほめられると後が怖こわいなあ。何か企たくらんでたりする？」


「さあ？　それは庶務である私の与あずかり知らぬところですから」


　イシュタルが含ふくませた疑念を笑顔でさらりと流す彼女。


「……なんだか、まさに統政庁って感じの人」


『得体が知れない？』


「うん、まあ疑ったってしょうがないんだけどさ」


　地図にない島。巧こう妙みように隠かくされた謎なぞの施し設せつとその地下室。そして幽ゆう幻げん種しゆを培ばい養ようする水すい槽そう。それが明らかになるかは明日あしたの会合次第だが、それ以外も油断はできない。


「シェルティス」


　総務局長の脇わきに控ひかえていたモニカが、音もなく身体を寄せてきた。足音にかき消されてしまうほど微かすかな、他人には一切聞こえぬようぎりぎりに抑おさえた声こわ音ねで。


「この秘書の女性のことで一つ伝えておく」


「うん？」


「第一セクター……つまり統政庁の中ちゆう枢すう部にいる彼女は、天結宮ソフイアの情報工作員だ。統政庁の重要機関に入りこんで情報を入手する役目のな」


「え……えぇっ!?」


「し、声が大きい。機密情報だから気をつけてくれ」


「わかってるけど……でもまさか本当に？」


　天結宮ソフイアが統政庁へ工作員を派は遣けんしている。錬れん護ご士しだった時にシェルティスもそんな噂うわさを耳にしたことがあったが、それが本当に実在するなんて。


　しかもあの秘書官が？


　話し方といい物もの腰ごしといい、まさに統政庁の人間と思って疑わなかった。


「いつモニカは知ったの？」


「飛空艇の中でユミィから教えてもらった。ほかにイシュタル筆頭と総務局長しか知らないはずの情報だから気をつけてくれ」


「……すごい人なんだ」


　統政庁の中枢部に潜もぐりこむことがまず困難を極きわめる。


　人材として優ゆう秀しゆうでなければ統政庁の中枢機関に採用などされないし、その情報を探さぐって天結宮ソフイアに送るだなんて並なみ大たい抵ていの度ど胸きようではつとまらないだろう。


「さ、ユミィ様こちらに。あの昇降機エレベータに乗ればすぐに空港最上階のホテルです」


　それを知ってか知らずか。


　列の先頭で、眼鏡の秘書官は変わらぬ微笑をうかべたままだった。
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　公営統合ホテル『星夜見アステリズム』。


　統政庁が管理する一等クラスの宿しゆく泊はく施し設せつである。巨きよ大だいなセレモニーホールに運動ジム、プールはもちろん、映画館や劇場までもが設置された多機能ホテルだ。


　そのロビーで。揺に先導されたユミィを、割れんばかりの勢いの拍はく手しゆと歓かん声せいが出迎えた。支配人、料理人、カウンターの受付係に清掃員、アルバイトの少女たち。ホールだけでは収まらず、その先の通路にまで並ぶ従業員たちもいる。


「……あ、れれ？」


　ゲートで足を止め、ユミィは目の前の人ひと集だかりを見回した。


　……こんなにたくさんの人がお出迎え？


　……でもさっき揺さんは、ホテルも貸しきりだって。


「ホテルの従業員一同、ユミィ様がいらっしゃるのを心待ちにしていました。安全措そ置ちのため空港は無人でしたけれど、さすがにホテルの支配人や料理人まで無人というわけにはいきませんからね」


「あ、そっか。そうですもんね！」


「はい。申し訳ありません、驚おどろかせてしまいましたか？」


　揺は普ふ段だんどおりの笑顔のままだ。


「ユミィ様とイシュタル様はこちらに、ほかの方々も担当者がお部屋に案内しますので」


「はーい、それじゃユミィ様いこっか！」


「え……う、うん」


　イシュタルに背を押され、先に進んでいく揺の背中をユミィは追いかけた。





　七○○号室『星夜見アステリズム』。


　ホテル名をそのまま冠かんした部屋の扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、柑かん橘きつ系の甘あま酸ずっぱい薫かおりを含んだそよ風が髪かみをなでた。


「……ふしぎ」


　鬼おにごっこができるほど広いリビングの中央で立ち止まり、ユミィはあらためて自分の招かれた部屋を見わたした。


　……部屋の中なのに。


　……そよ風がふいて、鳥のさえずりが聞こえてくる。まるで──


「すごーい！　まるで大草原の中にいるみたい！」


　抱かかえていた荷物を放りだしてイシュタルが目を輝かがやかせる。


「ねね、揺ちゃんどうなってるの!?」


「そよ風は最新鋭の空調設定で再現しています。鳥の声も、浮遊島ラグーンに設置した集音機器をとおして聞こえてくる本物ですよ。それと天てん井じようは開閉式ですので、開けばガラスのドームになります。満点の星空を鑑かん賞しようするには最高の一室だと思います」


　シャンデリアの輝く天井を指さす秘書官。


「おーっ！　だから空港の最上階にあるんだ？」


「ええ。それが売りのホテルですから。ユミィ様もお気に召めされましたか？」


「……すごいです」


　天結宮ソフイアにある巫み女このプライベートルームも快適さを追つい求きゆうした設計だけれど、この部屋もすごく素す敵てきだと心から思える。


　……夜になれば夜空がすごく綺き麗れいなんだろうなあ。


「あれれユミィ様？　なーんだかお顔がにやにやしてますよー？」


「へっ？……そ、そんなことないです！」


「あはは、冗じよう談だんですよ冗談。さて揺ちゃん、そろそろ真ま面じ目めなお話するんでしょ？」


　布で包んだ鎗やりを小こ脇わきにかかえてイシュタルが壁かべに寄りかかる。


「……真面目な話？」


「そうですね。そろそろお伝えしておきましょう。まずはユミィ様、先ほどの私の自じ己こ紹しよう介かいについてですが」


　スーツの胸ポケットから揺が取りだす白紙のカード。特とく殊しゆなライトにのみ反応して発色する特殊塗と料りようで印字された名めい刺しである。


「統政庁第一セクター行政部庶しよ務む課所属あらためまして天結宮ソフイア『無所属』特務官、揺・Ａ・ソーマと申します。本日より六日間、ユミィ様の特務を支し援えんさせていただきます」


「…………」


「なにか？」


「い、いえ！……特務官の人とお話しするの初めてで、なんかビックリしちゃって」


　深々と会え釈しやくする揺に、ユミィはあわてて手をふった。


　天結宮ソフイアのどの局にも所属しないという特務官。統政庁をはじめ、様々な場所で諜ちよう報ほう活動を行うと聞いている。メイメルをはじめ先せん輩ぱい巫女たちは知っていると言っていたが、自分にとってはこれが初めての対面だ。


「私からすれば、巫女様とこうしてお話しする方が遥はるかに緊きん張ちようしますよ」


「……そうですか？」


「ええ、でも良かった。ユミィ様はほかの巫女様と比べて何だかこう……一般人わたしたち寄りというか、すごく近しい位置にいらっしゃる感じで話しやすいです」


　くすり、と口元に手をあてて揺が微笑。


「それでは本題に──」


「あ……ま、待って！　あの……その……ここでその話は」


　リビングのソファーに腰こしかけた姿勢でユミィはあたりを見回した。


　ここはもう統政庁が管理する浮遊島ラグーン。さらにいえばこのホテルも統政庁の直営。揺の身分もそうだが、天結宮ソフイアに関する話もここではまずいのでは？


「ええとほら、その……盗とう聴ちようとか」


「この部屋における監かん視し機器の有う無むは、今日の朝、私がチェックしておきました。加えて、そうした通信機器の作動を妨ぼう害がいする障害装置も取り付けてありますのでご安心を。……ま、それに時間がかかったせいで今日のお迎えにも遅おくれてしまったわけですが」


　リビングの中央に立って両手を広げる揺。


「本日より六日間、このお部屋が天わ結れ宮わ側れの司令室になるとお考えください。明日から始まる会合に向けた打ち合わせもそうですが、塔の機密に関する話はこの部屋以外でならさぬよう心にお留とどめおきください。もちろん統政庁の機密についてもです」


「……はい」


　眼鏡めがねの奥に覗のぞく鋭えい利りな視線を受けとめ、大きく首しゆ肯こうしてみせる。


「ありがとうございます。とはいえ、そうした話をする機会はあまりないと思いますので、ユミィ様もそこまで肩かたを張らずとも良いと思いますけれど」


　椅い子すに腰かけた揺が、にわかに口調をやわらげた。


「……そうなんですか？」


「会合は様々な思おも惑わくが入りまじると思いますが、そちらの交こう渉しようは総務局長様のお仕事です。ユミィ様のお仕事は交渉でなく、浮遊大陸オービエ・クレアの守護者として堂々とふるまわれること。それが何より統政庁への重圧となりますから」


「ど、堂々と……？」


　後ずさりしたくなる衝しよう動どうをあわてて呑のみこんだ。


「ユミィ様～？」


　つんつんと頰ほおを指先で突つつかれる感かん触しよく。壁に寄りかかっていたはずのイシュタルが、いつの間にかすぐ真横に座っていた。


「ユミィ様ってば、その『巫女らしく』っていうの苦手なんでしょ～？」


「……え……あ、ええと、ちょっとだけ」


　足あし下もとの絨じゆう毯たんを見下ろしながらのボソボソ返事。自分みたいな新米巫女は、朝から晩まで修行してる毎日だ。きらびやかなイメージなんてとんでもない。


「まずは今夜の懇こん親しん会ですね、このホテルのホールを借りきっての夕食会です。それが統政庁の重要役員たちとの初顔合わせとなります」


「……緊張でお腹が痛くなって欠席とか……だめですよね？」


「だめです」


　にっこり笑顔で否定されてしまった。


「ねーねー、揺ちゃん？　今夜の懇親会ってまだ何時間も先じゃない。ユミィ様はそれまで何するの？　予定はー？」


「観光です」


　口を挟はさむイシュタルに、こちらは電子手帳を取りだす秘書官。


「島の中心部をご案内します。統政庁の統治を知るにはそれが一番ですから」


「……視察ですか？」


「その意味合いもありますが、今日は観光のおつもりで平気ですよ。屋や台たいや出店がたくさんある場所をご案内しますので楽しいと思います」


「あ……そうなんです！　楽しいから行っておきなさいってメイメルが」


「メイメル様は、お忍しのびで統政庁にもお越こしになられますからね。その時もたいてい私がお世話をさせていただいています」


　メイメルが？……知らなかった。


　巫女が統政庁を訪れるのは、公式ではこれが初めてと聞いていたけれど。


「じゃあ出発？」


「あ、少々お待ちを。ユミィ様？」


　電子手帳の画面を見つめつつ、揺がこちらの旅りよ行こう鞄かばんを指さした。


「その前に、着き替がえをしていただいてもいいですか？」
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　三○一号室『姫リ百リ合イ』。


　巫女の七○○号室から通路二つと大ホールを挟んだ場所にある部屋だ。来らい賓ひん専用の『星夜見アステリズム』と違ちがい、こちらは一般の宿しゆく泊はく客でも利用できる。


「ふむふむ、三○○号室から四○○号室まではほとんど同じ部屋設計のようですね。わたしたちの部屋も総務局長たちの部屋も同じ構造。これは好こう都つ合ごう、護衛対象の部屋構造がわかっていれば万が一の時にも対応しやすいです」


　ホテルのパンフレットを眺ながめる華宮が満足そうに腕うでぐみ。


「これはモニカの案ですか？」


「無理言って聞いてもらった。わたしたちの部屋は並びでとって欲しいとも言ったけど、それも叶かなってなによりだ……シェルティスとヴァイエルもこっちに来てくれ」


　テーブルにホテルの見取り図を広げるモニカ。赤と青のインクペンを使って、八室分の部屋を綺麗に色分けしていく。


「まずこの三○○号室が総務局長の部屋で、その左ひだり隣どなりがわたしの三○一号室だ。それから事務担当官の部屋、シェルティスの部屋、書記の部屋と順番に並んでいて──」


「てか要は、護衛と護衛対象の部屋が交こう互ごに並んでるってことだろ？」


　面めん倒どうくさげに見取り図を睨にらみつけるヴァイエル。


「護衛も護衛対象も、少しでも不ふ審しんなことがあれば互たがいに連れん絡らくねえ……ま、何もねーとは思うけどな」


「油断は禁物だ。ところで華宮、もう一度確認するけれど」


　やおらモニカが懐かい中ちゆうから何かを取りだした。


「ええ。盗とう聴ちよう機き器きの類たぐいはありませんでした。普ふ通つうに話して平気ですよ」


「わかった」


　手に握にぎったソレがモニカの手から滑すべり落ちる。


　カツッ──テーブルの上を跳はねる透とう明めいな欠片かけら。水すい晶しようのようにも見えるが、欠片の砕くだけ方から判断してもっと別のもの。


『強化ガラスですね。身近なものでは天結宮ソフイアの窓ガラスの材料です。高価ではありますが、実験用の水すい槽そうやフラスコにも一部使われているかと』


　水槽。


　機械水晶イリスの挙あげた単語に、シェルティスは反射的にモニカの顔を見やった。


「モニカ、これって」


「あの島で見つけた水槽の破片だ、先週ようやく天結宮ソフイアの分ぶん析せきチームから答えがきた」


　自分とレオン、そしてモニカの三人で向かった浮遊島ラグーン。そこで見つけた幽ゆう幻げん種しゆの培ばい養よう水槽が割れた時の欠片。


「そしてこっちが前回の、シェルティスと華宮を襲おそったマハという術者の件だな」


　モニカが取りだしたもう一つのガラス結けつ晶しよう。こちらは『黄金』のマハが守っていた幽幻種の水槽から採取した欠片だ。


　テーブルの中央に転がる二つの欠片。まるで鏡で映うつしたように酷こく似じしている。


「分析チームの結果によると、この二つは完全に同じ成分だったそうだ」


「……そっか」


　わずかに奥歯を嚙かみしめてシェルティスは息を吐はいた。


　統政庁のものと思われる幽幻種の水槽と、『黄金』のマハが守っていた幽幻種の水槽が同一。幽幻種の水槽を設置したのが統政庁である場合、マハもまた統政庁の刺し客かくである可能性が高いということになる。


「……この島で襲しゆう撃げきを受けることも覚かく悟ごすべきでしょうか」


「大だい丈じよう夫ぶだよ華宮、あの時は華宮がマハの術式を解かい析せきしてくれたじゃない」


　不安そうに見上げてくる機メ械ツ帽トの少女に、シェルティスは小さく首肯する。


「今回だって何とかなるよ。僕も頑がん張ばるから。ね？」


「そ、そうですよね！……わたしだって支援しますから。そういうわけで、わかりましたかヴァイエル、ちゃんと護衛するんですよ！」


「はぁ？　だから何で俺に振ふるのかね」


「あなたが一番不安だからです。あ、こら、向こう見てないでこっち注目！」


「……いて、いででで！　てめ、人の首むりやり曲げてんじゃねぇよ！」


　喧けん嘩かを始める華宮カグラとヴァイエル。


　それを呆あきれ顔で見守って、モニカがやれやれと天を仰あおいだ。


「……まったく緊きん張ちよう感かんのない。会議の途と中ちゆうだったのに」


　桜色の前まえ髪がみを手で梳すく彼女。そのまま何かを考えているように視線を宙にさまよわせ……結果、先に口を開いたのは機械水晶イリスの方だった。


『そうそう。そういえばアレはどうなったんですか？　飛ひ空くう艇ていでのユミィとの仲直り』


「ま、まてまて。最初から喧嘩なんかしてないぞ!?」


　テーブルをどんと叩たたいて主張する少女。


　とはいうものの、その顔は頰から耳まで綺き麗れいな赤一色だ。


「と、とにかく……公おおやけの場所以外ならお互い昔どおりに接することにした」


「そう。でも良かったよ」


　ここに来る前から、ユミィにあらかじめ話していたことだ。この任務の間はモニカとの時間を大切に、と。


「しかし任務は任務だ、あユのミ子イもそれはわかってるだろうし、この統政庁にいる間は気を引きしめ──」


　椅子から立ちあがろうとした矢先。


　施せ錠じようされていたはずの扉とびらが開き、誰だれかがパタパタと駆かけよってきた。


「は～い！　みんなロビーに集合、いまからみんなで観光だよ！」


「そう。気を引きしめて楽しい観光に……に…………へ？」


「ほらぁモニカさん、早くおいでってば！　早くこないとおいてくよ？」


　扉の前で手招きするイシュタル。


「揺ちゃんが案内してくれるんだって。屋台とか出店とかたくさんあって、美お味いしいもの食べ放題だよ？　大丈夫、お金は天結宮ソフイアの経費から出してもらえるし！」


「……わたしの……わたしたちの部隊の初めての任務が……食べ放題めぐり……」


「ま、まあまあ。錬れん護ご士しがそういうんだし」


　ほろりと涙なみだぐむ部隊長を、とりあえずシェルティスは慰なぐさめることにした。





　　　　２





　統政庁、中央エリア凱がい旋せん門もん。


　大型輸送車に乗っておよそ半時間、陽を浴びて輝かがやく純白の大ゲートが見えてきた。


　目測の高さは四、五メートル。幅はばにいたってはその倍ぐらいだろうか。この大型輸送車はもちろん、大型の装そう甲こう車でも楽に潜くぐれてしまう規模だ。


「着きましたね、それでは皆みなさん車から降りてください」


　真っ先に助手席から降りて大ゲートを指さす揺。


「このゲートから先が中央エリアです。浮遊大陸オービエ・クレアで言うなら居住区にあたる場所で、その中心に機関としての『統政庁』があります。ここらへんはご存じのとおりですね」


「……大きい門。白くて大きくて天結宮ソフイアみたい」


　正面の真白いゲートを見上げるユミィが感かん嘆たんの吐と息いき。


　人前で目立つのを避さけるためだろう。いまの服装は空色のフリルつきブラウス、そして白のマーメイドスカートという一いつ般ぱん的な恰かつ好こうだ。


「凱旋門と呼ばれています。統政庁が浮遊大陸オービエ・クレアからこの浮遊島ラグーンに移った時、友好の証あかしとして天結宮ソフイアから贈おくられたものですね。純白という色も、ユミィ様がおっしゃるように天結宮ソフイアをイメージしているからです」


「そうなんですか？　ご、ごめんなさい……わたしそういう歴史に弱くて」


「いいんです、それでこそ説明の甲か斐いがありますから」


　観光パンフレットらしきものを取りだす揺。何をするかと思えば、彼女はそのパンフレットを丸めて──凱旋門の先から続く道を示してみせた。


「さっそく街巡めぐりに出発です。といっても、この道をまっすぐ歩くだけですけどね」


　徒競走ができてしまうほどの幅をもつ公道。


　路面は光こう沢たくある黒。地面をコーティングする素材も特とく殊しゆらしく、歩いていて地面の硬かたさを感じない。まるでクッションの上を歩いているような感かん触しよくだ。


「ふしぎな素材ですね。揺さん、この地面の舗ほ装そうは何を使ってるのですか？」


「化学繊せん維いを組みこんだアスファルトです。試材として統政庁の開発部が取りいれた素そ子しと聞いてます。歩いた時の衝しよう撃げきを吸収して、子供が転んだ時も軽傷ですむのだとか」


「……興味深いですね。ちょっとデータを取っておきましょう」


　地面にしゃがみこんで舗装路の表面をつつく華宮。


「華宮さん、足下を見つめるのもいいですけれど正面もちゃんと見てくださいね」


　その仕草がおかしかったのだろう。珍めずらしくも、普ふ段だんの営業笑顔とは少し違った自然な笑みで揺が顔をほころばす。


「正面？」


「ええ、この道の両りよう脇わきです」


　蜃しん気き楼ろうすら見えるのではと思えるほど遥はるかに延びた大公道。その道の両脇に屋台と出店の数々がずらりと並ぶ光景は圧巻だ。


　浮遊大陸オービエ・クレアでは見ない食べ物と飲み物を売る屋台はもちろん、花屋や占せん星せい術じゆつ、衣服にアクセサリ、さらにはマッサージの露ろ店てんまで。それぞれ工夫を凝こらした装そう飾しよくで店を彩いろどり、公道をゆく観光客を呼びこんでいる。


「……すごい熱気、浮遊大陸オービエ・クレアでこれほど露店が密集してる場所は見ませんね」


「はい。この浮遊島ラグーンと浮遊大陸オービエ・クレアの違いはその『密度』です。あ、そこのキミ、ミックスジュースを人数分もらえるかしら？　ストローつきでね」


　売り子の少年に向かって、純金硬こう貨かを指先で一枚弾はじいて投げわたす揺。


「この島の面積は浮遊大陸オービエ・クレアの八分の一しかありません。その少ない面積に居住者と旅行者と商人が集まるのだから、そこは自然と密度が高くなります。──はい、ありがとう。お釣つりはお小こ遣づかいにしていいわよ」


　紙コップを抱かかえる少年から飲み物を受けとる秘書官。


「どうぞユミィ様、皆みな様さまも。月見リンゴと青レモンのジュース……気候の関係で、どちらも浮遊大陸オービエ・クレアでは栽さい培ばいしていない果くだ物ものです」


　どれどれ──試し半分にシェルティスが口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、爽さわやかな酸味とほのかな甘味、心地ここちよい香かおりが口の中に広がった。


　……あ、これ美味しい。


　この冷たくも優しい清せい涼りよう感かんは、ほかの飲み物ではちょっと味わえないものだ。


「これ良いですね。甘すぎず刺し激げきも強すぎずです」


「……ふん、悪くはねぇな」


　用心深そうに匂においを確かめていた華宮とヴァイエルも、いざ一口飲んでみると気に入ったらしく二口目を飲んでいる。


「それは良かった。ほかにも美味しい食べ物がたくさんありますので、今夜の晩ばん餐さん会に影えい響きようが出ない程度にお試しください。……ユミィ様に知っていただきたかったのは、実はこのことでした」


「このこと……ですか？」


　ジュースに口をつける手を止めてユミィがきょとんとくり返す。


「この光景、悪くないでしょう？」


　集団の先頭を歩く揺が、小さな仕草で両手を広げてみせた。


　公道いっぱいに広がる露店と雑ざつ踏とう。


　道行く観光客と商人の熱気とにぎわいに溢あふれ、誰もが生き生きと目を輝かせている。その姿は浮遊大陸オービエ・クレアで見られるものと何一つ変わらないものだ。


「統政庁は二つの顔を持っています。天結宮ソフイアと対立する権力機関としての顔、そしてもう一つがこれ。活気ある街並みを保つための統治策を懸けん命めいに模も索さくする統制機関としての顔。どちらも本物で偽いつわりじゃないんです」


「……たしかに、わたしが想像してたのと違ちがいます」


　公道をふり返るユミィが神しん妙みような面おも持もちでうなずいた。


「もちろん統政庁を『良いもの』と判断するのは尚しよう早そうです。でもそれとは別に、こういう一面もあることを知っていただくのも大事なことかと思いまして」


「は、はい。すごく参考になりました！」


「それは良かった。……ジュースも全部飲んでくれたんですね、さっきの子も喜びます」


　うんうんと何度もうなずくユミィ。その手に持っていた空からの紙コップを笑顔で受け取り、揺は公道脇わきの回収ボックスへとそっと投げ入れた。


「ところでユミィ様の護衛の」


「イシュタルさんですか。……あ、あれ？　そういえばさっきから静かで」


　自分の隣となりにいるはずの護衛を探さがして辺りをうかがうユミィ。


『あそこですよユミィ、ほらあの売り子。ジュースを売ってた子と交こう渉しよう中です』


　機械水晶イリスが解説する先で──揺がジュースを買った少年に硬貨を手て渡わたし、かわりに透とう明めいなガラス瓶びん詰づめのジュースを受けとる鎗使いの姿。


「はいお姉ちゃん、さっきのジュースを一リットル瓶で二本！」


「ありがとねボク。うんうん、これでイーシャちゃんのお土産みやげができたできた。双銃士ジンのぶんも買ってやるとしてコレで二本。ばっちりね！　あっ、向こうのドライフラワーもすっごく綺麗!?　あれもイーシャちゃんのお土産に良いかも！」


　ガラス瓶二本を小こ脇わきに抱えてどんどん遠くに行ってしまう。


「……なんだかすっごく楽しんでる気がする」


「ええ、でもそれでいい気もします。ユミィ様も変装してらっしゃるから、イシュタル様にぴったり密着されて護衛されてる方が不自然でしょう？」


　溜ため息いきをつく巫み女こと、苦笑顔で腕うで組ぐみする揺。


「イシュタル様みたいに、ご自分で何か掘ほり出だし物ものを探されては？」


「そ……そうですよね」


　ぎゅっと拳こぶしを握にぎって、ユミィがふり向いた先は自分の先せん輩ぱいである元巫女見習いだ。


「モニカ先輩っ、わたしたちも負けずに行きましょう！」


「ええっ！　わ、わたしがか!?」


「だって昔は、一いつ緒しよにお買い物に連れて行ってくれたじゃないですか」


「そ……そうだけど……ええと」


　もじもじと照れくさそうに視線をさまよわせる部隊長。


「…………まあ、しょうがないな。そういう護衛もかねてなら」


　公道に吹ふきこむ風。きらきらと輝く桜色の髪かみをなびかせて、モニカは後こう輩はいである少女の手を取って歩きだした。


「ただし、わたしから離はなれないこと。イシュタル筆頭も好き勝手してるようだし、わたしがお前のことを守らなくちゃいけないんだから」


「は、はい！」


　手と手をぎゅっと握って並び歩く二人。


　その背中をなるべく近くで、けれど近すぎないくらいの距きよ離りで見守って──


『あ。ねえねえシェルティスぅ、もしかして妬やいてます？』


「そんなことないよ」


『えー、だってユミィの隣がとられちゃったんですよ。本当に？　本当に？』


　……ばか。


　苦笑をこらえて首を横にふった。


「隣ったってモニカは女の子じゃない。しかもユミィの先輩だし、ああして仲良いの見てると僕も嬉うれしいもん」


『……ま、そうしてノンビリしてた方があなたらしいです』


　呆あきれ笑いにも似た機械水晶イリスの溜息。


　と、それから少し離れた場所ではヴァイエルが疲つかれ果てた顔で、


「しかしよぉ延々歩きっぱなしってのもかったりぃな。俺たちゃどこまで行くんだ？」


「もう少しです。目の良い人ならそろそろ見えるはずですよ」


　大公道の延びる方角をうながす揺。


　彼女の視線をまっすぐ辿たどった地平線上に、雄ゆう大だいな雲海を背景にそびえたつ黒い影かげ。


　……あれが。


「あれが統政庁。立法と司法、この世界の政まつりごとを所しよ轄かつする機関であり、皆様が明日あした訪れることになる場所です」


　眼鏡めがねの奥でまなざしを細める揺。


「すでにご承知のことと思いますが、統政庁もかつては浮遊大陸オービエ・クレアに籍せきを置いていました。それがいまから半世紀ほど前、互たがいの権限を争ったあげくに浮遊大陸オービエ・クレアから離れ……それからはこの島で、立法と司法の専門機関として存在しています」


「しかし離れたことで互いに干かん渉しよう材料もなくなった。結果として友好関係も修復しつつあるというのが現在だ。……懐なつかしいな、儂わしがまだ悪ガキだった頃ころの話さ」


　集団の最さい後こう尾び、静かに佇たたずんでいた老人が顔を上げる。その視線をまっすぐ受けとめて、統政庁に籍を置く女性は微笑ほほえんでみせた。


「総務局長様のおっしゃるとおりです。明日からの会合も、これから先に向けて親しん睦ぼくを深めあうためのもの。少なくとも、私個人はそう思っています」


　私個人は。そんな不自然な箇か所しよを強調する彼女。それはつまり、彼女がそう考えていてもそのさらに上──統政庁の中ちゆう枢すうにはそう考えていない者もいるということだろう。


「ええと揺さん、すごく基本的なこと聞いていいですか」


　遥か前方にそびえる建造物を指さして、シェルティスは前を行く女性に声をかけた。


「統政庁って一番上にいるのが執しつ政せい官で、その下が元老院でしたっけ」


「はい。ただし実際に行政部で働く者の感覚として、執政官はあくまで統治の象しよう徴ちようです。実際に政を司つかさどるのは元老院の議員たち。……三人の執政官の方々は最古参の議員、いわば長老役ですね」


　三人の執政官、その下に元老院と呼ばれる議会と議員たち。


　それが統政庁を動かす幹部というわけだ。


「明日からの会合を担当するのは元老院のメンバーですが、今晩の晩餐会には執政官の長老もいらっしゃるはずです。ユミィ様にとっては息の詰つまる夕食でしょうね」


『ふむふむ。まあ夕食時はともかく、いま楽しめてるから良いんじゃないですかぁ？』


　のほほん口調で機械水晶イリスが相あい槌づち。


　集団から離れた場所で──少女二人が露店をまわっているところだった。


「あ、モニカ先輩！　向こうに珍しいアクセサリ屋さん見つけました！」


「まあ待てユミィ、わたしはこっちの織物が気になっているんだ」


「でもでも、こっちのアクセサリは特産品らしいですよ？」


「こっちだって、この島でしか生えない植物の繊せん維いで織られていてだな──」


　真逆の方向を指さしながらも、互いにぎゅっと握った手は離そうとしない。


　まるで仲良し姉妹のような光景だ。


「……本当に仲良かったんですね、モニカと巫女様」


「どっちもガキなんだよガキ」


　感心よりもはや呆れ顔の華宮とヴァイエル。


『ねえシェルティス、もう一度聞きますけど本当に妬いてません？』


「……だからどうしてそうなるのさ」


　苦笑の溜息を隠かくす気にもなれず、シェルティスは再び二人の背中を見守ることにした。
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『星夜見アステリズム』。


　自分の宿しゆく泊はく部屋に戻もどるなり、ユミィはへたへたとソファーに倒たおれこんだ。


「……も、戻りましたぁ」


「お疲れさまでした。晩ばん餐さん会かいはいかがでした？　ホテルの総料理長がこの日のために食材からメニューから全て考えぬいたフルコースと聞いてましたけれど」


　こちらはテーブルで大量の書類に目を通しながら、揺。


　昼間の観光が終わっていよいよ夜の晩餐会。たっぷり三時間はかかるというので、その間の留守番をしてくれていたのが彼女だった。


「……緊きん張ちようで味がわからなくて。イシュタルさんにかわりに食べてもらえば良かった」


「イシュタルは昼間の露ろ店てんでたくさん食べ歩きしましたから」


　にこやかに首をふる本人。


　晩餐会には彼女の席も用意されていたのだけれど、彼女は終始ニコニコと笑むだけで食事に手をつけていなかった。


「それに、万が一にでも晩餐会の食事に何か含ふくまれてたら困りますし。ホテルのコックさんが何か意図しなくても食中毒のことくらいは考えないと」


「ええっ!?　それ早く言ってください！」


「ユミィ様は賓客ゲストですから出されたご飯は食べないとダメですよ？　イシュタルはおまけだし食べなくてもいいんです」


「……ま、まあ」


　それはそうだけど、あらためて言われると気になるじゃないか。


「だからイシュタルは食べなかったんです。先に食べて毒見というのも考えたけど、遅効性の毒だとそれもアテになりません。二人で食べて二人ともダウンしちゃうより、イシュタルさえ元気ならユミィ様も介かい抱ほうできますから。無理やり吐はかせるなりなんなり、そうした処置は得意です」


「……納得」


「ね？　どうせ九く分ぶ九く厘りん平気だとは思いましたけど」


　あっけからんとした口調で続ける彼女。


　……昼間の露店で食べ歩きしてたのも、それが理由なのかな。


　彼女は最初から、晩餐会で夕食をとる気なんかなかったのだろう。


「イシュタルさんは優ゆう秀しゆうな方ですね」


　ぱたんと手帳を閉じて揺が微笑。


「ユミィ様が戻られたことですし、私もそろそろ統政庁に戻ります。明日の九時、またこちらにお迎むかえに上がりますので」


「……十時からでしたよね、会合」


　ふるえそうになる指先を握って拳をつくり、ユミィは大きく息を吐きだした。


　統政庁からは中枢機関である元老院。天結宮ソフイアからは総務局長と担当事務官。政治と交渉の専門家たちの場で、本当に自分が役目を果たせるのだろうか。


　統政庁の所有する『地図にない島』。そこでシェルティスたちが見つけた謎なぞの実験施し設せつと幽ゆう幻げん種しゆの培ばい養よう水すい槽そう────その目的を問とい詰めなくてはいけないのに。


「ユミィ様なら大だい丈じよう夫ぶですよ。それでは」


　しっとりとした口調で応こたえて揺が会え釈しやく。ゆったりとした歩調で部屋の扉とびらを出ていく彼女の背中を見送って。


「ユミィ様ってば今晩寝ねられそうにないですねー？　心臓バクバク？」


　しゅるり、と鎗やりに巻いた布を外すイシュタル。


「……メイメルにも言われました」


「あはは、これがイーシャちゃんなら『だいじょうぶよー』ってぎゅっと抱だきしめてあげるんですけどね。巫み女こ様にそれする気はないかなぁ」


　天てん井じようの明かりの下、金属鎗がきらきらと光を反射する。真しん珠じゆ色の金属──護士が使う武器ではあまり見ることのない珍めずらしい素材だ。


「あの……イシュタルさん」


「なんですかぁ？　巫女様が興味あることってなんだろー？」


　椅い子すに腰こしかけたまま鎗を水平に構える錬護士筆頭。そんな彼女のことで、出会った時から気になって仕方ないことがある。


「あ、いや、妹さんのこと本当に大好きなんだなって」


「イーシャですかぁ？　はい、なにしろイシュタルのたった一人の家族ですから」


「他のご家族は」


「いませんよー。イシュタルとイーシャは昔から二人きりです」


　親も親しん戚せきもいない二人だけの家族。


「ご、ごめんなさい……」


「ユミィ様が謝ることじゃないですよ？　それにほら、写真も持ってるし」


　胸ポケットからひらひらと一枚の写真を取りだす彼女。


　とうに色いろ褪あせた──金きん髪ぱつの姉妹を写した写真。


　姉の方は十を過ぎたくらいで明るく快活な雰ふん囲い気きだ。妹の方はまだ四、五歳だろう。こちらは姉と比べて線も細いし表情も暗い、気弱そうな印象を受ける。


「もう十年くらい前の写真ですー、こっちの小さい女の子がイーシャちゃん」


「……もしかして、ずっと持ってるんですか」


「もっちろん！　肌はだ身み離はなさずってやつです！」


　くしゃくしゃの写真を愛いとしそうに見つめる彼女。


「昔のイーシャちゃんは病弱ですぐ熱を出す子だったんですよ？　それにとっても甘あまえん坊ぼうさんで、イーシャちゃんの薬をもらいにイシュタルが外に出ると『お姉ちゃんがいないと寂さびしいの！』って泣きだしちゃって」


「……なんだかちょっと意外です」





〝イーシャと申します。どうぞお見知りおきを〟





　イーシャという正護士に対するユミィの印象は、むしろ真逆のものだ。


　十代半ばにして正護士になった前ぜん途と有望な沁しん力りよく術士。礼れい儀ぎ正ただしく落ちついていて、護士としての責務もわきまえていた。


「でもいまはすっごく立派になられてるし、お姉さんとしても心強いんじゃ？」


「んーそれは……まあ……どうかなあ」


　おや意外。てっきりすぐさま同意が返ってくると思いきや、彼女は槍を胸に抱かかえた恰かつ好こうで黙だまりこんでしまった。


「ま、それはそれです。よし、気を取りなおしてもう一度！」


　椅子に腰かけた姿勢で鎗を水平に構える彼女。


　何かするかと思えばじっと槍を構えたまま虚こ空くうを見つめるだけ。武芸に関してまるで素人しろうとであるユミィからすれば、それが訓練なのかどうかも不明な仕草だ。


「あ、あの。それは」


「これ？　ただ鎗の感覚を調整しているだけですよー、ほらここ。メイメル様に頼たのんで新しい沁力刻印を追加してもらったので、鎗の重さが変わっちゃったんです」


　真珠色の柄えに刻まれた蒼色の螺ら旋せん模様。


　幽幻種の魔ま笛てきを防ぎ、その身体からだの中心部にある核かく晶しようを破は壊かいするための刻印儀ぎ礼れいだ。


「……そんなに変わるんですか」


「んーとぉ、百分の四十七グラムくらいかな？」


　イシュタルの返事の意味が、ユミィには一いつ瞬しゆんまるで理解できなかった。


　……〇・四七グラム？


　一グラムの半分にも満たない質量の変化。わずかな土つち埃ぼこりの付着にも満たない質量だ。むしろ重量の変化ではなく単なる誤差ですむ……いいえ、そもそもそんな極小差さ違いに気づくことなんて本当に可能なのか？





「大いなる畏い敬けいと尊厳を以もつて我が名を刻む。それが私の選んだ道なんだよ、巫女様？」





　刹せつ那な。


　彼女の朱しゆ唇しんが何かを呟つぶやいた…………気がした。


「あれ？　どーかしましたかぁユミィ様」


「え……あ、ええと」


　胸に手をあてて何度も目を瞬まばたきさせて、ユミィはイシュタルをじっと見やった。


「い、いま何か仰おつしやいましたよね？　ごめんなさい、あんまり小声で早くて……」


「ううんー、イシュタル何も言ってませんよー」


　あ、あれ。何も言ってない？


　そんなはずは……たしかに何か言われたと思ったのに。それに、なんだか一瞬目の前の彼女が別人のように見えたけれど……それも錯さつ覚かくだった？


「そんなことよりユミィ様、いいんですかぁ？」


「え？」


「ほら、モニカさんや華宮さんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入るんだって約束してたじゃないですか。晩餐会から戻ってきたら連れん絡らくするって」


「あ……あぁぁぁぁぁぁ、わ、忘れてたぁぁっっ!?」


　ホテルが貸しきりということは大浴場も貸しきりということだ。


　巫女も護士も関係なく、女性だけでゆっくり温あたたまりながらお話でも──そんな約束も、晩餐会が終わった安心感ですっかり頭から飛んでしまってた。


「ま、まだ平気かな。みんな待っててくれてるかな……」


「迷ってる時間があったら走った走った」


「は、はいぃぃ！」


　着き替がえ一式を抱えてユミィは部屋から飛びだした。





「あらあら、慌あわてちゃって」


　弾だん丸がんのように部屋を出て行く巫女を見守って、イシュタルはふっと口元をやわらげた。


「……さてと、会合は明日あしたからですねーっと。うまくいけば万ばん々ばん歳ざい、言うことなし。でもそうでなければ────」


　真珠色の鎗を水平に構えた姿勢で、すぅっと椅子から立ち上がる。


「力ちから業わざで攻せめこむのとかってアリかな？」
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　ホテル三○三号室『紫苑アスター』。


『ねぇねぇシェルティスー、私も大浴場に連れて行ってくださいよー？　ユミィもモニカも華宮も行ってるのに、女の子で私だけ仲間外はずれなんて寂しいです』


「…………」


　読みかけのパンフレットをぱたんと閉じて。


　シェルティスは、机き上じようにころんと転がる機械水晶イリスをじっと見下ろした。


「水気にさらすと故障するっていつも言ってるのはイリスじゃない」


『いいんです、湯船じゃなくてサウナにいますもん』


「でも残念。僕たちはモニカがいない間の見張りなのでした」


　大浴場の入口にイシュタルが待機。


　その間、無人となった『星夜見アステリズム』の部屋前をヴァイエルが見張り、いま部屋に残った自分が総務局長たち四人ぶんの護衛を引きうけているのだ。


『あーあ、いまごろユミィたち楽しく遊んでるんですよぉ。『す、すごい。モニカ先せん輩ぱいってば三年前よりさらにウェストが引きしまって。ちょっと触さわっていいですか』、『や、やめろくすぐったい！　ユミィこそ前よりずっと──』。ほら、想像するだけで楽しそう』


「……コメントしづらいなあ」


　女の子同士、とりわけお風呂の中での会話なんて想像もできない。


「そんな会話ホントにあるの？」


『もちろん、間ま違ちがいありません。私の前所有者がしきりに言ってましたよ。喧けん嘩かと肉体美スタイルなら人類最強と豪ごう語ごする自信家で、一緒にお風呂に入った友人のそれと比べてからかうのが日常でした』


「……なにその嫌いやな人」


　いったい誰だれ────そこまで口にしかけ、ふと思いついた疑問に首をかしげた。


「前所有者？」


『あ、そういえば忘れてました。あなたの前にも私が支し援えんしていた女性がいたんです』


　初耳だ。自分より前に機械水晶イリスの所有者がいたなんて……いや、考えてみればそうであったって何も不自然ではないだろう。だけどそれを機械水晶イリスから教えてくれたことはなかったから、なおさら気になる。


『その人、自分のことを他人に語られるのが嫌きらいなんですよ。『わたしのことは言うな』と口止めされていました。十年くらい前だし時効かな？』


「それひょっとして皇おう姫ひ？　僕が機械水晶イリスを受けとったのって錬護士になった時だし、その時は皇姫からもらったよね」


『いえ、皇姫は私を前所有者から預かっていただけです。前所有者というのは別の人で、まあ皇姫の知人というか。話すと長くなりますけど、いま聞きたいですか？』


「……ん、じゃあ後で聞く」


　閉じたパンフレットを再び手に取って、開いたページの一行一行を精読していく。機械水晶イリスの話も気になるけれど、いまは先に覚えておきたいことがある。


『統政庁のフロアマップですか』


「うん、緊きん急きゆう避ひ難なん路ろとか隔かく壁へきとかシェルターとか。あとは、なるべく広い間取りの部屋も階層ごとに一つか二つは頭に入れておかないと」


　もちろん機械水晶イリスには事前に情報をインプット済み。しかし本当に急を要する場合は誰かに聞く余よ裕ゆうもない、自分で場所を押さえておかないと対応できない。


『熱心ですね。昼間あなたが言っていた件ですか』


　昼間の大公道。


　揺の案内を受けて観光をしている間中、ずっとつきまとって離はなれなかった違い和わ感かん。まるで取とり憑ついたように自分たちを監かん視しし続けていた────視線。


　はるか遠くからのものだから何者かもわからないが、好意的なものではなかった。


　……やっぱりここには何かがある。


　その証しよう拠こに、イシュタルも警戒を緩ゆるめるそぶりがない。昼間もそうだ、好き勝手に屋や台たいの店を巡めぐるそぶりを見せながら、常にユミィと一定の距きよ離りを保っていた。


『敵てき陣じんの中央に迷いこんだかのようですね～。四方八方が敵？』


「……どうだろうね」
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　時同じくして。


　舞ぶ台たいは浮遊大陸オービエ・クレア、居住区の喫茶店カフエテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』に移る。





　店の奥に設置された小さな浴室で。


「くしゅ、くちんっ！」


　可愛らしい声で幼女がくしゃみ。


「あー、湯冷めしちゃった？　ほらユト、さっさと頭の泡あわ落として入りなさい」


「……ユト、誰かに噂うわさされてる気がする」


　黒くろ髪かみの毛先にシャンプーの泡を残したユトが鼻をぐずらせる。


　そんな愛らしい姿にこっそり苦笑して、オレンジ色の髪の少女──エリエは、湯船の中で小さく肩かたをゆらした。


「ん？　あぁ噂されてるからくしゃみ？　そういや昔から言うね。アレはどうしてなんだろ……ま、いいか。とにかく入っといで。本当に湯冷めしちゃうよ」


　ちゃぷん。


　乳白色の湯面から肩を出しておいでおいでと手招き。


「はーい！」


　タイルの上をちょこちょこと歩き、ぴょんと湯船に向かってユトがジャンプ。普ふ通つうなら足を滑すべらせかねない行こう為いだけれど、この幼女は妙みようなところで反射神経が良いのだ。


「およ、まだシャンプーの泡が残ってる」


「あわ？」
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「まーいっか、気にしない気にしない、湯冷めして風か邪ぜ引くよりいいもんね」


　両手で湯船の湯をすくい、それをユトの頭にかけて泡を落としてやる。


「……それにしてもシェルティスは統政庁か。いいなぁ、あたしもまだ行ったことないから行ってみたいのに」


「トーセイチョー？」


「そうそう。いつか飛ひ空くう艇ていでも作って行ってみたいね。あたしとユトとシェルティスと、あと紗砂シヤサちゃんも誘さそってあげないと……あーしかし暇ひまだなぁ」


　両手でお湯をすくい、眠ねむ気け覚ざましにとパシャンと顔に叩たたきつける。


　……シェルティスも統政庁に行ったばっかでしばらく帰ってこないし。


　……紗砂ちゃんも塔とうの仕事で忙いそがしいらしいしなぁ。





〝紗砂・エンデンス・凜リン・ケールと申します〟





　天結宮ソフイアで知りあった古風な名前の女の子だ。ユミィやモニカはシェルティスを介かいして知りあったけれど、紗砂という少女だけはエリエが自分で見つけた友人である。


「今度はユトも一緒に会えるといいねー。ねえユト？……ユト？」


　あれれ返事がない？


　と思って胸元を見てみれば、かわりに聞こえてくるのは小さな寝ね息いき。自分の胸元に抱だきついた恰かつ好こうで、湯船の中で微睡まどろむ幼女の姿があった。


「あは、もう夜遅おそいから仕方ないか」


　その頭をそっとなでてやり、湯気の満ちる天てん井じようをぼんやりと見上げる。


　……そういえば。


　……初めて紗砂と会ったのも、お風ふ呂ろ場ばだったなあ。


　あれは二週間ほど前のこと。


　機械水晶イリスに自分の点検を頼たのまれた時だ。ちょうど天結宮ソフイアでは、『黄金』のマハと名乗る術者によって護士候補生の部隊が壊かい滅めつさせられたという事件が起きた頃ころ。これは後に、ほかならぬシェルティスと華宮が解決したという話も聞いた。


「ユミィもモニカも華宮もみんな統政庁だもん。せっかく紗砂ちゃんのこと紹しよう介かいしたいのに……あーもう、シェルティスのばか。早く帰ってこないとあたしが暇じゃん！」


　ぶくぶくと湯面に口元までを沈しずめてみる。


　浮うかんでは消える気き泡ほうを見守りつつ、エリエは統政庁にいる友人の顔を思い浮かべては溜ため息いきをついていた。




　第三章　『まじわりの時』
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　統政庁。


　人が居住できる浮遊島ラグーンでもっとも巨きよ大だいな島を統治する一大機関である。投票で選ばれた議員によって構成され、世界の司法と立法を所しよ轄かつする権限を有している。


「……しっかし無む駄だに広いなおい」


　統政庁の庁舎に一歩足を踏ふみ入れて、ヴァイエルが呆あきれた面おも持もちでふり返った。


　地上三階、地下一階の四階構造。


　地上二百九十一階という天結宮ソフイアからすれば低く感じるが、そのぶん横に広いのが統政庁の特とく徴ちようだ。このロビーだけでも向こうが霞かすんで見える。


「建物の内部形状も変わってますよ。まるで蟻ありの巣です」


　ロビーに掲けい示じされた電光画面を見つめるのは華宮カグラ。


　彼女が表示させているのは庁舎一階のフロアマップだが、まるで迷路のように通路と通路が複雑に交差しては分ぶん岐きし、また交差して続いている。入り組んだ通路の途と中ちゆうにも大小様々な部屋がランダムに配置されているせいで、目的地がどこにあるか見つけるだけでも一苦労だ。


「……おいおい誰だよ、ここを迷路にしようって物好きは」


「統政庁の建設部ですよ。その道の権けん威いが設計に四年を費やした力作です。ただ、迷路というのは私も否定できませんが」


　ヴァイエルが溜息をつく横で、揺ユラギが苦笑で返事する。


「これだけ複雑なフロア構造なら幽ゆう幻げん種しゆだって迷子になるでしょう？　このフロア構造のおかげで、幽幻種に侵しん入にゆうされてもわたしたちは無事に避ひ難なんできるというわけです」


「……この浮遊島ラグーンにも幽幻種が出るのですか？」


　憂うれいを帯びた瞳ひとみでユミィがふりかえる。


　聞かなかったことにはできない。幽幻種の侵入を許した──結界を司つかさどる巫み女こにとって、それは自分たちの失態にも等しい事実なのだから。


「いえ、もしもの話です。この浮遊島ラグーンは浮遊大陸オービエ・クレアとも離れていますから、幽幻種のはぐれ個体にも見つかりづらいようですね」


「そ、そうですか……良かった」


　心の底から安あん堵どした表情でユミィが目を伏ふせる。


「ご安心ください。我々も日々、幽幻種の対策は怠おこたっていませんよ。……というより、それこそが今日の議題なわけですから」


　コツッ。


　眼鏡めがねの奥でまなざしを針のように細める揺が、先の十字路で足を止めた。


「この先が会議室となります。会議に参加されるユミィ様と総務局長様はまっすぐ進んでください。私とイシュタル様は一いつ緒しよに右の待機室へ、モニカ様たちは左に休きゆう憩けい室がございますのでそちらに」


「はーい、じゃあねユミィ様。交こう渉しようの基本はリラックスですよー、リラックス」


　通路に響ひびく陽気な声で、イシュタル。


「は、はい。頑がん張ばってきます！」


　胸に手をあてて深呼吸。それからこくんと息を呑のみこんで、ユミィは自分に言い聞かせるようにうなずいた。幼おさななじみの少女ではなく、浮遊大陸オービエ・クレアを支える巫女としての威い厳げんをその身に負って。


　──頑張って。


　小さく首しゆ肯こうして、シェルティスはその背中をじっと見守った。





　　　　２





「ええと、統政庁一階の……ここが第二棟とうだよね。それがまた細かくわかれてて、この休憩室が60区画？」


『61区画ですね。電子マップだとフリールームとして登録されてますから、今回の会議用に休憩室として内装を変へん更こうしたのだと思います』


「あ、そうそう。61区画だった……でもコレ本当に迷路だね」


　フロアマップで現在地を赤ペンで囲み、シェルティスは地図と睨にらみあったままソファーに寄りかかった。


『覚えきれないぶんは私がフォローしますよ？』


「……会議室の場所だけは覚えたから、あとお願い」


　この休憩室を出て十字路を左に折れればすぐ会議室だ。異変が発生しても三十秒あればユミィのところまで駆かけつけられる。


「しかしこの部屋、ちょっと困りましたね」


　弾だん力りよくあるソファーに身体からだを沈める華宮。


　氷の浮かぶコップに口をつけつつ、彼女が指さすのは部屋の四よ隅すみだった。


「ほらこの部屋、フリールームだけあって防音加工です。外からの音が聞こえないし、何か起きてもわかりづらいと思いません？　会議室の様子をモニターした映像機なんてものもないようですし。つまるところ我らが隊長頼だのみというわけですか」


「……プレッシャーかけないでくれ。久しぶりだから緊きん張ちようしてるんだ」


　部屋の隅すみ、堅かたい木製椅い子すに腰こしかけるモニカが苦笑気味にうなずいた。


　目をつむって手と手を合わせ、じっと堪たえしのぶように動かない彼女。その身体を見れば、淡あわい碧みどり色の光がうっすらと覆おおっているのが子供でもわかるだろう。


『あーなるほど。透とう視しと念話ですね』


　どちらも人に超ちよう知覚をもたらす領域系の術式だ。


　遠方の状じよう況きようを脳のう裏りに写像として焼きつける『透視』、そして遠方の術者との会話を可能にする『念話』。巫女見習いであったモニカだから扱あつかえる術式である。


「会議室を透視で盗とう撮さつして、会議室の中の巫女サマと念話でお喋しやべりってか？」


「それができれば苦労はしないさ。……天結宮ソフイアと同じ仕組みで保護されてるからな」


　反結界。


　特定のエリアに結界を張ることで、それ以外の沁しん力りよく術式を妨さまたげる技法だ。


　第三者による透視や念話から重要機密を守るため、天結宮ソフイアも塔とうの地上階から頂上まで、強力な大規模結界が巫女メイメルによって張られているという。


「……透視は無理だな。念話も、わたしから送ろうとしても反結界で弾はじかれる」


　唇くちびるだけを動かしてモニカが続ける。


「んじゃ意味ねぇのか？」


「いや、ついさっきユミィが反結界を突とつ破ぱした……沁力量にものを言わせて強制突破とは、あの子の術式の荒あらさは直ってないな」


　ヴァイエルの呟つぶやきに首をふる部隊長。


「つまりわたしから返事できなくても、ユミィの報告だけは聞こえてる状況だ」


『興味ありますね。なにか重要な情報は？』


「進展なし。『……話がねじれて進みそうにないです』だそうだ」


「だろうね」


　モニカの溜息にあわせ、シェルティスはソファーから身を起こした。


　……統政庁が簡単にボロを出すわけないか。


　領域図に掲けい載さいされていない浮遊島ラグーン、そこで培ばい養ようされていた幽幻種。素直に聞いて答えが返ってくるわけもない。


「……じっとしてるだけのユミィは大変だろうけど」


　苦笑混じりの独白がひっそりと虚こ空くうに溶とけて消えていく。沈ちん黙もくの帳とばりが降りるのを見計らい、シェルティスは部屋の扉とびらにつま先を向けた。


「モニカ、ちょっと外の空気吸ってくる」


「あまり遠くに行くなよ」


「すぐ戻もどるって」


　かるく手を振ふって返事して、通路に足を踏みだした。


「お、ほら。やっぱこっちの方が涼すずしいよ」


　見上げるほど巨大な円柱に身体ごとよりかかる。


　……火ほ照てった身体の熱が、冷たい石の柱に奪うばわれて霧む散さんしていく感覚。


「それに──」


『それに？』


「ここの方がわかりやすい」


　円柱に背を預けたまま視線はまっすぐ十字路の方角へ。──否。十字路のその先にある数多あまたの分岐路を隔へだてた先。この建物のさらなる奥へ。


　──いる。


　この建造物に入った時から感じていた視線。いや、違い和わ感かんと呼んだ方がいいだろう。


　害がい獣じゆうでも幽幻種でもない『何か』の気配。


『私の簡単な探査だと、半径千メートル以内にそれらしいアタリは無いようですが？』


「いるよ。多分……ううん、絶対」


　これと似た感覚をずっと昔に経験したことがある。


　あれはもう十年近く前──ユミィと共に天結宮ソフイアに入にゆう宮きゆうしてしばらく経たった後、塔の上階で偶ぐう然ぜんに当時の千せん年ねん獅しとすれ違ちがった時のことだ。


　そこに「いる」だけで伝わってくる圧力。肌はだがビリビリと痛むほど圧あつ倒とう的てきな存在感。


　あの時の感覚と酷こく似じしている。


「近くにはいないみたいだけどさ」


　この巨大な建造物のどこかに、そう感じさせる何者かがいる。


「統政庁ってさ、強力な戦せん闘とう部隊とか養成してるって話あったっけ」


『ん～どうでしょう、受付のお姉さんに聞いてみます？』


「……真ま面じ目めに答えてってば」


　のんきな返事の機械水晶イリスを指先で弾き、シェルティスはその場にしばし佇たたずんでいた。
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　カチッ、カチリ……


　電子画面に表示された時計の秒針が、ゆっくりゆっくりと時を刻んでいく。


　……会議が始まってから三時間。


　……一日目の前半戦が終しゆう了りようというところかしら。


　しんと静まりかえる待機室。びっしりと書きこんだ手帳のメモと睨みあうことに疲つかれを覚え、揺は肺の呼気をふっと吐はきだした。


　……覚かく悟ごしていたけれど、こうも時間の流れが緩ゆるやかだときついなあ。


　……もう何週間まともに寝ねてないんだっけ。


　頭の中が真っ白になるくらい眠ねむ気けがひどい。


　統政庁の中ちゆう枢すう機関に身を置いた諜ちよう報ほう活動──早朝から深夜まで統政庁の上級事務官として仕事に従事するのだから、天結宮ソフイアへの報告に費やす時間は当然のごとく睡すい眠みん時間を削けずって作るしかない。


　とりわけ今回は巫み女こが来るということもあり、ここ数日はスケジュール設定や打ち合わせに忙ぼう殺さつされてしまっていた。


「────」


　ポケットに忍しのばせた覚醒剤カフエインを数錠じよう、無理やり口の中に放りこんでかみ砕くだく。


　長期間かつ大量に摂せつ取しゆしすぎているせいで効きき目も薄うすれてしまったが、これはもう一種の精神安定剤ざいのようなものだ。


　……でも意外。


　……てっきり暇ひまだからって話しかけてくるかと思ったのに。


　自分のテーブルを隔てて正面に座る相方。座したままじっと地面を見つめて動かない。


　錬れん護ご士しイシュタル。


　巫女の護衛である彼女が、揺にはいまひとつ得体の知れないままだった。


　大人びた風ふう貌ぼうと対照的にひどく幼い言動。それだけなら幼よう稚ちな大人とも解かい釈しやくできるのだが、その戦闘技量は千年獅に並ぶとも言われているから判断に困る。


「あの、イシュタルさん？」


「…………」


「……イシュタルさん？」


「ふぁ？　ああ、はいはい。ごめんなさい、ちょっと考え事してました」


　恥はずかしそうに頭を搔かく彼女。


「会合のことですか？」


「えへへ。まあそれはさておきですねー、ちょうどよかったです。イシュタルもちょっと聞きたいことがありました」


「伺うかがいますが」


「えっとですね、聞きたいことは二つです」


　突つきだした手の平で、人さし指と中指をピンと立ててみせる。





「一つ。統政庁で、千年獅に匹ひつ敵てきする強力な戦闘者は存在しますか？」


「一つ。会議の話題にある浮遊島ラグーンの件で、無理やり証しよう拠こを押さえにいくなら統政庁のどこに侵しん入にゆうすればいいですか？」





「…………」


　ごくりと、無意識の内に喉のどが息を呑のんでいた。


「ねね、どうですかぁ？」


「……その前に、私からも一つだけ伺います」


　あくまで軽い口調の錬護士を、正面からひたりと睨みつけた。


「一つ目はともかくとして、二つ目はどういう意味でしょう」


「そのままの意味ですよぉ？　深い意味はないです」


　にこにこと、まるで子供のような笑顔のイシュタル。


「で、どうですか」


「……あいにく存じません。たとえ知っていたとしても、統政庁の機関に属する者としては答えることはできません」


　いくぶん声こわ音ねを落として首をふった。


　──統政庁の事務官としては答えられない。


　──けれど天結宮ソフイアの諜報員としてなら答えられるものがある。


　この部屋だってどこに監かん視しカメラの類たぐいがついているかわからない。この場で答えられるのはこれが限界だ。あとは、いまの含ふくみが伝わるかどうか。


「…………」


　時間にして数呼吸にも満たない沈黙。そして。


「……そだね。じゃあ気が変わったら教えてよ」


「そういうわけにもいきません」


　くすっ。一いつ瞬しゆんだけ口元をほころばせる錬護士に、揺も商売用の笑顔で返した。


　それきり、互たがいに無言で離はなれた席に腰かける。


　目を合わせることもなく、過ぎていく時間に身を任まかせるまま。


　──この続きは会議の後。


　揺の含ませた意図に気づいたイシュタルが提案し、それを揺が了りよう承しようしたのだ。


「さて、と……」


　スケジュールを確認するように手帳を開く。しかし揺の思考はまったく別、イシュタルの求める『密談』に向けて高速に回転を始めていた。


　──いまの問い、イシュタル様はどこまで本気なのかしら？


　冷たい汗あせが頰ほおを伝っていく。


　……本気で実行を考えているの？


　統政庁の中枢、それも最重要機密が眠ねむる『あの場所』への単独侵入。


　そしてそこに待ち受ける防衛システムの突破。


　……まさか、さっきの考え事というのは。


　……今日ずっとそれだけを考えていたというの？


「さて、これでどうなるか」


　椅い子すに座った姿勢で、イシュタルがそう呟くのがたしかに聞こえた。





　　　　３





　ホテル、三○三号室『紫苑アスター』。


　日光色の照明がほんのりと照らすリビングに、甲かん高だかい笛さながらの風切り音が絶たえることなく響ひびきわたる。


「──はっ！」


　深ふか紫むらさき色に輝かがやく双そう剣けんを逆さか手てに握にぎる。


　絨じゆう毯たんの中央に直立した姿勢で、シェルティスは刀身を振ふりぬいた。


　肩かたから肘ひじへ。


　肘から手首へ。


　手首から指先へ。


　腕うでにこめる力は最小限、上半身を鞭むちのようにしならせた反動で剣を薙なぐ。輝く刀身が大気を切断し、虚こ空くうに真空という名の亀き裂れつが生じる。


　薙ぎ、払はらい、突き、回し……再び薙ぐ。


　同手順のくり返し。最初は蝶ちようが剣けん先さきに留とまるほど緩ゆるやかに、それから徐じよ々じよに速度を上げ、極限まで研とぎ澄すまされた『舞まい』が人の可視速度をも超ちよう越えつし────


『はいストップ』


　振り上げた剣先がぴたりと止まった。それも機械水晶イリスの声と同時か、それより一瞬早く。


「……誰だれ？」


　部屋の外に感じる気配。


　それからしばしの間を隔へだて──リン、という扉とびらの呼よび鈴りんが鳴りひびいた。


「シェルティス、少しいいか」


　扉から顔を覗のぞかせる桜色の髪かみの少女。


「モニカ？　僕はかまわないけど……あれ」


　双剣をベルトのホルダーに収め、間近に歩みよる彼女の横顔をじっと眺ながめる。


「な、なんだ？」


「変なこと聞いちゃうかもしれないけど、ええと、もうお風ふ呂ろ終わったの？」


　統政庁との会合がつい先ほど終わったばかり。昨日に続き、今日もユミィや華宮と一いつ緒しよに大浴場で待ち合わせ──そんな話を耳にしていたけれど。


「さっきお風呂に行ったばっかりじゃん。ゆっくり入ってればいいのにって思って」


　大浴場に向かったにしては戻もどりが早すぎる。見たところモニカの髪も濡ぬれた形けい跡せきがないし、湯に浸つかって温まってきたという感じでもない。


「ああ、実はわたしもその件だ」


「ん？」


「大浴場で待ち合わせの件はそのとおりだったんだが、わたしと華宮でいくら待ってもユミィが来ないから……あの子の部屋に行ったら……イシュタル筆頭と何か話してる雰ふん囲い気きで。声もかけづらいから戻ってきたところだったんだ」


　巫女と、その専属護衛パートナーである錬護士筆頭。


　普ふ段だんなら会話くらいあたりまえのことだけれど、気になるのは──


「それ真しん剣けんな感じ？」


「イシュタル筆頭は普段のままだ。ただ、あの子の表情がちょっと……思いつめた感じだったのが気になって。それと秘書官もだな、彼女も真剣だったと思う」


　……イシュタルは変わらず。


　……でも秘書官が真剣で、ユミィが思いつめた表情？


『失礼。話を急せくようですが、それでどうしてシェルティスのところまで？』


「イシュタル筆頭が気になることを言っていたからだ。わたしと華宮が部屋に戻ろうとするのを止めるなり、『明日あしたの夜に突とつ然ぜんイシュタルが命令しちゃうかもだから、覚かく悟ごしておいてね』と言ってきて」


「……明日？　明日って特になにもないはずだけど」


　特別な行事があるという話は揺からも聞いてない。強しいていえば四日間の会合のうちの二日目が予定されているくらいのものだ。


　──覚悟しろ、ってのも気になるし。


「わたしも考えてはみたんだが思いつかなくて。冗談とも思えないから、話の内容をそのまま伝えにきた。ヴァイエルにも華宮が伝えてる頃ころだと思う」


「……そか。うん、了りよう解かい」


　煮にえきらない表情のモニカの前、あえて大きくうなずいてみせた。


「覚悟しとけって言われたからには覚悟しておくよ。何もなければそれでいいし、本当に無理難題を押しつけられても心の準備はできるしね」


「ああ、すまないがそうしてくれ。じゃあ、わたしも部屋に戻るから」


　くるりと背を向けて歩きだそうとして。


「…………」


　三歩も進まぬうちに静止する彼女。


「どうしたの？」


「あ……い、いや……その、大したことではないんだが……昨日、ユミィたちと一緒に大浴場に行ったとき……気になったことが──」


　もじもじと手を合わせつつ、顔を真っ赤にして少女がぼそぼそと。


「あ、あの。男性から見てだ、わたしみたいな瘦やせすぎな女は……魅み力りよくに欠けるのかな」


「……へ？」


「い、いや！　一いつ般ぱん論だぞ！　一般的な常識として知っておきたくて……たとえばイシュタル筆頭や巫み女このメイメル様は細身だけど女性らしさは十分あるなと思って……わたしがどうだというのは一種の例たとえであって、そこは間ま違ちがえないようにだな──」


　焦あせって口早に答える彼女をぼんやり眺めて。


「うんとさ、僕はモニカのことそう思ったことないよ？」


「そ、そう思ったことがない……とは!?」


「だから、魅力に欠けるとか女性らしさが足りないとか。そういうの。あんまりそういう目で誰かのこと見たことないから自信ないけど」


「そ、そうか？……それは一般論じゃなく、お前の感想だと思ってかまわないか？」


「うん。あんま参考にならなくて悪いけど」


「い、いや！　むしろそっちが気になってたから好こう都つ合ごう──」


　握り拳こぶしを固めた姿勢で、はたとモニカが凍こおりつく。


「好都合？」


「──こほん」


　妙みように白々しい真顔で部隊長が咳せき払ばらい。


「邪じや魔まをしたな、明日も早いから今日は早く寝ねるように。それじゃあ」


「え……あ、そ、そうだね」


　そそくさと扉を開けて通路に姿を消してしまう彼女。


　ややあって、扉を隔てた通路から「……う、うんうん！　よかった！」という独り言が聞こえたような気もしたけれど。


『シェルティス、いまのは乙女おとめの心の叫さけびです。聞かなかったことにしてください』


「いまのって？」


『はいはい、この話はもう終わり！　ほら訓練の再開ですよ、剣を握って！』


「……う、うん」


　なぜか強い口調の機械水晶イリスに諭さとされ、シェルティスは双剣を再び握りしめた。
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　七○○号室『星夜見アステリズム』。


　陽光を模もした照明が燦さん々さんと輝く下で、巨きよ大だいなテーブルを囲む三人の女性。誰もが口を閉じて言葉を発そうとせず、その表情はどれもまるで対照的だった。


　両手で頰ほお杖づえをつきながら微笑ほほえむ錬れん護ご士し。


　ほぼ無表情、手元の手帳をじっと見下ろす眼鏡めがね姿の秘書官。


　そんな二人に囲まれた中央の巫女──ユミィは、唇くちびるを嚙かみしめてイシュタルを睨にらみつけていた。


「……もう一度、最初から説明してもらえますか」


「いいですよー、さっきはイシュタルも少し早口でしたから」


　にこにこと笑みを深める錬護士。


「さっきユミィ様もおっしゃったように、今回の会合って、互たがいの話に明らかな食くい違ちがいがあるんです。まず天結宮ソフイアが提示した要求は、『領空図に載のっていない浮遊島ラグーンに、用よう途と不明の研究所があったことの説明を求める』でしたよね？　これはどうでした？」


「……さっき話したとおりです」


　研究所の存在は統政庁も否定しなかった。


　ただしその主張は、それが浮遊島ラグーンの地質研究所に過ぎないこと。とうに廃はい棄きして使われていないということだった。廃棄した研究所については領空図に載せる義務がないから記き載さいからも外はずしていると。


　──幽ゆう幻げん種しゆの培ばい養よう水すい槽そうは知らないの一点張り。


「そうでしたねー。それで統政庁の要求は何でしたっけ……ええと」


「その浮遊島ラグーンに天結宮ソフイアの飛ひ空くう艇ていが不時着したこと。そしてここ最近、統政庁の浮遊島ラグーンに天結宮ソフイアの飛空艇が無断着陸をくり返していることへの説明ですね」


　会合の議事録に目を通しつつ、揺。


「ああそうそう。それでまあ天結宮うちも、発ほつ端たんとなった島への不時着は素直に謝ったんですよね。でも後半は納得いかない。なぜなら統政庁の領空にうちの飛空艇が無断着陸したなんて、今回の事件以外にここ数年ないはずだから。ね、ユミィ様？」


「……うん」


　何か目的があって統政庁の領空に侵しん入にゆうしたとしても、それが統政庁との確かく執しつをもたらすほどのレベルなら必ず巫女にまで報告がある。


「そうです。巫女様も知らない、イシュタルだってそんな話は聞いたこともない。これはでっちあげだと思います。ただね、統政庁としてはそれで構わないんですよ」


「浮遊島ラグーンにあった施し設せつのことを……うやむやにできれば？」


「そのとおりです、四日間の会合がそっちの話題で終始するのがまずいんですよ」


　テーブルに頰杖をついたままイシュタルが笑顔。


「巫女であるユミィ様は幽幻種に関して絶対的な権けん威いです。しかし肝かん心じんの話が幽幻種のところまで進まなければ、いくら会議の場に座ってたって統政庁の脅きよう威いになりません。だからこそ最低でも、『幽幻種の培養水槽を統政庁が作った』──ここまで話を確定させないとユミィ様の出番もない」


「それは……わかってるつもりですけど」


　でも、どうしようもないじゃないか。天結宮ソフイアがその方向に話を進めたくても、統政庁が頑かたくなにそれを拒こばむのだから。


「そうですね。で、それを踏ふまえた上で本題。いいですか？　イシュタルの考える策というのはさっきお伝えしたとおりです。狙ねらいはただ一つ、すなわち」





　──統政庁の中ちゆう枢すう部への侵入。





「揺ちゃんの力を借りれば侵入は可能です。問題となった浮遊島ラグーンの管理記録を入手する。要は証しよう拠こを統政庁側に突つきつけちゃうんです。動かぬ証拠をね」


「だめです！」


　膝ひざ上うえに載のせた手に力がこもる。


「そんな危険な真ま似ね……させられません！　そんな急ごしらえの案で統政庁の最深部まで進めるわけが」


「進めます」


　手帳の一点を見つめる揺。


「イシュタル様の案に賛同するかはさておき、わたしの権限なら電子情報を探さぐることも可能です。ただしそのデータも信しん頼らいできるとは限りません。統政庁にとって正しい記録を残しておく理由はありませんし、『該がい当とうの浮遊島ラグーンにて、幽幻種の培養実験を行ったような過去はない』と記録を改かい竄ざんされてしまっている可能性が高いかと」


「なら……なおのことです。そんな無理して侵入することなんかありません！」


　苦労して取ってきた情報が真実ならまだ報むくわれる。だけど、そんな危険を冒おかして侵入までした結果の情報が偽にせ物ものだなんて目も当てられないじゃないか。


「まあまあユミィ様。揺ちゃんはね、電子情報は改竄されてると言っただけですよー？　浮遊島の記録が電子情報以外にも残っているとしたらどうですかー」


　電子情報以外。


　紙……？　それとも音声の録音？


　いや、どちらであっても内容の改竄は不可能ではないはず。統政庁に残る書類の全て、あの浮遊島ラグーンに関して書き替かえられていたってふしぎではない。


「イシュタル様が言うように、我々が求めるのは不変の情報です。決して改竄できず消去できず、客観的で絶対的な真実……統政庁に突つきつけるならそれ以外ありません」


　無音で手帳を閉じる揺。


「そんなもの──」





「……『ミクヴァの緋眼』」





　揺の言葉が、いつになく強い口調で大気を揺ゆらした。


「私も本物は見たことありませんが、統政庁が非公開としている秘宝です。はるか昔に製造された巨きよ大だい結けつ晶しようで、何百年という時間のなか、浮遊大陸オービエ・クレアと浮遊島ラグーンで生じた全ての事象を記録しているとのことです。沁しん力りよくの領域系術式を応用したシステムだとか」


「ミクヴァの緋ひ眼がん……うそ。本当にアレがあるんですか」


　沁力の術式を応用した結晶。


　ユミィがまだ巫女見習いであった時、噂話で聞かされたことがある。


　浮遊大陸オービエ・クレアと浮遊島ラグーンで起きた全事象を記録する、『緋眼』と呼ばれる未知の秘宝を統政庁が隠かくしているらしい。ユミィやシェルティスがまだ天結宮ソフイアの門を叩たたく前、統政庁に侵入していた当時の諜ちよう報ほう員が入手した情報だ。しかし確実な証拠が摑つかめずに、もう十年以上は経たっているだろう。


　……当時はまるきり信じてなかったけど。


　……だけど、もしそれが本当にあるというのなら。


「ごく最近、元老院の議員につく秘書から私が入手した情報です」


「ねね揺ちゃん、それさっきイシュタルも聞いたけど、もう一度確認ね。その聞くからに噓うそみたいな代しろ物ものは本当に信用できる？　確実な情報源？」


　頰ほお杖づえをつくイシュタルに無言で揺が首しゆ肯こう。


「はい。天結宮ソフイアに伝わっている噂うわさどおりの機能かはわかりませんが、そう呼ばれる秘宝が存在することだけはほぼ確実かと。あとは、統政庁が『緋眼』の存在を天結宮ソフイアにも隠しているという事実から推測するしかないでしょうね」


「あ！　でも、言われてみれば」


　揺の言葉から流れるようにユミィは続けた。


　──それがあると考えれば、統政庁に伝わるあの逸いつ話わも納得がいく。


「イシュタルさんは知りません？　統政庁の沁力システムは天結宮から三ヶ月遅れてるっていう話、巫み女こや巫女見習いの間では結構有名な話なんです」


「へえ、それは初耳かもですねー。どういうことです？」


「えっと……これは統政庁のシステムが遅れてるってわけじゃなくて、その逆のことを説明するための逸話なんです」


　沁力の研究で天結宮ソフイアがどれだけ画期的な技術を開発しても、統政庁がその数ヶ月後には追つい随ずいしてくるという話だ。


「巫女の修行方法とか、沁力の新しい研究成果をまとめた報告内容とか……もちろん全部じゃないけど、中には秘ひ匿とく扱あつかいにしてるものも、同じ発見に統政庁が行き着いたりしてて……それが偶ぐう然ぜんとは思えない頻ひん度どだから」


　統政庁にいる沁力術者に、二十四時間態勢で遠視されているのではという噂もあった。これを危険視し、本当に重要な実験や情報は事前に沁力の妨ぼう害がい結界を張って、そのなかで行うことになっている。


「ふむふむ、それも『緋眼』によって情報を得ているとすれば納得がいくと。まあ天結宮ソフイアもそうだし、統政庁がそんな秘策をもってても不思議じゃないですからねー」


　イシュタルの方はあくまで暢のん気きな口調で。


「ところで全ての事象を記録ってことは……えーとつまり、その結晶に訊たずねれば、イーシャちゃんがいま何してるかもわかっちゃうってこと？」


「だと思いますが」


「おーっ!?　それイシュタルも興味あるなぁ。イーシャちゃんが一人でちゃんとご飯食べてるか、お姉ちゃんは心配で心配で────」


「ただし、その水すい晶しように選ばれなければだめですよ」


「え？」


　ぽかんと目を瞬またたかせる錬護士筆頭。


「それはですね」


「『ミクヴァの緋眼』を作動させるための条件……があるんですよね？」


　揺が告げるその前に、ユミィは彼女をじっと見すえた。


「……驚おどろきました。『緋眼』のことをご存じだったんですか？」


「ううん。でも沁力を応用したシステムなら、何が制限になるか予想もつくから」


　沁力の領域系術式の代表術式は三つ。


　透とう視しと遠視、そして念話。いずれも遠方の光景や音を捕ほ捉そくすることを可能とする。


「たとえば天結宮ソフイアでも、沁力を鍵かぎにしたシステムはあるんです。塔とうの最上階がそれで、巫女わたしたちが氷結境界を祈いのる場所の扉とびらも、特定の沁力波長を持つ人間しか通さない仕組みです。その巨大結晶も似たような鍵が必要なのかなって」


「なるほど……なら、たしかに希望はありそうです。あの巨大結晶も、ユミィ様には真実を見せてくれるかもしれません」


　眼鏡めがねを外し、小さな苦笑をまじえて揺が嘆たん息そく。


「ユミィ様のおっしゃるとおり、『ミクヴァの緋眼』は自みずからが認めた適格者にしか映像を見せないと言われています。さらにいえば──」


「統政庁もまだ完全適格者を見つけられていない、ということですか？」


　その一言に。


　揺が息を呑のみ、イシュタルが片かた眉まゆをつり上げた。


「ねえねえユミィ様ってば、どうしてそこまでわかるの？」


「えっと……簡単に言うと、広い範はん囲いを沁力で観測するのって本当に大変だから。いくら沁力を利用したからって全部解決するわけじゃないもの」


　仮に浮遊大陸中の全領域を透視し、ありとあらゆる会話を念話で探知するとしよう。それがどれだけ並外れたことか──ユミィにも確実に成功させる自信はない。百パーセントの精度を求めるならば巫女の中でも春蕾シユンレイ一人だろう。


「そんなすごい結晶、作動させる人だって相当すごい人じゃなきゃ動かないかなって」


「そのとおりです。『緋眼』の作動条件はいまだ未知……沁力の何かが鍵だとは言われているのですが、それが沁力の大きさなのか波長なのかもわからない状じよう況きようです。不完全適格者ならいるのですが、統政庁も完全適格者を見つけられないままで」


　──適格者？


　なんだ……なんだろうこの目め眩まいみたいな感覚？


　緊きん張ちようにも似た感覚のせいで、さっきから胸の動どう悸きが収まらない。


　……ミクヴァの緋眼。


　……全ての事象を記録する……観測システム？


　……ミクヴァ……その単語もどこかで聞いた気がする。


　本当につい最近。だとしたらどこで？　誰だれから？　巫女の誰かからでもシェルティスでもなく、塔の事務員から聞いたはずもない。だとすれば────





〝始まりは千年前の楽園幻げん想そう。さあユミィ・エル・スフレニクトール──氷結鏡界が結ばれる前の世界を見た時、お前はどんな想いを抱いだく？〟





　……あの時だ。


　ツァリと名乗る女性に見せられた千年前の光景。


　気づいた時には、どこともわからない公園に倒たおれていた。そこでわたしが幽ゆう幻げん種しゆと戦っていた時に現れた二人の少女。


　紗砂とイリス、互たがいにそう呼んでいた二人の会話のなかで。





〝頼たよりにしていますからね『ミクヴァの機神』さん〟


〝私にはイリスという名があります、そう申し上げたはずですが？〟





　……そうだ、あの時にミクヴァって単語が。


　刹せつ那な。


「おーいユミィ様、どうかしましたぁ？」


「ふぇ？　あっ、あの……な、なんでもないです。ちょっと考え事してて」


　イシュタルに指先をぎゅっと握にぎられて、ユミィはようやく我われに返った。


「ど、どうぞ揺さんも続けてください！」


「はい。とはいえ、もう私からお話しすべきことはお話ししました。あとはユミィ様のご判断になると思います」


　統政庁が隠している秘宝『ミクヴァの緋眼』、その結晶にアクセスできれば、浮遊島ラグーンの真実も明らかになる。ソレの噂は巫女見習いの時からも聞いていたし、揺がそこまで断言するのなら存在すると思っていいのかもしれない。


　……でもリスクが大きすぎる。


「それ、やっぱり不法侵しん入にゆうなんですよね」


「はい。『緋眼』については私も知識だけで……聖廊と呼ばれる場所に設置されているという話だけで、どんな防衛システムがあるかも機密となっています。そこで捕つかまれば言い逃のがれもできないし、天結宮ソフイアと統政庁の関係が崩くずれることも覚かく悟ごするべきです」


　淡たん々たんと、報告書を読みあげるように揺が続ける。


「もう一つ、これはイシュタル様から昼間に受けたご質問です。『千せん年ねん獅しに匹ひつ敵てきする戦力が統政庁に存在するか』──これは結論から申し上げて、『いるという噂がある』の程度です。天結宮ソフイアでも重要事にそなえて六人目の巫女がいるとか、千年獅をも圧あつ倒とうする強力な専属護衛パートナーが皇おう姫ひにもいるとか、そういう噂があるでしょう？」


「ふーん、じゃあ噂としては一応あるんだ？」


「イシュタル様はその……そういう話を信じる主義ですか？」


「主義っていうか、イシュタルは普ふ通つうにいると思うけど」


　あまりにあっさりと、錬護士筆頭である女性は飄ひよう々ひようと首肯してみせた。


「え？　ど、どうしてそうお考えに？」


「根こん拠きよは……んーうまく説明しづらいの。ま、とにかくいる。これは確実。イシュタルが考えてるのはね、その聖廊っていう場所にソレがいたら面めん倒どうだなってこと。……で、そういうの全部ひっくるめた結論が、さっきユミィ様に言ったことですよ」


　両りよう腕うでの頰ほお杖づえを解とき、綺き麗れいな人さし指を天てん井じようへと向ける彼女。


「もう一度おさらいしましょうか？　まずは統政庁の隠かくす『緋眼』への接せつ触しよくを試こころみる。成功すれば万事解決。問題は失敗した時で、塔の幹部であるイシュタルやユミィ様、それに揺ちゃんが関わっているとすればまずいわけですよ。ならどうするか。その責任をかぶってもらえるような下っ端に行かせればいいんです」


「…………」


　テーブルの下で、ユミィはふるえる拳こぶしを必死に押さえつけた。


　……そう、それなんだ。


　……わたしがどうしても許せないこと。


　この人は、捨すて石を覚悟で候補生の誰かを『使う』つもりなんだ。


「ちょうど今回は候補生さんたちが四人も同行してますしー。支障ない程度に事情を話した上で単独侵入させません？　成功したら万ばん々ばん歳ざい、捕まって問題になったとしても『上層部は知りません、部下の独断です』って容易に逃にげられます」


「…………それを」


　血が噴ふき出すほどに唇くちびるを嚙かみしめる。


　そうでなければ……激げき昂こうして平静を保つこともできなくて、きっと心の大事なものを失ってしまう。そんな気がしたからだ。


「それを、巫女わたしに命令しろと……？」


　塔で巫女わたしを守ってくれると誓ちかった護士たちを、失敗した時に都つ合ごうが良いという理由だけで「行け」と命令しろというの。


「ユミィ様がこれからも巫女であり続けたいのなら、命令するべきですねー」


　イシュタルの宣告は残ざん酷こくだった。


「この世界で、ユミィ様が辛つらい思いをして結界を張ってるのは何のためですか？」


　言われるまでもない。


　穢歌の庭エデンと、そして穢歌の庭エデンに棲すむ幽幻種が浮遊大陸オービエ・クレアを脅おびやかすからだ。


「でもねユミィ様？　この世界の皆みんなが、イシュタルやユミィ様のように幽幻種に対たい抗こうできる強い人間ではないんです。みんな弱い……イシュタルに言わせるなら、正護士になったイーシャちゃんだって弱すぎる。あの子が幽幻種に勝てる保証はどこにもない。居住区の一いつ般ぱん人ならなおさらです」


　優しく、優しく。まるで子守歌のような声。


　そんな彼女の表情もまた、いままでに見たこともないくらい優しくて。


「なのに、あろうことか幽幻種の培ばい養ようを企たくらんでいる何者かがいる。それは絶対に許されないんです。目的を突つきとめた上で────潰つぶす。いましか機会はないんですよ？」


　会合が開かれたことで塔の護士が堂々と統政庁に来島できた。


　さらには巫み女こに注目が集まっているいま、統政庁の警備も注意も会合に釘くぎ付づけだ。統政庁の中ちゆう枢すうに侵入するのに、ここまで条件の揃そろった機会は二度とない。


　……それはわかってる。


　……だけど。


「まま、そんな思いつめた顔しないでってばユミィ様。平気平気、失敗した後のことを考えるんじゃなくて、統政庁に侵入できる実力者さえ選べばいいんです」


　気楽な様子で手を振ふる錬護士。


「ではイシュタル様、モニカ様たちのなかで一番腕うでの立つ人に白羽の矢を立てる……自然とそうなるかとは思いますが、それは具体的に？」


「ううん知らない。だからモニカさんに選んでもらえればいいと思うけど──」


「ま、待って！」


　揺とイシュタルの会話をユミィの悲鳴が遮さえぎった。目の前のテーブルを蹴けりつける勢いで、座っていた椅い子すから勢いよく立ちあがる。


「それモニカせんぱ……モニカさんには伝えたくないんです」


「どうしてですかぁ？」


「……だって」


　下した唇くちびるの端はしを嚙みしめる。


「それ言ったらあの人は……自分が行くって言うに決まってます。部隊の人たちを危険にさらすようなこと絶対反対する人だから」


　部隊の仲間にさせるくらいなら自分が行くと言うに決まってる。だけど、そんなのってあんまりだ。万が一捕まってしまえば、そのまま統政庁に拘こう束そくされて帰ってこられないことだってありえるんだから。


「まあそうでしょうね。イシュタルも彼女はそういう人な気がします。だけど彼女でないなら、誰か代だい替たい者しやがいるんですか？」


「……それは……」


　…………モニカ先せん輩ぱいしかいないの？


　あの部隊のなかでモニカ先輩より経験豊ほう富ふで、かつ信しん頼らいできる人。この人なら絶対成功させられるって、わたしが心の底から託たくせる人が────


「……まっ……て……お願いだから」


　上ずった声を必死に抑おさえて、ユミィは絞しぼりだすように呟つぶやいた。


　……いるんだ。


　あの部隊にはすごい候補生がいる。候補生のなかで……ううん、候補生だけじゃなくて千年獅にだって負けないすごい護士がいるんだ。一度は天結宮ソフイアから追放されながら、それでも氷結鏡界が突とつ破ぱされて幽幻種の大だい侵しん攻こうを受けた時、たった一人で大聖堂まで駆かけつけてくれた幼おさななじみが──


　……シェルティス。


　……でもわたしは、シェルティスにそんな危険なことを頼たのめるの？


　幼なじみの彼に、巫女として「命令」しろっていうの？


「…………」


　目眩も頭痛も熱さえも、全てが胸の中で一つになって混ざりあう。空調の効きいたはずの部屋なのに、身体からだがふるえだして止まらない。


「……時間を……ください」


「いいですよー、ただし制限時間は明日あしたの夜までです」


　黄金色の後うしろ髪がみに手て櫛ぐしを通しつつ、イシュタル。


「狙ねらいは会合最終日、会合の四日目に浮遊島ラグーンの『真実』を提示すること。なら会合三日目あさつての夜には『ミクヴァの緋眼』にアクセスする必要があって、その前日には準備も必要でしょう。だとすれば、明日の夜には侵入役に話をしなくちゃ可か哀わい想そうですものね？」


「わかってる……つもりです」


　……明日がリミット。


　……明日の夜までには、決めなくちゃいけないんだ。


「…………」


　無言で立ちあがる。


「ごめんなさい……もう、休ませてもらっていいですか」


　残る二人の返事を待つことなく寝しん室しつへと歩いていって──





　意識が薄うすれていくのを感じながら、ユミィはベッドに倒たおれこんだ。




　空白　『星ほし夜よ見み　─星ほし詠よみ─』







　　　　１





　まぶたを開けたそこには、一面の星明かりが広がっていて────





「…………」


　夜色の帳とばりが降りた寝室で、ユミィはそっと目を開けた。


　半はん透とう明めいな夜よ闇やみにまじる小さな小さな星明かり。砂すな粒つぶのように小さな光が大気の加減で瞬またたいて、消えたと思えばまた輝かがやく天球図。


　透とう明めいなガラスでできた天てん井じようだからこそ映うつし出せる光景だ。


　星夜見。


　……昔の人は、こんな星ほし占うらないで自分たちの運命を占っていたんだね。


　……わたしにはできないけれど。


「────」


　仰あお向むけの体勢から顔だけを横に向け、枕まくら元もとに置かれた時計を見つめる。


　午前三時。


　草木も眠ねむると言われる時間。何もかもが寝ね静しずまる、夜の一番深い時間。寝室に満ちる大気すら動きを止めたなかで上半身を起こそうとして──


「……あれ？」


　上半身を起こした姿勢で、肩かたに掛かけられていたタオルケットにようやく気づいた。


　自分はたしか……気を失うようにうつぶせで倒れこんで……タオルケットを羽は織おる気力はもちろん、こんな綺き麗れいな仰向けで寝ることだってしてなかったはずなのに。


　──誰だれかがわたしをベッドにちゃんと寝かせてくれて、タオルケットも？


「あれ、起きちゃいましたか」


　その声は自分のベッドの真横、もう一つ備えつけられたベッドからだった。


「倒れるように寝たかと思えば夜中に起きるなんて、ユミィ様ってばまるで子供みたい。イーシャちゃんが小さい時によく似てます」


　星明かりに彼女の金きん髪ぱつが淡あわく輝く。


　横たわるわけでもなく、ベッドの上で膝ひざを抱かかえて座りこむ長身女性。


「……このタオルケット」


「風か邪ぜひいたら大変ですから。法衣も寝ね間ま着きに着き替がえさせてあげようかなと思ったんですけど、それしたらさすがに起きちゃうかなって思ったので自じ粛しゆくしました」


　にこにこと屈くつ託たくのない笑顔で微笑ほほえむ錬れん護ご士し筆頭。


「ありがとう……でも、その恰かつ好こうは」


「イシュタルはユミィ様の護衛ですから、護衛中に堂々と寝たらいけませんもの」


　言って、布を巻いた鎗やりを彼女が手元に引きよせる。


　その服装は昼間と変わらず儀ぎ礼れい衣いだ。


「……そう……そうですね」


　前に春蕾シユンレイも同じことを言っていた。


　自分とレオンが塔とうの外に出る時は、自分がどんなに言ってもレオンは寝ないのだと。


　千せん年ねん獅し──千年眠らない獅し子しと喩たとえられた、千年前の巫み女ことその護衛にちなんだ称しよう号ごう。彼はその称号そのものだと春蕾は言っていた。


「…………」


「どうしました？　お腹が空すいたならイシュタルが何か作ってみましょうか」


「じゃあ、温かくて甘くて美お味いしくてボリュームがあるのに食べても太らなくてすむ三分でできるデザート」


「……難問ですねー。イシュタルは護士であって料理のプロじゃありませんし」


　腕うで組ぐみして顔をしかめるイシュタルに、ユミィはふっと表情をやわらげた。


　半分は苦笑、半分は自じ嘲ちようの笑みで。


「いまわたしが考えなくちゃいけないことが、そんな感じです」


　難問────巫女ってもっと単純なものかと思ってた。


　塔の最上階で皇おう姫ひ様と一いつ緒しよに、ただ結界を祈いのることに一生を捧ささげるものだと。


　わたしは……会議とか難しい駆かけ引きとか、そういうことに身を染めるつもりで巫女になったわけじゃないのに。


「それはきっと、ユミィ様に千年獅がいないからですよ？」


　暗い部屋に、その言葉が突きさすようにこだました。


「イシュタルの経験上、巫女様の大たい抵ていはそういう政まつりごとや交こう渉しよう事ごとに弱いです。いまの巫女だとメイメル様が得意なんですが、あの人はちょっと特とく殊しゆな才女ですから。本来の巫女の姿は春蕾様ですね。引きこもりがちで世情に疎うとく、他人との接し方も不ふ慣なれな感じです。それを支ささえるのが千年獅ですから」


「……」


「巫女の修行に心こころ鎮まもりという、身体と精神を切り離はなす修行がありますね？」


「……それがなにか」


　心鎮。どんなに過か酷こくな状じよう況きようでも結界の祈りを継けい続ぞくできるように──いわば人の肉体を捨すて、結界そのものになる修行と言われている。


　でも、それがいまの話と何の関係があるというのだろう。


「その真逆が千年獅なんですよ。以前、巫女の第一位がそう仰おつしやっていました」


　巫女の第一位。


　メイメルと筆頭巫女の座を争う、千年獅の第一位を従える女性。


「千年獅とはね、巫女の心と身体が切り離れないよう繫ぎとめる最後の楔なんです。たとえばレオン君がいなければ、春蕾様は誰にも心を開かないまま結界を祈り続ける人形同然でしたでしょうねー」


　精神は肉体の影えい響きようを受ける。


　そして肉体もまた、そんな精神の影響を受ける。


「千年獅は様々な時と場合に巫女を支えます。もしもユミィ様の傍そばに信頼できる千年獅がいれば、いまユミィ様が悩なやんでることも相談に乗ってもらえたでしょうね」


「…………」


　いまの自分の護衛はイシュタル。それは事実だ。


　けれど彼女は錬護士筆頭であって千年獅ではない。巫女に仕つかえる専属護衛パートナーでなく、巫女の相談に乗ることはできない。


　……全部、自分で決めなくちゃいけないんだ。


「さてどうしましょうね、さっきユミィ様がリクエストしたものでも作りますか」


「……できるんですか？」


「できますよー。イーシャちゃんが拗すねた時の機き嫌げん直しに、デザート作りはプロ級です。じゃあ早さつ速そく」


「あ、まって」


　腕うでまくりするイシュタルを押しとどめ、ユミィはベッドから立ちあがった。


「……ごめんなさい、さっきの注文は……半分八つ当たりでした」


「ふむ。で？」


　怒おこった様子もない。きっと最初からわかっていたのだろう。癇かん癪しやくを起こした子供をなだめる親のように、穏おだやかな口調で先を促うながす彼女。


「ホテルの中、一人で散歩してきていいですか？……気持ちを落ちつかせたくて」


「はい。イシュタルは待機していますので、何かあれば念話でお知らせくださいね」


　こくんとうなずき、姿見の前で法衣の着付けを簡単に確認。目につく皺しわだけを手で伸のばして整えて、寝室のドアノブに向かって手を伸ばし──


「……わたしは……」


　その場で足を止め、ふり返らぬままユミィは声を絞った。


「千年獅がいないんじゃないです……」


「では？」


「……待ってるだけだから……塔の最上階で、待ってるからって約束してるから」


　そして。


　返事を待たず、ユミィは寝室を後にした。
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　力のない足取り。時によろめきながら、時に倒れかけながら。


　ほのかな非常灯だけが灯ともるホテルの廊ろう下かを、光を求める蝶ちようのように進んでいく。


「…………」


　……会いたい。


　……こんな時だというのに、会って声が聞きたくてたまらない。





〝ユミィ様がこれからも巫女であり続けたいのなら、命令するべきですねー〟





　嚙かみしめた頰ほおの内側で、微かすかに混じる鉄の味。


　悔くやしかった……


　自分が巫女として一番大切にしたかったものを正面から否定された気がして、それでも反論できない自分が悔しくて仕方なかった。





〝それはきっと、ユミィ様に千年獅がいないからですよ？〟





　よろめいた壁かべに手をついて、そのまま拳こぶしを握にぎりしめた。


　手の平に爪つめが食いこむことなんか気にせず、力のかぎり握りしめた。


「……いる……よ」


　ずっと昔から決めていた。


　ずっと昔から、一緒にいると言ってくれていた。


「…………」


　そしてたどり着く一つの扉とびら。


　──トン、ト……トン。


　涙なみだでかすんだ視界のなかで、ふるえる拳で扉を叩たたく。


　呼よび鈴りんは使わない。こんな時間だけど、こんなか細いノックだけど、彼ならきっと応こたえてくれると信じてる。わたしの声に──────


　真横の壁によりかかり、ユミィはその時を待った。


　二秒、三秒。


　五秒、十秒……十五秒。


　……いまはまだ届かなくても。


　……触ふれられなくても……いまは……傍にいてくれるだけでいい。


　どれだけの時をそうしていただろう。


　堅かたく閉じられていた扉が、音も立てずに開いていった。





　わたしの一番大切な人は──────ここにいる──────





「──ユミィ？」


「……お願いシェルティス」


　鳶とび色いろの髪かみをした少年の顔をじっと見つめ、ユミィは目元の涙をぬぐった。


「少しでいいの……少しだけ……一緒にいて」





　　　　２





　統政庁中央エリア、第三セクター格納庫。





「ねえマハさん、星ほし占うらないって信じます？」


　絵の具を塗ぬりつけたように漆しつ黒こくの夜道。


　巨きよ大だいコンテナが山と積まれた資材置き場の一角で、夜には似合わない爽さわやかな高テ音ノ男ー声ルが響ひびきわたる。


「……」


「ふむ、興味ないですか。じゃあ興味が出るように聞いててください」


　暗くら闇やみに浮うかびあがる長身瘦そう軀くの影かげ。


　金ボタンに彩いろどられた漆黒のスーツに漆黒の靴くつ、そして漆黒の鍔つば付き帽ぼう。それは黒と同化するためのような出いで立ちだ。


　そんな中、夜の静せい寂じやくに彼の声だけがどこまでも沁しみて浸しん透とうしていく。


「古来より人は、星を神秘的なものとしてきました。夜中に星を眺ながめる『星ほし夜よ見み』の習慣が生まれ、そこから様々な星座や星せい群ぐんを描えがいていった。さらにはその行こう為いそのものに意味をもたせ儀ぎ式しき化させた『星ほし詠よみ』、これがいまの星占いの起源です」


　夜風にゆれる淡あわい金きん髪ぱつと、端たん整せいな鼻筋と口元。


　目ま深ぶかにかぶった鍔付き帽に隠かくされて目元こそ見えないが、その輪りん郭かくは悪あく魔ま的な美び貌ぼうを十分すぎるほど感じさせるものだった。


「人の多くはこれに魅み了りようされている。特に女性はそれが顕けん著ちよかもしれません。けどね、わたしはこと星占いに関してだけは否定したいと思うのです。……許せない」


　鍔付き帽を手で押さえ、その人物が天に向かって両手を広げた。


　さながら歌うように。


「なぜ人は、こんなに綺き麗れいな星をそのままの姿で見ていられないんだろう。占いという人の道具に堕だ落らくさせず、ただただ無心で、その瞬またたきと輝かがやきを鑑かん賞しようしていればいいのに。……だって星は、ただそこにあるだけでこんなにも綺麗なんだから」


　子供のように純じゆん粋すいな心で想おもい……


　ただただ見つめ、讃たたえ、詞ことばを紡つむぎ、歌い上げるだけでいいのに。


「大われ人われは大事なものを忘れている。そうは思いませんか？」


「……イグニド」


　初めて、そこに佇たたずむもう一人の男が声を上げた。


　色いろ褪あせた黄土色のローブをまとう大おお柄がらな男。


　フード付きのローブに頭部から足あし下もとまでを包つつみ隠し、その上から身体からだの各所──首、肩かた、肘ひじ、手首、腰こし、膝ひざといった関節部を絞しぼるように締しめつける機械リングを塡はめている。


「はい、何ですかマハさん」


「……時間だ」


　漆黒の青年からの質問に答えるわけでもなく、マハはただ一言そう告げただけだった。


「術式に……準備に時間がかかる」


「ああ、そうでした。いまから用意しないとだめですね」


　気を悪くした様子もなくイグニドがスーツをひるがえす。


「……本当に」


「本当に存在するのか？　ええ、この世界の全事象を記録する沁しん力りよく結けつ晶しよう『ミクヴァの緋ひ眼がん』。しょせんは不完全ですが、このまま統政庁に使わせておくのも面めん倒どうです。適格者が見つかれば、わたしやマハさんの私生活プライベートだって赤せき裸ら々らに見られちゃいますよ？」


　くすっ。むしろ愉ゆ快かいげに笑みを深めてみせる。


「それにほら、問題はいま行われている会合です。天結宮ソフイアと統政庁も馬ば鹿かではありません、そろそろ互たがいの認識に不自然なズレがあることに気づくはず。『緋眼』を使って真実を追及しようということになれば、我々のことも大部分が判明してしまう……まだ早い、まだその時ではないのだから」


「…………」


「え？　もちろんいつもどおりですよ。マハさんが正面突とつ破ぱで、聖廊の守護者を引っ張り出してください。わたしがその隙すきにこっそり『緋眼』のシステムを改変します。壊こわすより都つ合ごう良よく改変してしまった方が後々も便利でしょうしね」


　公道をまっすぐ北へと向かうイグニド。


　数歩遅おくれてその後を追いかけるマハが、やおら歩調を上げて横に並んだ。


「…………」


「改変が可能なのかって？　ああ、以前にアレの記録は不ふ可か侵しんだとお伝えしましたが、それは統政庁の研究者たちが勝手に考えた思いこみです。彼らには適格者がいないので確認のしようがないのですよ。もちろん改変は不可能ですが、事象の記録条件を変へん更こうすることは可能です。……つまり我々の情報だけは記録しないようにってね」


　やがて見えてきた巨大な影。


　星と夜とがささやきあう世界、夜よりも暗い影を落とす巨大な建造物。


「まぁ、それも完全適格者のみが成しうることですが」


　はるか彼方かなたから統政庁を見上げ、イグニドはしっとりと微笑ほほえんだ。





　　　　３





「……そう、そうだったんだ」


　二人がけのソファの左側に腰かけた恰かつ好こうで、シェルティスはふっと息を吐はきだした。


「ごめんなさい。わたし。一人じゃわからなくなっちゃって。頭の中……いろんなことで一いつ杯ぱいになっちゃって」


『あなたのせいではありませんよ。今回は事情が複雑に絡からまってしまっただけです』


　うなだれる彼女の膝ひざ元もとで機械水晶イリスが点てん滅めつ。


「……イリスも、ありがとうね。愚ぐ痴ちにつきあってもらっちゃって」


『でもねユミィ、今回の差さし迫せまった状じよう況きようだけを見つめるならば、その錬護士筆頭が言いたいこともわかるのです。人は、幽ゆう幻げん種しゆに無力ですから』


「うん……」


　淡い黄金色オフゴールド。


　ソファの左ひだり端はしにそっと座る少女がうなずくたび、その長ちよう髪はつがさらさらと輝いていた。


「でもわたし……巫み女こだから。巫女ってたくさんの護士に守ってもらってるんだよね？　千年獅とか正護士だけじゃなく……候補生の人だってそれは同じだもん。それなのに……その守ってもらってる人たちに向かってだよ？　ほとんど犠ぎ牲せいのような感じで統政庁に侵しん入にゆうしろだなんて命令……」


『その犠牲を出さないために、あなたはここに来たのでしょう？』


　教おしえ諭さとすように、ほのかな蒼そう光こうで瞬く機械水晶イリス。


『これは私の勘かんですが、最初に白羽の矢が立ったのはモニカだったのでしょう？　透とう視しや念話は、使い方次第で侵入役にはもってこいの技能です。表面的なものだけをみれば、彼女がもっとも今回の密命に適していますからね』


　巫女である少女は黙もくして答えない。


　答えないまま、ただ力なくうなだれただけだった。


『それを聞いて不安だったのでしょう？　彼女が自分の先せん輩ぱいであることを抜ぬきにしても、侵入に失敗すればどんな仕打ちを受けるかわからない。ただ、責任問題となって護士を続けられなくなるのは確実。──だからあなたはここに来た』


「…………」


『あなたの選せん択たくは間ま違ちがいではないと思いますよ。もしも私があなたと同じ立場だったなら、きっとあなたと同じ選択をする。ね、シェルティス？』


　機械水晶イリスの言葉に、うなだれていたユミィが顔を上げた。


　宝石のように輝く翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうで見つめる先──


「ったく……言いたいこと機械水晶イリスに全部言われちゃった」


　ふっと表情をやわらげて、シェルティスは深い吐と息いきをこぼした。


「でさ、要はその聖廊って場所に行って『ミクヴァの緋眼』ていうのにアクセスすればいいんだっけ？　そこまでの行き方は揺ユラギさんが知ってるはずだし」


「シェルティスっ！」


　隣となりに座る幼なじみが、小さく身体をふるわせた。


「ちがっ……ちがう……の。わた、わた、し、そんなつもりじゃ……だ、だって……」


　唇くちびるをふるわせる少女。


「だってだよ？　シェルティスだって最初はそんなつもり全然なかったでしょ？　統政庁の中ちゆう枢すうに侵入だなんて……聞いてないでしょ……心の準備だって」


「聞いてたよ」


　口早に紡つむぐユミィに伝わるよう、ゆっくりと首を横にふる。


「ごめん、実はレオンから教えてもらってた。でもユミィが聞いたら驚おどろくだろうから秘密にしておけって。だから平気、準備だって──」


「やめて」


　隣に座る少女の声が、嗚お咽えつに変わった瞬しゆん間かんだった。


「ばか……シェルティスの、ばか。巫女わたしが、そんな重要なこと知らされないわけないじゃない……レオンがそんなこと……そんな……無理な噓うそ言わないで……」


　ソファーの隅すみに置かれていたクッションを少女が力いっぱい抱だきしめて。


　──ぽちゃん。


　胸元まで抱き寄よせたそれが、小さな雫しずくを受けて濡ぬれていた。


「ごめんね……ごめんなさい、本当に……本当にごめんなさい。わたし一人じゃ何もできなくて……結局、いつもシェルティスに頼たよりっきりで……」


「そんなことないってば。それ言いだしたら、そもそも浮遊大陸オービエ・クレアを守る結界なんか僕は絶対にできないよ。今回は僕にできそうなことがたまたま見つかっただけ」


「ううん……」


　クッションのかたちが変わるくらい強く強く、強く抱きしめて。


「わたしが巫女としてできることじゃなくて。わたしが幼なじみわたしとして、キミにしてあげられることが見つからないことが……悔くやしいの」


　そのクッションに口元までをうずめ、赤く腫はれた瞳ひとみを隠すようにユミィが首をふる。


　と。


　膝元で口を閉じていた機械水晶イリスが、再び蒼あおく瞬いた。


『良かったですねユミィ』


「……え？」


『それを悔しいと思えるのなら、あなたはまだまだ成長できます。巫女としても、一人の女性としても。機械わたしからみれば、『悔しい』というあなたの感情は悲しいどころか、とても愛いとしく羨うらやましいものですよ。ね、シェルティス？』


「そそ、だから良いんだよ」


　……それに。


　……もう十分すぎるくらい、僕はユミィから受けとってる。


　こんな急な場面で、それこそ絶対に失敗が許されない場面で、ユミィが自分を頼ってここまで来てくれた。それが何より嬉うれしいことだから。


「……シェルティス」


　クッションに顔をうずめていた幼なじみが、にわかに視線を持ちあげた。


　涙なみだでうるむ瞳がすぐ近くに──本当に互いの目と目が重なるくらい、唇と唇、髪かみと髪がふれるくらいすぐそばまで近づいて。


「ありがとう……わたし…………」


　……ユミィ？


　熱を帯びて朱しゆに染まった頰ほおの彼女が、さらに顔を近づける。


　……だめだ。


　……これ以上近づくとエルベルト共鳴が。


　自分の魔ま笛てきと彼女の沁力が触ふれれば拒きよ絶ぜつ反応が生じて互いが傷つく。そうわかっていても、顔を近づける彼女をなぜか止められなくて。





「わたし────────」





『えー、こほん』


　止まっていた時間が、機械水晶イリスの咳せき払ばらいでようやく動きだした。


『空気読まずに割りこみますが、そういうのは侵入に成功した後でどうぞ』


「そ、そういうのってなに!?　なんのこと!?」


　はっと目を見開くユミィ。


「べ、別に、ありがとうって言いたかっただけだよ!?　だ、だってわたしとシェルティスはエルベルト共鳴で──」


『……はいはい、わかりましたから落ちついて』


　機械水晶イリスの声に混じる苦笑。


『さてさて、統政庁に侵入する役が無事に決まったはいいとして、シェルティスはどうする気だったんですか？　たぶん大事なこと忘れてますよ』


「大事なこと？」


『統政庁の巨きよ大だい結けつ晶しようが沁力を利用したシステムなら、その作動にも沁力が必要であることは予想がつきますね。でもシェルティスの身体からだは魔笛を帯びていて、沁力に相当するものが失われてしまっています。つまり巨大結晶にはアクセスできない』


「あ……」


　しまった。統政庁の中枢に忍しのびこむリスクだけ考えていたせいで、無事に侵入できた後のことがまるで想定から抜けていた。


「あれ？　でもユミィが僕に頼たのんだってことは」


「あ……あは……はは。…………ごめんなさい、わたしも抜けてた」


　落ちこむのを通りすぎて吹ふきだすユミィ。


『……さすが幼なじみ、発想のオチまで同じだなんて。まあしかしですね、結論から申し上げてその問題はクリアできます。というのも、簡かん潔けつに言ってしまえば私は『ミクヴァの緋眼』の適格者ですから』


「へ？」


『ふふん、どうですシェルティス。私がどれだけ優ゆう秀しゆうか再認識しましたか？』


「いや、ていうかどうして？」


『制作者が同じだからです』


　さらりと言ってのける機械水晶イリス。


『私もその巨大結晶も、たった一人の人物によって作りだされました。私もそうですが、『緋眼』も同じく千年前に設計された観測システムです。『ある存在』を人間が人工的に作ろうとした成果物。いえ、なれの果てと言いますか』


「……千年前」


『どうかしましたかユミィ？』


「え？　ああ、ううん、なんでもない！　先続けて！」


『では続きを。といっても私が申し上げることってそれくらいです。制作者が同じなので、私にも『緋眼』の専用プログラムが積んであるというわけですよ。この世界の全事象──巫女五人による今年の身体計測シーンも高画質で抽ちゆう出しゆつできちゃうわけで、映像はもちろんのこと、そこでどんな会話がされたのかまで』


「……イリス、真ま面じ目めな空気を読んでくれると嬉しいな？」


　みしっ。


　ユミィの手に握られた機械水晶イリスの水晶部から嫌いやな感じの軋きしみ音。


『……という冗じよう談だんはさておき、複製とはいえアレは危険な代しろ物ものです。幽幻種との交こう戦せんで失われたと思っていたのですが……そうか、浮遊大陸には残ってなくても浮遊島ラグーンの方に移っていたと。統政庁がそれを隠かくしていたら見つからないわけですね』


「あのさイリス、その『緋眼』の適格者っていうのは？」


『鍵かぎを与あたえられた人と思ってください。たくさんの情報が詰つまった扉とびらを開けることができる鍵ですね。完全適格者ならば自在にその情報を入手できて、不完全適格者は情報に制限……わかりやすくいえばモザイクがかかった状態の情報を入手できるわけです。本来なら特定の沁力を有した人間にしか開けられないもので、それを機械の身で開けられるのは私以外にいないと思います』


「私以外にって……それじゃあ結構すごいことなんだ？」


「すごいことだよ！」


　興奮したユミィの声が部屋の空気をふるわせた。


「シェルティスも考えてみて。そんなにすごいシステムってことは、それを動かせる人だって相当だもん。実際、統政庁がいまも完全適格者を見つけられてないんだよ。なのに、こんな近くに……それもよりによって機械のイリスが適格者だなんて」


　紅こう潮ちようした頰で、ユミィの双そう眸ぼうがじっと機械水晶イリスをのぞきこむ。


「ねぇイリス、それ本当の話？……無茶させる気なんかないけど、ほんとに頼っていいの」


『心配いりませんよユミィ』


　蒼く輝かがやく機械水晶イリス。


『あなたはもう、私のあの姿を見たのでしょう？　ならば任まかせてもらえるかと』


「──っ！」


　ユミィが息を呑のんだ仕草がはっきりと伝わってきた。


　……あの姿？


　……なんだろう。ユミィが何に驚いてるのかわからない。


「ん、イリスそれって」


『いずれ話しますよシェルティス、ここで話すべきものではありません。今はいかに統政庁の中枢に潜もぐりこむかを検討しないと。──ね、ユミィ？』


「う、うん！」


　あわてた様子で何度もうなずくユミィ。


『それなら今日はもう休んだ方がいいでしょう。明日あしたの会議も長丁場になるでしょうし、なにより睡すい眠みん不ぶ足そくは女の子の敵ですから』


「…………」


『ユミィ？』


「……シェルティス」


　もじもじと、クッションの隅すみを手でつまむユミィ。


　頰を伝う涙はいつしか消えて、彼女はなぜか照れかくしのようにうつむいていた。


「……あと五分だけ、このままでいさせて」




　第四章　『天の車　─絶ぜつ対たい聖せい域いき─』
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「揺ユラギちゃん、ごめんねー」


　開口一番イシュタルからそう言われ、揺はきょとんと目を瞬またたかせた。


　……ごめん？　ごめんとは？


　今日は会合の二日目だ。自分たちがいるのは統政庁の待機室で、朝の集合も時間どおり。巫み女こと総務局長も既すでに会議室に控ひかえているし、護衛である護士候補生たち四人も別の部屋で構えている。


　何もかも滞とどこおりなくスケジュールどおりで、謝ってもらうことなんか──


「目、隈くまになってるよ？」


「え……」


　頰ほおの上あたりを指さしてイシュタルがいたずら笑顔。


「イシュタルのせいで、また徹てつ夜やで調べ物させちゃったみたいだからね」


「……ああ、うまく隠かくしたつもりだったんですが」


　隈の周辺をやや厚めに基礎化粧フアンデーシヨンで覆おおってきたし、眼鏡めがねの縁ふちがちょうど隈の部分と重なって目立ちにくいはずだったのだけど。


「隈といい眼鏡といい、揺ちゃんは大変だね。昨日の夜も、目の調子がおかしいって言ってたじゃない。赤く充血しちゃうって」


「ええ、それで病院までの行き方を調べてまして……夜よる遅おそくに開いてるお医者さんを探さがしていたら時間がかかっちゃって。だからイシュタルさんのせいではありませんよ」


「ふーん、早く治なおるといいね。病院までの行き方はもう平気？」


「ええ。明日の混まない時間を狙ねらって行こうかなって思ってます。予定どおり」


　白粉おしろいを重ねた隈の部分に指先でふれつつ首しゆ肯こうしてみせる。


　……この人と話すとストレスがなくていいですね。


　猫ねこなで声のような話し方さえ除のぞけば、まるで敏びん腕わんの女性秘書官と話しているような聡そう明めいささえ感じる。





　──『ミクヴァの緋ひ眼がん』、夜遅くまで調べてもらってたみたいだね？


　──ええ、詳くわしい場所を調べていたら時間がかかって。


　──行き方はもう大だい丈じよう夫ぶ？


　──明日の深夜に侵しん入にゆうできます。予定どおりにね。





『ミクヴァの緋眼』を、赤く充血した目に見立てて様子をうかがう。


　さらにはそれが不自然に映うつらぬよう、こちらの目元の隈を先に話題としてふっておき、『赤い目』というキーワードの発生さえ自然に見せるという巧こう妙みようさ。


　……策士な人。


　……あどけない口調が幼よう稚ちさを感じさせるぶん、ますますそう思える。


「ユミィ様は、昨日はちゃんと寝ねていましたか」


「一回起きたけどねー。ちょっと気分直しに廊ろう下かを散歩されて、でも三十分くらいで帰ってきたし。今朝もイシュタルが起こす前に自分で起きてきたから平気かな？」


　テーブルに片手で頰ほお杖づえをつき、錬れん護ご士し筆頭である女性はどこか遠くを見つめていた。


「嬉うれしい誤算だな。自力であそこまで立ち直るとは、見直したよ」


「え？」


「ああいや、なんでもないですよー？　イシュタルの独ひとり言ですから」


　ぶんぶんと手をふって、彼女はそれ以上何も教えてくれなかった。
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　会議室前、護衛用の休きゆう憩けい室にて。


「シェルティス、さっきから気になっていたのですが……目の下のそれは隈ですか」


「え。あ、そうそう」


　華宮カグラにやんわりと指し摘てきされ、シェルティスは素直にうなずいた。


「何かありましたか？」


「んと……昨日なんだか寝れなくてさ、一晩ずっと剣けんを素す振ぶりしてたくらい？　別に大したことじゃないんだけどね。身体からだの方も疲ひ労ろう困こん憊ぱいってわけでもないし」


　剣の素振りをしていたのは本当だった。


　──ユミィの泣いた顔見て、寝れるわけないじゃん。


　彼女が帰ったあとも頭から離はなれなくて、どうせ寝れないならばと朝まで剣の訓練をしていたのだ。


『でもほら、あそこでぐっすり熟じゆく睡すいしてる人もいるみたいですよ』


「へ？」


　椅い子すに座って腕うで組ぐみし、難しい表情で目を閉じて────何かを熟考しているかと思いきや、すやすや熟睡モードの男が一人。


「……大物だ、大物がいる」


『ええ。あれをシェルティスも見習うべきです』


「……ヴ……ヴ……」


　普ふ段だんの涼すずしげな表情を真っ赤にして、拳こぶしをぷるぷるとふるえさせる部隊長。


　そして。


「ヴァイエルぅぅぅぅぅうう歯を食いしばれっ！」


「あぁん？　なんだなん……ぐはぁっ!?」


　モニカの怒いかりの鉄てつ拳けんが、狙い違たがわずヴァイエルの脇わき腹ばらに突つき刺ささった。


「てめぇ！　歯を食いしばれとか言いながら腹とは卑ひ怯きようじゃねぇか!?」


「て、手が滑すべっただけだ！　お前こそ──」


　一気に騒さわがしさを増した休憩室で。


「……僕、顔洗ってくる。お湯で目を温あたためれば隈って消えるよね？」


「ゆっくりどうぞ。どうせしばらくはこちらもうるさいですし」


　機マ械キ珠ナをいじる華宮に一言残し、シェルティスは部屋を後にした。


　……今日の夜、こっそりユミィの部屋に集合。そこで揺との打ち合わせか。


　漠ばく然ぜんと、乾かわいた緊きん張ちよう感かんだけが心の中で渦うず巻まいていた。





　　　　２





　七○○号室『星夜見アステリズム』。


「出発は明日の夜ふけです。……ギリギリまで狙い時を見計らいたいので、正確な時間は明日の正午までに確定してお伝えします」


　リビングに響ひびく揺の声。


　盗とう聴ちよう機きの類たぐいは仕し掛かけられていない。自みずからそう断言しながらも、彼女の声は万が一にでも漏ろう洩えいを避さけるよう押し殺したものだった。


「実行者は私と、それにあなたでよろしいですね」


「──うん」


　眼鏡ごしに伝わる視線を受けとめてシェルティスは首肯した。


「ユミィ様も、了りよう承しようということでよろしいですね」


「……わたしが選びましたから。候補生の指導にあたる担当ユメルダ教官から、腕うでの立つ候補生がいるという話を受けていましたので」


　淡たん々たんと、必要最低限の言葉だけをユミィが絞しぼりだす。





〝モニカは面めん倒どう見みの良い姉役でしょうね。実質、部隊のレベルを引き上げてるのは一人の双そう剣けん使いです。久々に鍛きたえがいのある少年だ……戦せん闘とう技能だけなら、最終選考の相手部隊を一人で蹴け散ちらせる〟





　任務16番『統政庁派は遣けん』の最終選考。


　モニカ部隊とナッシュ部隊──残る二部隊による最終選考前に、ユメルダ教官が試験官イーシヤをつれてユミィに事前報告にいった時のことだ。この時のやりとりがなかったら、一介の新米候補生シエルテイスを巫女ユミイが推すい薦せんすることがまず不自然に映っただろう。


　……普段は僕一人だけきっつい訓練を命じてくれてるけど。


　……こればっかりはユメルダ教官に感謝か。


　心の内で安あん堵どの吐と息いき。


「教官からも高評価でしたので、今回の任務にあたり巫女わたしから推薦します」


「承うけたまわりました。──では続きを。まず昼間の会議にあたっての警備ですが、これは引き続き行っていただきます。総務局長様の警備人数が減ると不自然ですし、何よりそんな時に緊きん急きゆう事態が起きてしまえば元も子もないですから。……次が重要です」


　揺の指先が自らの胸ポケットの中へ。


　一いつ拍ぱくの間を置いて、彼女が取りだしたのは銀色のカードキー。


「統政庁の庁舎に入る時ですが、私をのぞく全員がロビーで認証カードを受けとったと思います。私のＩＤは『二等級役員』、皆みな様さまのは『賓客ゲスト用』ですね」


「……昨日と今日、入る時に借りて帰る時に返したやつだね」


「はい。この電子カードキーを持ってロビーを進むと『入庁』となり、ロビーを抜ぬけた時に『退庁』と見なされる仕組みです」


　護士の員章も電磁カードを採用しており、それを持った護士がどこにいるかわかる仕組みになっている。それに似た管理システムというわけだ。


「そこで会議後、モニカ様たち部隊員三名には普段どおりカードキーを持ったままロビーを越こえて『退庁』していただきますが、シェルティス様にはそのまま残って統政庁内に残ってもらいます」


「……あれ、でもそうするとさ。僕のぶんのカードキーだけ残っちゃう？」


　四人の護衛のうち三人のカードキーしか返へん却きやくされていない。受付の役員が気づけば不ふ審しんに思われやしないだろうか。


「はい。ですから会議終しゆう了りよう後、シェルティス様のカードキーを私にこっそり渡わたしてください。私がシェルティス様と私のぶんの二枚、カードキーを持ったままゲートを潜ります。そうすれば『電子管理上は統政庁から出たことになるけれど、実際は統政庁に残ったまま』という状じよう況きようになるわけです」


『おー、なるほど。揺さんのような内部協力者がいるからできる策ですね。手順は簡単だけど電子管理上はバレないと思います』


「実はこれ、統政庁の職員がやる策なんですよ。出勤で遅ち刻こくしそうになったりとか、逆にどうしても帰ったことにしたい時に友人に頼たのむんです」


「あとは……隠かくれる場所？」


　統政庁に残ったままであっても、実行時間までは十時間ほど猶ゆう予よがある。どこかに身を隠しておかなければ、誰だれかに見つかると面めん倒どうだ。


「そうですね、結論から申し上げますと男性トイレで結構ですよ。『故障につき使用禁止』とでも貼はり紙がみを貼って、その中に隠れていてください」


「……嫌いやな予感がしたんだよ」


　すると揺は、妙みように大人な笑顔でにこりと微笑ほほえんで、


「これでも譲じよう歩ほ案ですよ。迎むかえにいく私からすれば、女性トイレに隠れていただいた方が楽なんですから」


『シェルティス？　女性トイレは女の子の聖域です。どんな理由であれ──』


「だめだよ？」


「……僕まだ何も言ってないじゃん」


　機械水晶イリスとユミィに睨にらまれて、シェルティスは渋しぶ々しぶと溜ため息いきを吐はきだした。


「……大人しく男性トイレで待ってます」


「では手て筈はずも決まりました。あと服装ですね。目的の場所まで進む時、誰かに見つかっても最悪『揺の同どう僚りようだ』でやり過ごせるよう、天結宮ソフイアの儀ぎ礼れい衣い以外のものでお願いします。何かお持ちですか」


　そう聞かれ、とっさに思い浮うかべたのは普段の黒ジャケットだ。


「ええと、儀礼衣とは思われないものなら一応」


「それで結構です。男子トイレに隠れている時に着き替がえておいてください。着替えた後の儀礼衣は私が回収します」


　つまり事前準備は必要なし。


　あとは明日あしたの会議終了を待てばいい。


「私からは以上です。ご質問は？」


「あ、一つだけ。内容に関することじゃないけどさ、そういや見かけないと思って」


　リビングをぐるっと見わたしながら。


「錬護士筆頭の彼女がいないけど、この話はもう伝わってる？」


「イシュタル様にはこの後お伝えします。内容は説明済みですが、実行者があなたに決まったことまではご存じないはずです。……いまは、この部屋を出た先の十字路で立ち番をしてくださっているはずです」


　盗聴が部屋の中からとは限らない。そこで部屋の外側に立ち、誰かがこちらに近づくのを牽けん制せいする役目というわけか。


「わかった、じゃあ僕からの質問は終わり」


「では明日よろしくお願いいたします。本日はこれで終わりにしましょう」


　ぱたっと手帳を閉じる女性秘書官。


　それをきっかけに、誰より先に立ちあがったのは法衣姿の巫み女こだった。


「あの……いましか言う機会ないと思うから」


　不安げに揺ゆれる翡ひ翠すい色の双そう眸ぼう。


　こくんと息を呑のみこんで、そして。


「ちゃんと帰ってきてね。失敗したって誰も責めない……だから無事に帰ってきて」


「──了りよう解かい」


　掲かかげた右手で応こたえ、シェルティスは巫女の部屋を後にした。


　部屋の扉とびらを抜けて通路へ。薄うすい絨じゆう毯たんがしかれた通路をまっすぐ進み、やがて他の客室へとつながる十字路が見えてくる。


「あ、終わったんだぁ？」


　十字路の中央にて、金きん属ぞく鎗そうを抱かかえて佇ちよ立りつする女性護士。


　儀礼衣の各部を何本ものベルトで絞しぼり上げるという異色の装よそおいだからこそ、光の中にうかびあがる彼女のシルエットは驚おどろくほど細く──否いな、研とぎ澄すまされて見えた。


「ええ、もう部屋に戻もどって大だい丈じよう夫ぶです。巫女様も待っていますので」


「そお？　あーよかった！　こーんな人の少ない通路で見張りしたって張り合いなくて。イシュタルも暇ひまで暇で寝ねちゃいそうだったの」


　ふぁぁ、と大きくあくびしてみせる彼女。


　……余計な会話はしない方が無難か。


　小さく会え釈しやくだけを残し、そのまま彼女の脇わきを通りすぎようとして。





「イシュタルが追い返したのはモニカさんだけだったよ」





　無視して通りすぎるべきだ。


　頭ではそう理解していたはずなのに、気づけば足が止まってふり返っていた。


「三十分くらい前かな？　モニカさんが真しん剣けんな様子でね、部隊員うちのシェルティスを知りませんかって。ま、おかげでイシュタルも『あー、てことはユミィ様が選んだのは彼か』ってわかったんだけどね」


「……それで」


「必要な部分だけは話してあげたよ。彼にはちょっとした特別任務を与あたえる予定だから、巫女様の部屋でお話し中ってね。本当に差しさわりのない部分だけ」


　にこやかな笑顔。


　その表情に、ほんのわずかな棘とげを含ふくませて。


「キミがモニカさんを庇って代役を引きうけた。な～んてことは言ってないから安心していいよ？　それ言ったらモニカさん正気じゃいられないだろうし」


「…………」


　いま彼女がさらりと告げた内容は、自分がモニカより隠おん密みつ行動に秀ひいでていると知っていなければできない発想だ。


　……やっぱり僕の正体に気づいてるのか？


「種たね明あかししよっか？　イーシャちゃんが言ってたの」


　一歩、イシュタルが近づいた。


「候補生のくせに生意気なくらい強い双そう剣けん使い。敵かなわないから逃にげたいじゃなくて、敵わないけど負けたくないって気持ちにさせる奴やつがいるって。イーシャちゃんがそこまで言うなら、モニカさんを庇かばって代役を引きうけるくらいの実力がある。そう考えるのって自然だよね？」


　……実妹イーシヤが話してたことが根こん拠きよ。


　……ということは、まだ僕の正体までは気づかれていない？


「しっかしキミ、無口だね。緊きん張ちよう？　それとも何か考え事？」


　口元に手をあてて彼女が微笑。


「まあどっちでもいいんだ。イシュタルは気にしないしー。イシュタルは興味がないもん。ほかの護士にも、巫女様のことも興味がない」


「────」


「じゃあねー、モニカさんによろしく」


　陽気な表情で手をふって、一見隙すきだらけなスキップで去っていく。


　……四年前と何一つ変わってないんだな。





〝なら少年、力ずくで聞いてみるか？〟





　あの時と何一つ変わらない。


　千せん年ねん獅しになることも、巫女のことにも興味がない。周りの錬護士が千年獅となるのも、あるいは引退していくことにも何一つ興味を抱いだかないなんて。


『考え事ですか』


「……ううん、行こう」


　機械水晶イリスにうなずくのと同時だった。シェルティスが一歩目を踏ふみだそうとしたのと、十字路の角に人ひと影かげが見えたのは。


「……シェルティス」


　桜色の長ちよう髪はつをなびかせて目を見開く少女。


「あ、ええとさモニカ──」


「言うな」


「……え」


「言わないでいい。聞けば……わたしはお前を殴なぐってでも止めたくなる」


　小刻みにふるえる少女のか細い肩かた。


　唇くちびるの端はしを嚙かみしめて、さらに深呼吸で無理やり平静を保っている──それが痛々しいくらいはっきりと伝わってきた。


「イシュタル筆頭からお前の任務の話は聞いた。どんな任務かまでわたしに聞く権利はないけれど…………白状すればわたしは反対だった。お前が選ばれるのは実力からして当然だと思う。でもお前はわたしの……大事な……大事な……」


　こくん。


　彼女が息を呑みこむのがはっきりと伝わってきた。


「部隊の……一人で、それを理由も知らされない任務に行かせるなんて、たとえ錬護士筆頭からの命令であってもご免めんだ。……だってそうだろう？　わたしが任務内容すら知らされないなんて、それ自体、危険な任務だって言ってるようなものじゃないか」


　彼女の直感は正しい。だからこそイシュタルも半はん端ぱな噓うそはつけず、本当のことを伝えざるをえなかったのだろう。


「いや、どのみちわたしが反対したって無意味か。候補生のわたしが何を言ったところで覆くつがえるレベルの話じゃないんだろうな……」


　乾かわいた笑みを浮かべる部隊長。


「だから無事に帰ってこい、任務に成功しても失敗しても。わたしが部隊長として言いたいのはそれだけだ。あとの小言はお前が帰ってからにとっておく」


「……心配かけないよ。朝方には戻ってくるから」


　こんな任務の一つや二つで挫くじけるつもりはない。


　そもそも『ミクヴァの緋ひ眼がん』だって目的までの過程にすぎない。目的はあくまで幽幻種の培ばい養よう水すい槽そうの目的と犯人を突つきとめること、そのために統政庁まで来たのだから。


「んじゃ、帰ろ。途と中ちゆうまで一いつ緒しよだし」


「……ああ」


　ぎこちない表情のモニカを押して、シェルティスは自分から再び歩きだした。
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　会合三日目。


「まったく、今度はモニカが目に隈くまですか？」


　休きゆう憩けい室の静せい寂じやくを、昨日同様に華宮の溜ため息いきが打うち砕くだいた。


「……隠かくしたつもりだったんだけど」


「目元だけ白粉おしろいを塗ぬりたくってるんですもの。そりゃ目元に何か隠してるなってわかっちゃいますよ。お化け粧しようも少しは練習してください……あーあ、こんな厚塗りしちゃって。ほらじっとしてて」


　旅行用の化粧キットからパフをとりだす華宮。それをモニカの目元にあてたところで、ぴたりとその手が止まった。


「昨日はシェルティス、今日はモニカが目に隈？　よもや二人とも、夜な夜な密会なんてしませんよね？」


「護衛のことを考えていたら寝れなかっただけだ」


　憮ぶ然ぜんとした面おも持もちでモニカが目をつむる。


「それよりその……化粧を直してくれるのは嬉うれしいんだが、場所が」


「誰だれも来ませんてば」


「いやだから、この場はだな……」


　恥はずかしそうに頰ほおを赤らめる彼女。


「……さすがに男性陣じんの前というのは恥ずかしいというか」


「いいじゃないですか。たまにはそういう隙を見せるのも技わざですよ」


「色気のねぇ女が何してもかわらねぇよ」


　椅い子すにふんぞり返るヴァイエルの一言に、女性二人がぴくっと眉まゆをつり上げた。


「あー言いましたね！　じゃあ見ててください。ほらモニカじっとしてて、あのわからず屋にわたしの高等テクニックを──」


「ば、ばか華宮！　やめろ、わたしの顔を実験台にするな！」


　怪あやしげな小道具を持ちだす華宮に、それを慌あわてて止める部隊長。


『すごいですねー』


「体力あるよね」


『モニカ、きっと一晩中あなたのこと考えてくれてたんですよ。優しい人です、ユミィが先せん輩ぱいと呼んで懐なつく理由もわかります』


「……心配かけないよう頑がん張ばるよ」


　天てん井じようをぼんやりと見上げ、シェルティスは焦しよう点てんの合わない瞳ひとみを宙にさまよわせた。


　──もうすぐ正午か。


　会議の終しゆう了りよう予定が午後五時。それと同時に行動開始で、まずは揺と合流して自分のカードキーを渡わたすことになる。そのまま自然に周囲から離はなれて身を隠す。


　……この五時間後。


　頭の中で何度も何度もイメージを練ねり上げてくり返す。やること自体は簡単なのに、何度くり返しても気分が落ちつかなかった。
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　夜十時。


　統政庁の監かん視しシステムにより、庁舎に残る人間が電子カードキーの情報から一いつ斉せい走査で抽ちゆう出しゆつされる。無人となった棟とうのエリアから消灯。と同時に、無人となったエリアには通行パスが設定され、職員でない者は通行ができなくなる仕組みだ。


　……まずは第一関門クリアか。


　息を殺して潜ひそむ男性トイレの個室で、数時間ぶりに深呼吸。


　自分の潜むエリア一帯で明かりが一斉消灯。つまり統政庁の監視システムで、シェルティスという外部の人間が『退庁』したと認識された証あかしとなる。


『揺さん、うまくやってくれたみたいですね』


「……あとは待つだけか」


　時を待つ。


　一つでも多くのエリアが消灯し、侵しん入にゆうしやすい状じよう況きようが生まれるまで。


「……イリス、いまちょっとだけ話しても平気かな」


『小声でどうぞ。大声出して見つかってはいままでの努力が台無しですからね』


　声をぎりぎりまで抑おさえ、ほとんど独り言の要領でシェルティスは続けた。


「……昨日、少し思い直したことがあったんだ」


『いまからの侵入に緊張してる、とかですか？』


　ううん──胸元で揺ゆれる機械水晶イリスへと、シェルティスは無言で首を横に振ふった。


「ほら今回の任務で、僕もユミィも一緒に統政庁ここに来れて良かったって喜んでたけど……やっぱりそんなことで喜んじゃいけなかったのかもしれないって」


『……本来の目標はその先ですからね。一緒の任務でというのは良い接点かと思いますが、それで満足してしまうようではダメ？』


「そういうことだと思う」


　きっかけは一昨日おとといの夜。ユミィが自分を頼たよって来てくれた時。ユミィが相談に来てくれたことが嬉しい。たしかに一昨日はそう思ってしまったけれど、それは違ちがった。


「ユミィを泣かせちゃった時点で、やっぱりだめなんだなって」


　もし自分が候補生でなく千年獅だったなら。


　もし自分が……こんな魔ま笛てきに呪のろわれた身体からだでなかったのなら、ユミィがあれほど思い詰つめるより前に、誰より近くで慰なぐさめることができていたはずなのだ。


『ユミィの千年獅になるための再スタート。その初心忘れるべからず、ですね』


「まあね……ごめん、それだけ言いたかったから」


『はい』


　再び沈ちん黙もくの帳とばりが降りて──





　それから、どれだけの時間が経たっただろう。





　会合の閉会から優に十時間近く。


　待つという感覚が感覚でなくなり、時間の感覚が麻ま痺ひしかけてきた頃ころ。


　──コツッ。


　消灯した男性トイレに、あるはずのないヒールの音がこだました。


「揺です。お待たせしました」


「……ちょっと疲つかれたよ、トイレにこんな長く籠こもったの初めて」


　扉とびらをあけた目の前に見み慣なれた女性。


「なにごとも経験です」


　営業用の微笑を含ふくませて秘書官が身をひるがえす。


「目的地は第四棟の31区画、そこの東とう端たんにある昇降機エレベータから地下に潜もぐります。ちなみに現在地は第二棟の61区画です。第二棟から第四棟までの大旅行……歩きますよ？」


「時間はかかってもいいんだ、安全なルートでお願い」


「もちろん。極力監視カメラの目からも外はずれたいので、私の歩いた場所をそっくりなぞるつもりでついてきてください」


　眼鏡ごしの視線に覚かく悟ごをにじませて揺が歩きだす。そのすぐ後を、シェルティスも息を殺して追いかけた。
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　コツッ──ツッ──


　通路に響ひびく足音。時に巨きよ大だいな会議室の内部を通過し、時に非常階段を伝っていく。


　……本物の迷路以上に入り組んでる。


　……警備システムや警備員じゃなく、最大の防衛システムはこの内部構造そのものか。


　できるかぎり道を覚えよう。その考えが甘かったことを痛感し、シェルティスは心の内で舌打ちした。


「────」


　無言で先を行く揺が、十字路に突き当あたる直前でぴたりと足を止めた。


「さっきからふり返ってるけど、尾び行こうを警けい戒かいしてるの？」


「いえ。気にしたのはあなたのことです」


　珍めずらしくも苦笑いの表情で彼女がふり返る。


「あなたの足音が静かすぎて不安になりました……私も消音ブーツを履はいてきているのに、さっきから聞こえるのは私の足音だけなんだもの」


『護衛はそれも仕事ですよ。足音がうるさいと護衛対象も気に障さわるでしょう？』


「あ、それ僕の台詞せりふ」


『だってぇー、いい加減なにか喋しやべらないとイリスは退たい屈くつで死にそうです』


「参考になりました。でもお喋りは我が慢まんしてくださいね」


　口元の苦笑をぬぐい去る彼女。そのまま歩きだすかと思えば、彼女は胸ポケットから見覚えあるカードキーを取りだして。


「この十字路の先にある扉が第四棟への連れん絡らく通路です。天結宮ソフイアでいう機工局、それと巫み女この沁しん力りよく情報を解かい析せきする沁理局をあわせた部署で……この棟自体が一つの研究機関と言いますか。表向きの重要度は他の棟が上なのですが、機密情報になると第一棟から第三棟を合わせても及およばないでしょうね」


　緑色の非常灯に照らされて浮うかびあがる鋼鉄製の機械扉。重厚で重々しい。揺の説明がなければ、まるで監かん獄ごくの入口とも錯さつ覚かくしそうな圧あつ迫ぱく感かんだ。


　──カード擬ぎ装そうチェック……『正常』──


　──ＩＣレベルチェック……『二等級』──


　──ゲートを開放します。二十秒以内に入棟してください──


　揺のかざしたカードキーに呼応して扉の中央部が点灯。さながら海が割れるように、堅かたく閉じた機械扉が両開きに開いていく。


「ここが１区画目、31区画はこの棟の奥ですね」


『一つお訊たずねしていいですか？　ロビーでもらったパンフレットの案内図に31区画という場所は載のっていなかったように思えたのですが』


「ご明察。歩きながら説明します」


　言葉のとおり、歩調を緩ゆるめるどころか早める彼女。


「存在しないはずの『はぐれ区画』。内部役員からそう呼ばれるエリアが、この建物の中にいくつか存在しています。マップ上に表示されない理由としては、単なる設計ミスから生まれた余白部分だったり、単なるゴミ収集場だったりですが……それらに混じり、最重要機密ゆえ一いつ般ぱん職員には知らされない部屋が存在するわけです」


「この棟だと31区画がそれ？」


「はい。どの棟にいくつソレがあるか、完全に把は握あくしているのは元老院の長老たちだけでしょう。私も数えるほどしか知りません」


　まっすぐ北へ、北へ。


　物音も人ひと影かげもない空くう虚きよな通路を、ただ無心で進んでいく。


「いまさらですが、白状しますと意外でした」


　彼女が言外に含ませた言葉の意味を少し考えて──


「モニカじゃなくて僕がここに来たこと？」


「はい。私はモニカ様だろうと踏ふんで昼食一回分を賭かけたのですが……残念。イシュタル様に負けてしまいました」


「……それって」


「ええ。イシュタル様は昨日の時点であなたになると賭けていました。それもユミィ様が自らあなたを指定するだろうって。失礼ですが、イシュタル様とご面識は？」


「……ないはずです」


「そうですか……いえ、ちょっとした好こう奇き心しんでした」


　わずかな稚ち気きをうかがわせる笑み。


　しかしそんな笑顔も一いつ瞬しゆんでぬぐい去り、先を行く彼女がにわかに足を止めた。


　彼女が足を止めたのは──非常誘ゆう導どう灯とうがともる巨大な扉。


「非常扉に見えるけど」


「普ふ通つうの非常扉に、こんな怪あやしい認リ証ー機ダ器ーってついてます？」


　扉とびら脇わきに小さく突つきでた黒い箱状機器。


「回転扉をイメージしてください。何の照合も行わなければただの非常扉ですが、特定の職員権限で認証を行った場合のみ、奥にある昇降機エレベータに行ける通路につながる仕組みです」


　──カード擬装チェック……『正常』──


　──ＩＣレベルチェック……『二等級』──


　──ゲートを開放します。二十秒以内に入棟してください──


　扉の奥で巨大なモーター音。それと共に足あし下もとが小さくゆれ、何かと何かが連結した結合音が轟とどろいた。


「ふぅ。さ、シェルティス様」


　自分のカードキーをしげしげと眺ながめ、彼女はそれをこちらの胸元に差しだした。


「これをお持ち下さい」


「……でも、このカードキーは揺さんの」


「この先の昇降機は一人乗りです。さらに、動かすには必ず職員認証──つまり私の権限をもったカードキーが必要になりますから」


　にこりと微笑ほほえみ彼女が一礼。


　そのもの寂さみしげな仕草が全てを伝えてくる。彼女はここまでなのだと。


「私がご案内できるのはここまでです。カードキー、ちゃんと返してくださいね？」


「……ありがとう」


　受けとったカードキーを握にぎりしめる。


　深々と頭を下げたままの彼女に背を向けて、シェルティスは前に歩きだした。
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　──夜空を眺めていた。


　ガラス製の透とう明めいドームごしに見える夜の天球。星を見るわけでも月を見るわけでもなく、ただ漠ばく然ぜんと、何もかも忘れて空を見たい気分だった。


　……いまごろ。


　……シェルティスは統政庁に侵しん入にゆうしてる頃だよね。


「ユミィ様はロマンチストですねー。この部屋、気に入りました？」


　どこまでも軽快で甘い声。


　猫ねこなで声？　いいえ、母親が子供をあやす時の……そんな声だ。


「イシュタルさんは星空って嫌きらいですか」


「ん～、嫌いではないけどずっと眺めたいとも思いません。星なんかよりイーシャちゃんのこと見てる方がいいし、そうでなければ修行する方を選びます」


　水気を帯びたタオルを手にしたイシュタル。浴室に向かったと思いきや、数分と経たたず戻ってきた。見たところ服も儀ぎ礼れい衣いのままだ。


　……そういえば、ここ三日ずっとそうかも。


「お風ふ呂ろ、早いんですね」


「いつも鴉からすの行水ですよー。あ、でもここ数日は行水もしてないかな？　濡ぬれタオルで身体を拭ふいたくらいです」


　初耳だった。てっきり手早くシャワーくらい浴びてると思っていたのに。


「……お風呂まで我慢してたんですか」


「天結宮ソフイアに戻もどるまではね。いつどこで敵の襲しゆう撃げきを受けるかもわからないんですから」


「睡すい眠みんだって、ここに来てからろくに取ってないんじゃ」


「ええ、だから家に帰るのが待ち遠しいですねー。ベッドにごろんて転がりたいです」


　……そこまでしてわたしの護衛を？


　……千年獅でも何でもないのに、臨時で仕方なくついてきてくれただけなのに。


「ふしぎですか？　ま、本ほん音ねを言うと護衛なんか面めん倒どうくさくてしょうがないんです。えと、別にユミィ様限定じゃないですよ？　千年獅の真ま似ね事ごと自体したくないんです。したくないから錬れん護ご士しに留とどまってるようなものです」


「……意外です」


　ショックより驚おどろきの方が大きい。


「それなら、わたしの護衛だって引きうけなくても……」


　巫女の護衛ほどの任務となれば錬護士といえど拒きよ否ひ権はない。だけど予定が既すでに入っていれば免めん除じよされることもあるし、体調不良を訴うつたえればもっと確実だ。イシュタルほどの護士であれば当然それも知ってるはずなのに。


「今回は特別です。イシュタルにも下心がありますから」


　自らの髪を一ひと房ふさとって手の平に載のせる彼女。


「目的があるんです。こうしてユミィ様の護衛としてでもないと、なかなか統政庁に来るなんて機会ありませんから。まあ、実際こうして統政庁に来てみても、イシュタルの目的が都合よく果たせる可能性ってすごく低いんですけどね」


「それは──」


「ひ・み・つ。こればかりはイーシャちゃんにも内ない緒しよにしてる事じ項こうなので、相手がユミィ様でも内緒です。……ああでも、イシュタルが割としっかりユミィ様の護衛やってる件は、これまた別の理由があるんですけどね？」


「ますますわかりません」


　頭の中がこんがらがりそうで、ユミィは素直にしかめ面つらを作ってみせた。


「ええと……巫女の護衛なんて本当は引きうけたくなかったけど、それはイシュタルさんにも下心があって、統政庁に来たい理由があったから？　だけどイシュタルさんがわたしのことすごく良く面倒見てくれてるのは……また別の理由があるんですか」


「ですねー。ユミィ様がちゃんと寝ねてくれるなら話してもいいですよ？」


　ぎくり。図星をつかれて思わず一歩後ずさる。


　統政庁に向かったシェルティスのことが気になって眠ねむれない。それを少なからず読み取ったのだろう。本当に、この錬護士はどうしてこうも聡さといのか。


「……わかりました。寝る努力はします」


　だから教えてほしい。巫女の護衛は面倒くさいとはっきり言ってのける人が、どうしてわたしの護衛にこうも気を遣つかってくれるのだろう。


「けじめですよ、けじめ」


　錬護士筆頭の唇くちびるから、予想もつかない言葉がこぼれ落ちた。


「巫女様は、いまの塔とうの護士に満足してますか？」


「……え」


「イシュタルはね、全然満足してないんです。正護士になれたイーシャちゃんでも問題外。残りの皆みなさんも弱い、弱すぎる。ずっと何年も前からそう思ってて……でもほんの少し、その中で輝かがやいて見える子もいました。ホルンちゃんとかレオン君だったりね」


　千年獅の第三位、機術装甲士エクスマキナのホルン・ノヴァ。


　千年獅の第四位、大たい剣けん使いのレオン・ネストリウス・オーヴァ。


　いま彼女が挙あげた名はどちらも、既に千年獅となった者の名だ。


「あと一人、その二人に勝まさるとも劣おとらない子をイシュタルは知っていました。強さと感情にムラがあるけど、まあ数年以内に千年獅になれるかなくらいの子」


　誰だれだろう。そんな二人に匹ひつ敵てきするとまで彼女に言わせる護士は。


「いまユミィ様のことちゃんと護衛してるのは、その子に対する弁解というか弁明というか、ちょっとした罪つみ滅ほろぼし的な感覚です。面倒事を押しつけちゃったものですから」


「…………」


　彼女が面倒事を押しつけた相手。わたしのことを真しん摯しに護衛することが、その相手への罪滅ぼしにつながる？


　……それって。


　……そんな言い方されて、わたしが想像できるのは────


「イシュタルさん、あなたは……何を考えてるんですか」


「いずれわかります。イシュタルの目的も、時が来れば自然にね」


　彼女が身をひるがえす。


　その横顔は、ユミィの背筋が凍こおりつくくらい冷たく研とぎ澄すまされていた。
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　聖廊。


　それは巨きよ大だいな部屋であり通路だった。


　覗のぞきこめば髪の毛一本一本が映うつるくらい磨みがき上げられた石いし床ゆか。天てん井じようには巨大な照明がいくつも設置され、部屋全体が眩まぶしいほどの光に満ちている。


「……さて、何が出てくるか」


『可愛い女の子だったらどうします？』


「却きやつ下か。こんな場面で出てきても逆に不気味だもん…………あ、でも」


『やっぱり女の子がいい？』


「話し合いができる子ならね」


　唇を嚙かみしめ、光あふれる通路の正面を睨にらみつける。


　──誰もいないか。


　周囲の気配をうかがいつつ、一歩また一歩と進んでいく。


『ねえシェルティス、話し合いって？　統政庁の人とですか？　ここまできて？』


「……さっき揺さんが来る前に話してたことあったじゃない。ユミィの件で」


　ユミィが自分を頼たよって、そして『ミクヴァの緋ひ眼がん』の件を託たくしてくれた。


「ミクヴァの緋眼にたどり着けたら、レオンと行った浮遊島ラグーンの謎なぞも全部解とけるんだろ？」


『でしょうね。統政庁のおおよその企たくらみも』


「統政庁以外のことも、調べられる？」


『どういう意味ですか？』


「……いや、ごめん。ちょっと聞いてみたかっただけ」


　思考の渦うずの中で、いまも流れずに引っかかり続けるわずかな疑念。


「昨日の夜、ユミィと会話してて思ったんだ。なんていうかさ……この件は本当に統政庁の仕し業わざなのかなって」


　ユミィの相談に乗るという立場になったことで、いままでになく冷静に、今回の件に関して情報を整理することができた。


　統政庁が管理する区域の浮遊島ラグーン。そこに設置された研究施し設せつと幽ゆう幻げん種しゆ。


「明らかに統政庁が怪あやしいってのは僕もわかるよ。いまでも九割以上そう思ってる」


『残りの一割は？』


「……わかんない。でも、なんだろう。統政庁の態度かな。会合どころか、わざわざ自分の領土ふところまで僕らを呼び寄せる自信？」


　統政庁は自信を持っている。それが、この会合を経へてもなお真実を隠かくし通せるという自信なのか、それとも別の企みがあるかはわからない。


　……ただそうすると。


　あのマハという黄金術者が何者なのか、その正体がさらに謎ということになるのだが。


「…………」


『先ほどの問いに対する答えですが、場所と時間を指定すれば『緋眼』による記録の検けん索さくは可能です。何も映らない可能性が高いとは思いますが』


「わかった、ありがと」


　とにかく進む。求めている至し宝ほうを見つけなければここに至る努力も全てが水の泡あわ。……なによりユミィの期待に応こたえられなくなる。


「まっすぐ？」


『それしか道がありませんからね。罠わなでも何でも進まないと』


　幅はば十メートルほどの通路が延々とまっすぐ延のびている。


　通路の脇わきには巨大な石柱がいくつも立ち並び、それが上部でアーチとなって天井を支ささえている。まるで神しん殿でんか何かの入口を彷ほう彿ふつとさせる設計である。


　……この広さが気になるな。


　直線距きよ離りだけで数百メートルはあるかもしれない。揺とわかれた後の昇降機エレベータでだいぶ深くまで潜もぐってきたけれど、まさに地下の大だい空くう洞どうといった印象だ。


「イリス、いまさらだけど監かん視し機器は？」


『私が見たかぎりなさそうですよ。統政庁の内部の人間ですら一握りしか知らない場所だし、機密を守るためにも映像データは残せないのかも』


「そっか、まあそうだろうね」


　聖廊とまで呼ばれる場所だ。そこまで重要な場所だからこそ、機密を守るためにも監視機器は設置できないということなのだろう。ここまでたどり着くことが大変だが、聖廊にさえ来てしまえばあとは進むだけの作業になる。


「……扉とびらだ」


　周囲の状じよう況きようを窺うかがいながら歩くこと数分。


　視界の先に、眩まぶしい真しん鍮ちゆうと銀で細工を施ほどこした荘そう重ちような扉が見えた。


『鍵かぎらしきものは不要のようですね』


「了りよう解かい。普ふ通つうの両開きの扉っぽいし、そのまま僕でも開け…………」


　脳でそう判断するより先に息が止まった。





　──いる。





　ただそこにいるだけで他者を圧あつ倒とうする重圧。天結宮ソフイアでも過去数回感じたかどうかの、絶対的な存在感を持つ何者かが。


　……あの時の奴やつだ。


　会議初日、統政庁の庁舎全体を包むように感じた気配。


「イリス、剣の構築を」


　双剣の構築を機械水晶イリスに命じ、自分はただひたすら前方を凝ぎよう視しする。この押おし潰つぶすような気配がもっとも濃こく感じられる方角を。





「侵しん入にゆう者しや……久しいな？」





　前方右手の石柱から、音もなく巨大な人ひと影かげが現れた。


　いや、それは人影ではなく──大人の背せ丈たけよりも巨大な全金属製の鎚矛メイス。棒状の柄えですら成人男性の腕よりも太く、先せん端たんに取りつけられた円柱式の柄つか頭がしらにいたっては、シェルティスが両手を回しても抱かかえられるかどうか。総重量にいたっては想像もつかない。


「この先の秘宝、よもや知らぬわけでもあるまい？　しからば……」


　人の武器としては巨大すぎる欠けつ陥かん品。


　それを、その男は右みぎ腕うで一つで悠ゆう々ゆうと携たずさえていた。


「これより先は不ふ可か侵しんなりし絶対の聖域。特務機関『天の車』より『第一』のゼアドール、聖廊を護まもりし任により貴き様さまを排はい除じよする────見事越こえてみせよ」


　シェルティスが見上げるほどの大男。


　薄うす地じの黒インナーの上にまとう灰色のロングコートが、男の発達した筋組織を隠しきれずに内側から膨ぼう張ちようしているのが見てとれる。焦しよう土ど色の髪かみは短く刈かって逆さか立だてており、灰色の瞳ひとみはその勇ゆう壮そう感を嫌いやでも感じさせる。


　……こいつが聖廊の守護者。


　頰ほおを冷たい汗あせが伝っていくのがわかる。


　特務機関『天の車』、それが統政庁の保有する執しつ行こう部ぶ隊たい。……やっぱりこんな特務機関を持っていたのか。薄うす々うすと想像がついていたことだ。黄マ金ハが統政庁に属しているなら、アレが所属する部隊とも戦うことだって覚かく悟ごしていたのだから。


　……むしろマハが不在なだけマシか？


　戦せん闘とう形態は容易に想像がつく。技工も策も罠も用もちいず、ただ己おのれの実力だけで相手を粉ふん砕さいする原始的手法。ゆえに、こちらも策を講じにくい。


　さてどうするか。


　まずはゼアドールの出方を確かめて、それから反はん撃げきに──


「…………」


「…………」


　が、守護者である男はまるで襲おそいかかってくる気配はない。むしろ何かを期待する目でこちらを凝視していて。


「…………お主ぬしの番である」


「はい？」


「名乗らんか」


　超ちよう重量の鎚矛メイスが振ふるわれ、こちらの視線に合わせてぴたりと止まった。


「吾わが輩はいが名乗っているのに、貴様だけ名乗らないとは無ぶ粋すいである。名乗られよ」


「……シェルティス」


『ばか、本名言ってどうするんですか』


「……あ、しまっ──」


　機械水晶イリスの叱しつ咤たに思わず声が出た。もしこの男が天結宮ソフイアの護士の名前を知っていれば、それだけで自分の目的と素す性じようがばれてしまう。が──


「そうか、ではシェルティス。この聖廊まで侵入した手しゆ腕わん、まずは見事と褒ほめておこう」


　……え、もしかして。


　……名前聞いたのってそれ言いたかっただけ？


「さらには吾輩の実力を見み抜ぬき、自然と剣けんを構える態度。これも見事と言えよう」


「……はぁ、どうも」


「しかしっ！」


　ゼアドールの怒ど号ごうが、聖廊全域の大気を揺ゆるがした。


「吾輩をもってこの聖廊を絶対の聖域と成なす。過去、この聖廊にて侵入者を許したことは無し。しからばシェルティスとやら────見事越えてみせよ。吾輩の立つこの境界線を一歩でも越えれば、吾輩も黙だまって貴様を見過ごしてやろう」


「……いいの？」


「義は通す。吾輩、生しよう涯がいをとおして一度として敵を欺あざむいたことがないのである」


「…………」


　目を見ればわかる、噓うそは言ってない。


　この男は、敗北を認めれば素直に『ミクヴァの緋眼』まで通すつもりなのだ。その負けられないという逆境こそが、自身をさらに成長させることを知っているから。


　……参ったな、完全に計算が狂くるった。


　……一番苦手なタイプだ。


　男の放つ威い圧あつを受けとめ、シェルティスは素直に苦笑をもらした。


「困った……もっとこう、狡こう猾かつで回りくどいタイプの方がよっぽどやりやすいのに。まさかあんたみたいな人が統政庁の奥にいるのは計算外だった」


「ふむ。しかしお主の目はそう言っていないようだが？」


「────」


「その瞳に欺ぎ瞞まんは無い。己の尊厳と信念に基づき、吾輩との真っ向勝負も覚悟の上で聖廊までたどり着いたのであろう？　立ち振ふる舞まいがそう告げている」


　大気を揺らす言葉。


　無言でそれを受けとめて────シェルティスは唇くちびるをつりあげた。先の苦笑ではなく、天結宮ソフイアの知人に見せるのと同じ子供っぽい笑みで。


　……やっぱりだ。


　……それがやりずらいって言ってるのに。


「僕、そういうの面と向かって言われるの苦手だ」


「そうか？」


「ったく……これならまだマハの方がいい。代わってほしいくらいだよ」


　が、マハの名前には反応がない。


　……仲間のことは話さない主義？　この男の性格を考えれば当然か。


「ふむ。ではこれより参る」


　あらためて剣を構えようとした刹せつ那な。





　暴風と地鳴りが、同時に聖堂を揺るがした。





　ぞくっ。


　後頭部にのしかかるような重圧。背筋を凍こおらせる寒気に指先までもが硬こう直ちよくする。


　──速いっっ!?


　床ゆかすれすれまで身を屈かがませる。その一いつ瞬しゆん後。大たい砲ほうの弾だん丸がんを思わせる勢いで、頭の真上を銀色の鎚矛メイスが横一直線に薙なぎはらっていった。その勢いはシェルティスを通過して、なお止まらずに背はい後ごの石柱へ。


　破は砕さい。


　見上げるほど巨きよ大だいな石柱が、鎚矛メイスの一いち撃げきによって無数の石片へと変わった。それもプリンをスプーンで掬すくうようにあっさりと。


「見事な反応である」


　石柱に刺ささった鎚矛メイスを引き抜ぬく秘宝の守護者。一瞬前まではこちらの前方十メートルの地点にいたはずが、いまは後方十メートルの位置に悠ゆう然ぜんと立っている。


　破砕された石柱の瓦が礫れきを眺ながめ、その破は壊かい力に息を呑のむ。


　……監視カメラがない理由ってこれか。


　もはや兵器と呼んで差し支つかえない大規模破壊、そして異様な機動力。敵を殲せん滅めつする光景を撮とろうとしても、立ち昇のぼる粉ふん塵じんでカメラがまるで意味をなさないのだ。


「行くぞ」


　その音おん声じようが届いた時には、もはや守護者の姿はそこにない。


　ゴッ──足あし下もとに豪ごう風ふうを巻き上げて、ゼアドールの巨きよ体たいは既すでに眼前に迫せまっていた。常人ならば、その姿が瞬間移動ワープしたとも錯さつ覚かくしていたに違ちがいない。


『シェルティス！』


　機械水晶イリスが警告。


　……双剣じゃ止められない。


　大砲の弾たまをナイフで受けとめるようなものだ。弾はじくこともできない。


「──ちっ！」


　轟ごうと唸うなる鎚矛メイスがふり下ろされる。その軌き道どうを測はかって身体からだを半歩ずらし、シェルティスはゼアドールの身体の内側に滑すべりこんだ。


「ほぅ」


　守護者の目がわずかに見開かれる。


　鎚矛メイスが巻き起こす暴風の渦うずの中心──台風の目とも言えるゼアドール本体に密着してしまえば安全圏けん。双剣だけが一方的に意味をなす。


　ふっ。呼気を吐はきだし、身体の勢いを殺さぬまま握にぎる双剣に力をこめる。


　狙ねらいは顎あご先さき。


　剣先で真横から跳はねあげて脊せき椎ついを震しん盪とうさせ、脳の神経系統を麻ま痺ひさせる。当たればどんな人間だろうと昏こん倒とう確実の一撃だ。


　……決まる。


　ふり下ろされる鎚矛メイスにカウンターを合わせ、こちらは剣をすくい上げる。完全なタイミング、かわせない。その確信のまま剣の峰みねで顎先を叩たたく。同時──


　ギンッッッ！


　鈍にぶい音を立てて、氷ひよう結けつ晶しようでできた双剣の刃はが弾かれた。


「……なっ!?」


　人の身体の感かん触しよくじゃない。顎先の骨？　いや違う、もっと重く重厚で強きよう靭じんな金属だ。巨大な鋼鉄の塊かたまり、あるいはそれ以上の衝しよう撃げき。


「我わが聖域術式に隙すきは無し」


　鎗やりのごとき気勢でゼアドールが左ひだり肘ひじを打ち下ろす。


　倒たおせるはずの一撃が無意味。その驚きよう愕がくによって生じた一瞬の虚きよを逃のがさず、守護者の反撃が脇わき腹ばらに突つき刺さるのを感じた。


「ぐっ……！」


　ぎりぎり差しこんだ左肘で防ぼう御ぎよ。


　みしりっ。骨を通じて伝わる衝撃に顔を歪ゆがめながらも視線は上へ。流れるような動きで距きよ離りを詰つめ、立て続けに鎚矛メイスを横よこ殴なぐりに振るう守護者。


　トン。


　麻痺しかけた左肘を右手で押さえて跳ちよう躍やく。


　円柱そのものの鎚矛メイスの先せん端たんを目で追って、シェルティスが跳とんだ先は背後の円柱だった。


　湾わん曲きよくした円柱に横向きで着地し、さらには三角飛びの要領で天てん井じようすれすれまで飛ひ翔しよう。


　……聖域術式と言ったのか？


　……さっきの防御手段がわからない以上、先に攻こう撃げき手段から潰つぶさないと。


　鎚矛メイスを剣で切断する。


　一撃を空から振ぶりさせて動きを止めたゼアドール、その手にした鎚矛メイスでもっとも細い箇か所しよに焦しよう点てんを合わせる。自由落下による加速を乗せ、右の剣を全力でふり下ろし──


「受けて立つ」


　それを見たゼアドールの笑みが深まった。


　鎚矛メイスを引くか、あるいは鎚矛メイスを振り上げる。シェルティスが予想した二択たくのどちらでもなく────秘宝の守護者が振り上げたのは自みずからの素手だった。


「自分の腕うでをっ!?」


　剣の勢いが止まらない。鍛きたえ上げられた右腕を氷結晶の刃が切断する。そんな鮮せん血けつの光景が脳のう裏りをかすめる。





　キィッィィィィィ……ッッッッ……ンッ…………ッッ…………！





　聖廊に響ひびく清音。


　さながら氷製のハンドベルとでもいうべき、冷たく澄すんだ高音の奏かなで。


「……うそ」


　双剣を携たずさえて無音で着地し、シェルティスは今度こそ言葉を失った。双剣の刃に異常はない。何一つ……付着するはずの血の一いつ滴てきすら、そこには付いていなかった。


　全力でふり下ろした剣が、男の肘ひじ先で完全に止められていた。


「む」


　破けたコートの肘部分を眺め、ゼアドールがそこに指先で触ふれる。コート繊せん維いの隙すき間まからのぞく赤しやく銅どう色いろの巨きよ腕わん。その肘先に、うっすらとだが赤いものが滲にじみだす。


「我が防御、そのような小剣で突とつ破ぱしてくるか……？」


「……突破？」


　思いがけぬ言葉に眉まゆをしかめた。


　これで二度目。剣から伝わる感触は硬こう質しつ、筋肉はもちろん骨の硬度でできる防御じゃない。もっと強固な……金剛石ダイアモンド？　いや、それ以上。氷結晶の硬度レベルに近い。


　それにさっきの術式という言葉。


『沁しん力りよく、それも物質の具現をもたらす礼らい讃さん系けい術式と思われます』


「……モニカと同じ戦せん闘とう形態か」


　沁力を帯びた白銀結晶を生みだし、十字棍ロザリオにコーティングして戦うのがモニカ。


　この男も恐おそらくそのタイプ。違うのは──白銀を顕けん現げんさせるモニカと異ことなり、沁力を特定の物質として具現化させていないこと。


「だとすれば概がい念ねん顕現？」


「ほぅ、我が聖域術式を知るか」


　感かん嘆たんの証あかしか、ゼアドールが針のように双そう眸ぼうを細めてみせる。


　概念顕現。


　沁力にイメージを与あたえて物質として顕現させる点はモニカと同じ。違うのはイメージの仕方だ。おそらくこの男は具体的な物質をイメージするかわり、漠ばく然ぜんと『とにかく硬かたくて強固で無色透とう明めいなもの』という概念だけで沁力を具現化させている。
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「……氷結鏡界以外で初めて見た、本当にあるんだ」


『でしょうね。非常に高度な技法です』


　概念顕現の代表例が、実は巫み女こ五人による氷結鏡界だ。


　具体的にどんなイメージで顕現させたかは巫女のみが知る秘ひ匿とく事じ項こうだが、『氷結晶』という物質を世界に具現化させたのも概念顕現の応用とされている。


『戦闘でこれを応用した術者は特に稀まれで、私も過去に二人しか知りません。元々はそれくらい使い勝手の悪い術式です』


　天結宮ソフイアで扱あつかえるのは巫女くらいのもの、護士で使う者はいない。いわば忘れられつつある術式だが、統政庁ではそれがいまも伝承されているということか。


「聖域の守護者に伝えられる秘術ってことか」


「いかにも。だが歴代の守護者は皆みな、これに頼たよりすぎるがゆえ自己の研けん鑽さんを怠おこたった。……お主ならその意味がわかるであろう？」


　自らの体重を上回る鎚矛メイスを片手で持ちあげる。その先端をこちらに突きつけ、現在の守護者は詠うたうように宣言した。


「術式なんかおまけってこと？」


　とん、その場で軽く跳躍して足下の瓦礫を飛びこえる。


『でしょうね。いくら概念顕現にしても異常な耐たい久きゆう力です。術式だけの防御力では説明がつきません、元々の肉体強度そのものが極限まで鍛え上げられているとしか』


　この男の強さは聖域術式ではない。


　力の求ぐ道どう者しや。


　恵めぐまれた体たい軀くを持ちながらそれに驕おごることもなく、一ひと欠片かけらの慢まん心しんもなく、日々を己の鍛たん錬れんだけに費やした結果がこれなのだ。仮に聖域術式が伝えられずとも、この男は自らそれに代わるものを見み出いだしていたに違いない。


「行くぞ」


『来ます』


　機械水晶イリスの警告より先にシェルティスは真横に跳とんでいた。瞬しゆん時じに反応するゼアドールが、こちらのルートを先読みして瓦礫を蹴けり上げる。


「はっ！」


　無数の瓦礫を、逆に双剣で弾き返した。一つの破片を十に、十の破片を二十に粉ふん砕さい。機き関かん銃じゆうさながらの威い力りよくでゼアドールを襲う。だが岩石の弾だん幕まくを前に、守護者は平然と速度を増して突とつ進しんしてくる。


　この男の防御力をもってすれば、石いし飛礫つぶてはダメージどころか足止めにもならない。


　……さて、まずいな。


　このわずかな対たい峙じでわかったことがある。


「我が一いち撃げき、見事受けてみよ」


「断る！」


　唸りを上げる鎚矛メイスを前に、剣を退ひいて回かい避ひに徹てつする。空を斬きった鎚矛メイスの真下を縫ぬってゼアドール本体に近づくも、半はん端ぱな反はん撃げきではダメージにならない。


　……まるで火と水だ。


　……僕とこいつじゃ相あい性しようが悪すぎる。


『幽ゆう幻げん種しゆの大敵があなたであるように、あなたの大敵がまさにこのタイプの相手ですね。双剣のメリットが生かせず、デメリットだけが露ろ出しゆつしています』


　……わかってるっての。


　双剣のメリットは攻撃速度と流れるような連撃だ。しかし大剣や斧おの、鎗と比べてどうしても射程が劣おとるし威力も低い。この男の防御能力を上回る攻撃が難しい。


『さらにいえば……あなたの魔ま笛てきが、やはり聖域術式の沁力と反発しています。双剣が魔笛を帯びているため、沁力障しよう壁へきでわずかに切れ味が鈍にぶっているはず』


「何から何まで最悪か」


　たとえば千せん年ねん獅しのレオンなら、大剣の破は壊かい力で対たい抗こうできる。


　常人離ばなれした筋力と反射神経の爛ランなら、この男と純じゆん粋すいな体術勝負に持ちこめる。


　あるいはイーシャやジンといった人にん形ぎよう遣つかいや双そう銃じゆう士し、これらのタイプならば遠えん距きよ離りから一方的な攻撃が可能だろう。無論その場合、聖域術式の防御能力を上回る破壊力であればという達成困難な条件がつきまとうが。


「なるほど、見事な技量である」


「よく言う！」


　上から下に叩きつけ、右から左に薙なぎはらい、そして斜ななめに打ち下ろされる鎚矛メイス。そのことごとくがシェルティスの残像を撃うちぬいて背後の石柱を破は砕さいする。


　……連続で斬りつけても意味がない。


　……体力勝負も分ぶが悪そうだし、そもそも悠ゆう長ちように戦ってる暇ひまもないんだ。


　地上で揺を待たせている。


　いっそ勝負にこだわらず、ゼアドールが提示したとおりでいい。この男の鎚矛メイスをかいくぐって聖廊を突破、『ミクヴァの緋ひ眼がん』の場所までたどり着けば自分の勝ちだ。


　攻撃を避よけつづけ、この男が焦じれるのを待つか？


「隙すきをつく。そんな表情であるな」


　無骨な表情の守護者が、にやりと口の端はをつり上げた。


「我が聖域術式に隙は無し、そう言ったはずである」


　振ふり上げた鎚矛メイスが天井を向いたまま停止する。上部から降ふりそそぐ光に触れ、鎚矛メイスの輪りん郭かくが鈍にび色いろに輝かがやいて────その輝きが徐じよ々じよに強くなっていく。


「吾わが輩はいは『第一』のゼアドール、すなわち千の弓に勝まさる単一の武器を与えられた者。これよりもたらされる秘ひ奥おうは、すなわち」


　……なんだ？


　鎚矛メイスの周囲、蜃しん気き楼ろうのように空気が揺ゆれているのがわかる。


　光と空気が旋せん風ぷうのように渦うず巻まいて。


『鎚矛メイスを聖域術式で強化？　シェルティス避けて！』


　全てが同時だった。


　ゼアドールが鎚矛メイスを投げ放つのと、シェルティスが身をひるがえすのは。





「唯ゆい一いつ無二の聖せい弾だんなり」





　風でなく音でなく、ただ圧あつ倒とう的てきな力学エネルギーの波動。


　シェルティスの背はい後ごに連つらなる円柱を数本まとめて貫かん通つうし、その奥にそびえ立つ壁かべまでもを破壊する。聖廊そのものをゆるがせる大破壊が暴風と暴音を生み、その二次的衝しよう撃げき波はだけで身体からだが吹ふき飛びそうになる。


「……なんて馬ば鹿かみたいな威力」


　聖廊の壁に空あいた大穴を横目に眺ながめ、シェルティスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


「避けるとは無ぶ粋すいな、正面から受けとめられよ」


「無理」


　きっぱりと首を横にふる。


　……でも何だ、この感覚。


　うまく言葉が見つからないが、悪お寒かんとも違い和わ感かんとも言い難がたい不気味な何か──マハ戦で感じたソレが、これだけ戦ってもどうしても感じられないのだ。


　この男はまぎれもなく強い。しかしその強さと質が、どうしてもマハのものと重ならない。言いかえるなら、マハの仲間というイメージが生まれない。


　……それにさっきのゼアドールの言葉も。あれはまるで。


「ふむ、しからば」


「待った」


　瓦礫に突つき刺ささった鎚矛メイスを引ひき抜ぬく守護者に制止の呼び声。


「聞きたいことがあるんだ。さっきから自分のこと『第一』って言ってるけど」


「その通り」


　よくぞ聞いてくれたと言わんばかりに守護者が胸を張る。


「我ら『天の車』とは、それぞれが統政庁の基点に配置された特務機関よ。いかなる場でも特例により武力の行使が認められ、扱あつかう武器によって名が与えられている」


「扱う武器によって……っていうことは『第一』っていうのも、聖廊を守るのが一人って意味じゃなくて鎚矛メイス一本で戦うから？」


「うむ。残る『第七』と『第九』も、それぞれの名にふさわしい数の武器を使──……」


　言葉がそこで途と切ぎれる。


　釣つられて秘匿事項を喋しやべってしまったことにいまさら気づいたらしい。


「言いすぎた、他言は無用である」


「……まあいいけどさ。僕が聞きたかったのは別のことだから」


　知りたいのは一つだけ。


　統政庁の『天の車』は、その徒あだ名なが数字で与えられている。しかし天結宮ソフイアを襲おそったマハは『黄金』。与えられた徒名は色彩だ。つまり──


「あんたの仲間に『黄金』なんて呼ばれるような奴やつはいない……ってこと？」


「いない」


　その答えは、絶対の確信にあふれていた。


「統政庁の特務機関は、我ら三人から成なる『天の車』のみ。ゆえに絶対の位くらいと誇ほこりを有し、聖廊を含ふくむ重要基点を任まかされるのである」


「つまり統政庁以外の場所に派は遣けんされることも」


「ありえん。我らが使命は『絶対聖域』、すなわち侵しん入にゆう者の排はい除じよ一点である」


　…………。


　……そういうことか。


　ようやく、ようやく絡からまりあった紐ひもがほどけてきた。混迷を極きわめていた闇に光がさし、その裏に隠かくれていたもう一つの真実が見えてきた。





〝それがね、研究所のことは否定しなかったの。それはもう使われなくなった地質研究所で、廃はい棄きした後だから領空図にも載のせていないんだって〟


〝逆に要求してきたの……ここ最近、天結宮ソフイアの飛ひ空くう艇ていが勝手に統政庁の浮遊島ラグーンに無断で入りこんでいる。その正式な説明を求めるって〟





　昨夜、泣きながら自分を訪ねたユミィはそう言っていた。


　浮遊島ラグーンに隠されていた研究所について、統政庁はその存在をひとまず認めながらも、その一方で天結宮ソフイアに領土侵入の容疑を突きつけている。


　天結宮ソフイアもまた同じ。直接の公式文書を送りつけているわけではないが、『黄金のマハ』の所在について統政庁の組織を捜そう索さくしている最中だ。


　──両機関が互たがいに容疑を突きつけ、互いに知らないと主張する。


　これはどちらか、あるいは両者が噓うそをついていることになる。


　……でも納得いかない、僕にはどうしても。


　……この男が噓をついているようには思えない。


　ならば──


　ならばもしも、天結宮と統政庁の主張がどちらも正しいとしたのなら……？


「……そうだ」


「ん？」


　この聖廊に足を踏ふみ入れた時から頭の隅すみにこびりついていた疑念。


「ゼアドール、間ま違ちがってた」


「この聖廊に侵入したお主ぬしの判断がか？」


「違ちがう、仕組まれてたんだ。嵌はめられたんだよ、天結宮ぼくも統あ政ん庁たも」


　きっぱりと首をふった。





「天結宮ソフイアでも統政庁でもない、得体の知れない第三の機関がいる」





　そう仮定することで全ての疑問が断たち切れる。


「……何を言っている？」


「あんたらが廃棄した研究所を、こっそり別の目的で造りかえて使ってる奴らがいるってことさ。それも巧こう妙みように、天結宮ソフイアの飛空艇に似せたものまで用意してね」


　自分もユミィも統政庁の詭き弁べんと信じて疑わなかった。しかし仮に、浮遊島ラグーンに出入りしていたという飛空艇が、天結宮ソフイアのものに擬ぎ装そうした飛空艇だったとしたら？


　統政庁は天結宮ソフイアを疑う。


　そして天結宮ソフイアもまた、浮遊島ラグーンの所有者である統政庁に不ふ審しんを抱いだく。


　そう、全ては何者かの謀はかったとおりに。


「この会合だってそうさ。このままじゃ交こう渉しよう決けつ裂れつで仲なか違たがいするだけで、天結宮ソフイアも統政庁も互いに不審を増して終わるはずだったんだ。そいつらの計画ではね」


　そして十中八九そうなるはずだった。


「でも違う。たった一つのそいつらの誤算は、僕たちがここで出会ったこと」


　両機関に所属する二人の、会議外での接せつ触しよく。


　それも、こうした戦いの最中の会話までは読めなかった。


「僕がこうして統政庁の特務機関であるあんたと会ってなかったなら、こうした情報も入手できてなかった。『天の車』のことも知らなかったし、天結宮ソフイアの部隊を壊かい滅めつさせたマハっていう奴が統政庁にいないってこともわからないままだった」


「……しかし、それが何だというのだ？」


　ゼアドールの表情にゆるみはない。


「相手が誰だれだろうと同じこと。我はただ、この聖廊への侵入者を排除するのみ。それがお主であることに変わりはないであろう？」


「たしかにね」


　内心の苦笑を押し殺す。真実を知るためとはいえ一方的に侵入したのはこちら。ゼアドールからすれば、いま対応すべき相手は自分をおいて他はない。


「ならば」


「だから僕は、逃にげる」


「……なに？」


　鉄の表情に生まれる初めての狼ろう狽ばい。その一いつ瞬しゆん生まれた動どう揺ようを見み透すかし、シェルティスは左の剣けんで床ゆかすれすれを薙ないだ。


　突とつ風ぷう。


　床に積もった砂が舞まい上がり、霧きり状じようとなって濛もう々もうと聖廊に立ちこめる。


「目め眩くらましかっ!?」


　背はい後ごの怒ど声せいには沈ちん黙もくで応こたえる。


　完全に零ゼロとなった視界の中、シェルティスは昇降機エレベータへと無音で駆かけた。
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　天結宮ソフイア２８８階。


　薄うす暗ぐらい通路にさしこむ星光。物音一つなく静まりかえった巫み女この私有フロアを、小こ柄がらな少女がのんびりとした歩調で歩いていた。


「おーいメイメル、起きろー。なんか急ぎの文書だってよ」


　呼よび鈴りんを何度も押して催さい促そく。が、反応は無し。


　……朝三時だしな、まだぐっすり熟じゆく睡すい中か？


　諦あきらめ半分。今度は扉とびらを直接ノックしてみようかと爛が拳こぶしを握にぎったところで──


「なぁにぃ爛、まだ早朝修行まで三十分もあるわよぉ？」


　扉がわずかに開き、眠ねむたそうに瞼まぶたをこする巫女がのそのそと顔をのぞかせた。


　髪かみには寝ね癖ぐせ、声はいつも以上に間延びして威い厳げんも皆かい無む。


　さらにはその服装も、フリルとレースをあしらってはいるものの、その下の下着がうっすらと透すけたネグリジェという過激な恰かつ好こうである。


「……絶対、その恰好はオレ以外に見せるなよ。巫女の威厳が台無しだ」


「へーきへーき。それでなぁにぃ？　わたしに緊きん急きゆう連れん絡らく？」


　とろんとした瞳ひとみで文書を受けとる彼女。


　半分落ちかけたまなざしでそれを無言で読みあげて──


「……へぇ」


　翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうがにわかに見開かれ、艶つややかな唇くちびるがきゅっと三日月型につり上がった。


「で、なんだって？」


「ユミィからよ。長いし暗号化されてるから訳してあげる……ええとね、『助けてメイメル！　統政庁との会議が進まなくてもぉストレス溜たまりまくり！　このままじゃ幽ゆう幻げん種しゆのことも全然話題にもならなさそう！　それで幼シなエじルみテのイ彼スに頼たのんで、統政庁の中ちゆう枢すうに潜もぐりこんでもらったんです。いま彼が帰ってきて報告を受けて……そしたら予想外の結果になっちゃって大パニック!?』。ざっとこんな感じかしら」


「……暗号の翻ほん訳やくに問題があるな」


　すらすらと訳してくれるのはありがたいが、別の意味で聞きとりづらい。


「名訳よ？　それで続きだけど……『幼シなエじルみテのイ彼スが言うには、敵だと思ってた統政庁は敵じゃない可能性が高いそうなんです。統政庁以外に別の組織がいて、それが暗あん躍やくしてることを考えないとって。最初は信じられなかったけどイリスも同じことを言ってるし……でもそれじゃあ、わたしはここでどうすればいいの!?』。はい、これで終わり」


　感想は？


　そんな目でメイメルに見つめられ、爛は顔をしかめて頭を搔かいた。


「んと……聞くかぎり、統政庁のアブねえ場所にでも忍しのびこんだのか？」


「そのようね。うちの諜ちよう報ほう員いんも一いつ緒しよのはずだから不可能ではないでしょうね」


「でもよ、いくら何でも大だい胆たんだぜ？　ユミィもよく決断したなぁ。そういう性格だとは思ってなかったから」


「するわけないじゃない」


「……なんだって？」


　思わず聞きかえしてしまった。


「だ、か、ら。あの子がそんな無茶な命令するわけないじゃない。わたしの方で、錬れん護ご士し筆頭に入れ知ぢ恵えしといたの。『会合が止まったら、あなたの判断でユミィの背中を押しなさい。多少強ごう引いんにでも流れが変わるように』ってね」


「ああ、イシュタルが行ってんだっけか。あの猫ねこかぶりはやり手だからなー」


「そのようね。統政庁の中枢に侵入だなんて……ま、そうでもしないと舞ぶ台たいが動かないと判断したんでしょう。良い判断だわ」


　文面を穴が空あくほど見つめる巫女は微笑。


「爛、ユミィ宛あてにわたし名義で電子文書を送ってちょうだい。公式文書扱あつかいで」


　公式文書？


　それでは内容が丸見えだ。統政庁の端たん末まつでも検けん閲えつできてしまう。


「いいのよ、それでいい。ユミィに送るという意志を見せた上で、統政庁にもハッキリと伝えるのが目的だから」


　それを見透かした上で、メイメルは低く押し殺した声で呟つぶやいた。


「……ま、そんなこともありえるかなってうすうす思っていたけれど」


　統政庁にユミィが発たつ日の、あの朝の会話。





〝ユミィ、心に留とめておきなさい？　いまからあなたが行く場所は、もしかしたら危険な場所かもわからないんだから〟


〝……統政庁のことですか？〟


〝いえ、そっちじゃないわ〟





「…………」


「ん、なんだメイメル。黙だまっちまって。文面考え中か？」


「ええ。さあどうしようかしらね」


　乱れた髪を手て櫛ぐしで撫なでつけて、メイメルはふっと口元の笑みをぬぐい去った。


「文面は一言。『今日──会合の最終日は用心なさい』。じゃ、頼んだわよ？」




　終章　『千年の獣けもの』
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　空の端はしが赤く染まっていく。


　天上に瞬またたいていた星明かりが陽光に隠かくれていき、それと共に空の色も赤から白へ、白から蒼あおへと色を移す。


　──やがて空は、雲一つない蒼そう穹きゆうへ。


「よく晴れましたねー。会合の最終日にふさわしい日です」


　リビングに陽気な声が響ひびいたのは、そんな光景にもやや飽あきを感じた頃ころだった。


「って、会合の議長さんは挨あい拶さつすると思いますよ。実みのりある会合でしたって」


「……そうですか」


「ええ。ユミィ様もそんな不安そうな顔してないで、今日一日、頑がん張ばればいいんです。明日あしたには天結宮ソフイアに帰れますから」


　右みぎ肩かたに長なが鎗やりを担かついだイシュタル。彼女の呆あきれるほど前向きな発言に微び苦く笑しようし、ユミィも恐おそる恐るうなずいた。


「そうだといいけど……何をすればいいのかなって」


「昨夜の報告のことですね？」


　今度は無言で首しゆ肯こうする。


〝結論から言うと、報告は二つあります〟


　幼おさななじみから受けた報告を聞いて以来、それが頭から離はなれない。





〝一つ目。まず、『ミクヴァの緋ひ眼がん』への接せつ触しよくは未み遂すい〟


〝二つ目。だけど統政庁の特務機関に所属する守護者と戦って……目的は果たしました。浮遊島ラグーンで幽ゆう幻げん種しゆが培ばい養ようされていた件は、天結宮ソフイアでも統政庁でもない第三機関が暗あん躍やくしている可能性が高い〟





　最初は耳を疑った。


　なにしろ話が飛ひ躍やくしすぎている。もちろん第三機関という存在を仮定すれば筋は通るものの、そう仮定するには相応の証しよう拠こが必要になる。けれど──


『その時の会話、私が記録してますよ？』


　沈黙を破ったのは機械水晶イリスの一言だ。





〝統政庁の特務機関は、我ら三人から成なる『天の車』のみ。ゆえに絶対の位くらいと誇ほこりを有し、聖廊を含ふくむ基点を任まかされるのである〟





　統政庁の特務執しつ行こう者本人の証言から、その信しん憑ぴよう性せいは飛躍的に高まった。


「ええ、あれにはイシュタルもビックリしましたぁ。まさか天結宮ソフイアと統政庁の会合がこんなところで成立するなんて」


　髪を手櫛で梳すきながら苦笑する錬護士筆頭。


「交こう渉しよう上じよう手ずな事務員では引き出せなかったであろう証言ですねー。向こうの守護者は生きつ粋すいの武人さんタイプかな？　こちらが面と向かってバカ正直に訊たずねたからこそ、その心意気に応こたえてくれたってやつでしょうねー」


「ええ……でも、それとは別に」


　リビングの中央に設置された円えん卓たく。


　飲みかけの水が入ったグラスと、その脇わきに置かれた一通の手紙。


「最終日、気をつけろってメイメルが」


「そりゃそうですよー。これが終わったら一段落だって、統政庁側の担当者も警備も誰だれだってそう思ってます。うちの総務局長だって昨夜ぽろっと口にしてたくらいです。もしもイシュタルが何かを企たくらむなら今日ですね」


「え？」


「たとえばの話です。それよりほら、早く朝ご飯も召めし上あがってください。会議室でお腹が鳴ったら恥はずかしいですよ？」


「は、はい！」


　朝食のセットされたダイニングへと小走りで。


　その背はい後ごで──


「今日が最後……さあ、早く来い。お前が来なければ意味がない」


　押し殺した低い声が聞こえた気がした。





　　　　２





　統政庁第四棟とう、63エリア休きゆう憩けい室。


「今日で護衛も終わりですね。長かったような短かったような」


「……ふん、まあこんなもんだろ」


「あなたはずっと爆ばく睡すいしてただけじゃないですか。今日こそは寝ねかせませんよ？」


　ヴァイエルのソファを陣じん取どる華宮カグラと、席を取られてしぶしぶ椅い子すに腰こしかける当人。


　と。部屋の入いり口ぐち際ぎわにまっすぐ佇ちよ立りつしていたモニカが顔を上げた。


「最終日だけど気は抜ぬくなよ」


「わーかってるっての。こういう時が危ないってんだろ？」


「それもあるけど……」


　部隊長である少女は、いつになく柔にゆう和わな顔つきではにかんで。


「わたしたちの最初の任務だ。何も起きなくたって、天結宮ソフイアに帰った時に『やり遂とげました』って胸を張って報告したいじゃないか」


「了りよう解かいです。モニカってばそういうところが可愛いですね」


「なっ……か、華宮！　わたしは真ま面じ目めに言ってるんだぞ？」


　照れかくしに腕うで組ぐみし、やや乱暴に椅子を引きよせるモニカ。そんな三人の様子を横目に眺ながめつつ、シェルティスは気づかれない程度に溜ため息いきをこぼした。


　──良かった。


　統政庁の中ちゆう枢すうに侵しん入にゆうしたことと、聖廊の守護者と戦ったこと。


　てっきり今日は大おお騒さわぎになっているかとも覚かく悟ごしたのだが、統政庁の庁舎は落ちついた雰ふん囲い気きだ。内部では侵入者捜さがしも行われているのだろうが、会合を緊きん急きゆう停止させるようなことには至っていないらしい。


『ゼアドールですか。あの守護者が地上に出てくると危なかったんですけどね』


　モニカたちと一いつ緒しよにいる姿を見られれば、自分も天結宮ソフイアの護士であることが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。最悪そのシナリオも覚悟していたのだが……


『昨日の言葉どおりでしたね。聖廊の守護のみに徹てつするって』


　侵入者が誰であろうと関係ない。もう一度現れたら今度こそ──そのくらいの気き迫はくで待ちかまえているに違ちがいない。


『じゃあ今日は少し気を休められますか？』


「まさか、考えること山積みだよ」


　第三機関の存在。


　いったい何人いて、どんな者たちかも想像つかない。なにしろ天結宮ソフイアと統政庁の影かげに隠れて暗あん躍やくしている集団だ、どれだけ厄やつ介かいな相手なのか。


「何とかならないかな。全部まとめて綺き麗れいに落ちつく方法って」


「ん？」


「ああいや、こっちの話」


　耳ざとく聞きかえすヴァイエルに、シェルティスは慌あわててかぶりを振ふった。





　統政庁第二棟、61エリア待機室。


「揺ユラギちゃん、また目に隈くま～」


「あ……ばれました？」


　イシュタルに指さされ、揺は眼鏡めがねのブリッジを押し上げた。


「ばれたも何も隠そうとしてないからね。お化け粧しようも普ふ段だんと同じくらいだし。お化粧で隠す時間もなかったっていうのが本ほん音ねかな？」


「ええ」


　指先に前まえ髪がみをくるくると絡からめつつ首肯。


「昨晩の件の後始末ですね。そちらの方で色々と動いてました」


「ふぅん。でも決定的な物証は残してないんでしょ？」


　その問いに、揺は無言で自分のカードキーを掲かかげてみせた。


　昨晩シェルティスに預けたものだが、このカードキーで聖廊への隠し昇降機エレベータを解除したのが問題なのだ。昇降機エレベータへのアクセスログを辿たどれば、誰のカードキーで聖廊に侵入したか一目瞭然。まっさきに自分へと疑いがかかる。


　……もっとも、それは最初から覚悟の上だったけど。


「これの後始末です」


「あ、そかそか。『入る』ことは問題なかったけど、揺ちゃんの方がまずかったわけか」


　それだけで察してくれたのか、イシュタルがぽんと手を打つ仕草。


「シェルティス様には内ない緒しよにお願いします」


「なんで？」


「彼の仕事は護衛です、こうした煩はん雑ざつな後始末は私の役目ですから」


「……揺ちゃんは仕事熱心だね」


　目を見開くイシュタルから感かん嘆たんの吐と息いき。


「あら、それはイシュタル様もでしょう？　ユミィ様から聞いています。この四日間ろくに休息も取らず、食事だって簡素な保存食で済ませてるんだって」


「いやいや、それが違うの。イシュタルのは仕事じゃないから。今回のは特別で」


「特別……ですか？」


「私し怨えん。ごく個人的な憂さ晴らしをしたくてここに来たの」


　満面の笑みで。


　まるで嬉うれしくて堪たまらないとでも言いたげに、錬護士筆頭は宣言した。





　統政庁第二棟、63エリア『幽ゆう明めいの間』。


　天てん井じようには色とりどりの宝石をあしらったシャンデリア。足あし下もとは深く燃えるような真しん紅くの絨じゆう毯たん。巨きよ大だいな大広間には長大な長なが机づくえが二脚きやくと、その脇にずらりと並ぶ椅子。いずれも年代もので格調高い。劇場用の大ホールとしても使われると説明を受けた。


　……幽明。明るいことと暗いこと、っていう意味だっけ？


　……この部屋で会合を行うのも、ソレをはっきりさせたくて？


「────」


　大広間の名を思いだし、ユミィは人知れず瞳ひとみを伏ふせた。


　シェルティスが聖廊に侵入した件がいつ話題に飛び出すか肝きもを冷やしたけれど、幸さいわいそんな雰囲気でもないらしい。


　……それはほっとした。


　……でも肝かん心じんの会合は進展なしだものね。


　もっともユミィとて、今日の会合で何かが解決するとは考えていない。


　浮遊島ラグーンでの幽幻種培養に統政庁が関わっていないなら、むしろ天結宮ソフイア側から歩みよっても良いほどだ。シェルティスからの情報による第三機関と対たい抗こうするには、統政庁との協力だって必要になるかもしれない。ならばいまは、無事に会合が終わることを祈いのるだけ。進展がないかわり、新たな論争も起きないでほしい。


「────」


　第三機関の話題は、まだ出せない。


　幼なじみシエルテイスの証言だから信じたいとユミィも思うが、巫み女この立場からすればまだ弱い。たった一人の護士候補生の証言と機械水晶イリスによる発言記録だけでは、第三機関の存在を立証するには足りないだろう。天結宮ソフイアが公式に情報を出すのであれば、やはり相応の調査を行ってからになる。


　……あぁ、もどかしいなぁ。


　……本当はすぐに情報公開して、統政庁にも第三機関のこと調べてもらいたいのに。


　大広間の席の中央で、ユミィは人知れず溜息をくり返していた。


　そして。
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　時同じくして。


〝全ては予定どおりに。マハさんは第二棟の会合を襲しゆう撃げき。その間に、わたしは第四棟の隠かくし通路から『ミクヴァの緋眼』を狙ねらいます〟


〝…………〟


〝襲撃の方法？　ま、細かいこと気にせず正面突とつ破ぱで構いませんよ〟


〝そうか。では始めるとする〟


　統政庁のどこかで、異変は唐とう突とつに始まった。
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「その詩集お好きなんですか」


「そんなんじゃねぇよ、暇ひまつぶしに持ってきただけだ」


　ぷいっと顔を背そむけるヴァイエル。


　……見かけによらない読書家っているものですね。


　厚めの詩集を読みふける彼を盗ぬすみ見て、華宮はこっそりと苦笑した。


「少し外はずします。眠ねむ気け覚ざましに珈琲コーヒーを飲みたくて」


「華宮、まだ夜型の生活は直なおってないのか」


「何年も習慣でしたからね。お昼前のいまくらいが眠気のピークなんです。これを乗りきれば夜まで何とか持つのですが」


　軽く首をふって意識をつなぎとめる。


「三人とも珈琲でいいですか」


「あ、華宮、わたしのぶんは──」


「ミルクを忘れずにでしょう？　モニカの定番は把は握あく済みですよ」


　機マ械キ珠ナを従えて扉とびらの向こうへ。広大な通路、その先には迷路のように分ぶん岐きする十字路がどこまでも連つらなる光景があった。


「……たしかロビーに販はん売ばい機きがあったはずですね」


　機マ械キ珠ナに先行させて、自分はその後ろを追いかける。十字路を曲がり、時に直線通路を進んでロビーへと最短距きよ離りで進んでいく。その最後の角を折れる寸前で。


　ガシャン。


　機械的な音をまき散らし、天井の照明が一いつ斉せいに真っ赤なライトに切り替かわった。





『警告、行政部より第二棟とうに非常事態宣言


　くり返します。行政部より第二棟に非常事態宣言が発令されました』





「っ!?」


　思わず足を止めてふり返る。


　棟内警報？　それにこの真っ赤な警告ランプも普ふ通つうありえない。避ひ難なん訓くん練れんなどでなければ、それこそ大量の幽幻種がこの浮遊島ラグーンを襲撃してきたというレベルだ。


「まさか、本当に幽幻種!?」


　周りの統政庁職員もそうだ、誰だれも状じよう況きようを理解できずに足を止めている。そこかしこの会議室の扉が開き、会議をしていた職員たちも通路に出てきた。


『正面ゲートより侵入者。正面ゲートの防衛を抜ぬけ、現在第二棟に接近中』


　……侵入者？


　……この統政庁の正面ゲートを力ずくで抜けてきた？


　守衛も警備員も、機械式の自動兵だって用意しているはず。幽幻種対策用の特とく殊しゆ部隊だって少なからずいるはずなのに。


「もうっ、いったいどういうことですか！」


　機マ械キ珠ナを再び走らせて、自分もそのすぐ後を駆かけていく。直線通路を全速力で疾しつ走そうし、人波で混雑するロビーに駆け込んで。


　その巨大なホールの端はしから、華宮は恐おそるべきものを見てしまった。


　ホールの先にあるガラス扉。


　そのガラスの向こうから近づいてくる二人の侵入者を。





　黒と黄金。





　漆しつ黒こくの帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった、スーツ姿の長身男性。


　そして、その彼よりも大おお柄がらな体たい軀くを黄土色のローブに包んだ不気味な術者。


「…………あ…………っ」


　喉のどが涸かれて悲鳴もでない。


　……うそ……うそでしょう……まさか。


　黒は知らない。だけどもう片方の術者には見覚えがある。忘れない、忘れられるわけがない。たった一人で天結宮ソフイアの部隊を立て続けに壊かい滅めつさせた術者。


「我が黄金六面体に敵は無し」


　術者が右みぎ腕うでを振り上げた。


　地面──褐かつ色しよくのアスファルトが音を立てて盛り上がり、たちまち津つ波なみさながらの土ど石せき流りゆうを創つくりだす。侵入者を取りかこむ装そう甲こう車と特殊装甲兵、それに警備員たちが土石流を受けて遥はるか遠くまで押し流される。


　たった十数秒で、第二棟の外を護衛する全戦力が沈ちん黙もく。


　……本物だ……この圧あつ倒とう的てきな術式。


　……偽にせ物もののわけがない……。


『黄金』のマハ。


　一度は自分とシェルティスが死しに物もの狂ぐるいで撃げき退たいした相手。しかしそれが、なぜ統政庁を襲撃する？　天結宮ソフイアの部隊を壊滅させたのだし、あの時の状況からも統政庁の刺し客かくだと信じて疑っていなかったというのに。


　……じゃあマハは、天結宮ソフイアでも統政庁でもないというの？


　まったく別の集団に属してる？


「……イグニド」


「はいはい」


　マハの呟つぶやきに微笑で応こたえる漆黒の青年。


　……イグニド？　それがもう片方の名前？


　人よりも長く発達した耳を持つ華宮の聴ちよう覚かくが、わずかにその会話を察知した。


　敵は建物の外、自分はロビー内。向こうはこちらの存在など気づいていないだろうし、まさか声を聞かれているとも思うまい。


「それではマハさん、後ほど例の場所でお会いしましょう」


　目元が隠れる程度に帽子を持ちあげてイグニドが会え釈しやく。そのまま相棒のマハに背を向けて、第四棟の方向へと遠ざかっていく。


　二手にわかれて襲撃するつもり？　いや、いまはそんなことよりも。


「…………」


　機メ械ツ帽トの下で、頰ほおを冷たい汗あせが伝っていく。


　わたし一人じゃ止められない。否いな、統政庁のあらゆる警備員をどれだけ投入したところでこの怪かい物ぶつは止められない。止められるとすれば唯ただ一人。


　……知らせないと。


　……シェルティスに知らせないと。


　双そう剣けん使いの少年が待つ休きゆう憩けい室に、華宮は駆けた。





　　　　３





「なっ……なに……こ……これっ!?」


　突とつ然ぜんの放送と共に照明が警告色レツドランプへ。


　自分が統政庁に潜もぐりこんで以来こんなことはなかった。昨夜だって、シェルティスを連れて聖廊へ侵入した時ですら何事もなかったのに。


　……それに、なにこの地鳴り。


「建物が……局所的に揺ゆれてる？」


　壁かべにぴったりと背中を預け、揺はかろうじて姿勢を保っていた。


　地面をひっくり返したような震しん動どう、それも徐じよ々じよに大きくなって近づいている気がする。地じ震しんじゃない。まるで巨きよ大だいな生物が群むれをなしてやってくるかのような地じ響ひびきだ。


　巨大生物、あるいは幽ゆう幻げん種しゆの行進？


「うそ……冗じよう談だんじゃない……ここ、建物の内部よ!?」


　この迷路構造を迷わず進めるはずがない。進めるとしたら、それこそ人じん為い的に誘ゆう導どうされないかぎり不可能だ。


「……なにが……起きてる……のっ」


　壁に手をつきながら扉へと歩を進めていく。恐る恐る手を伸のばしてドアノブへ。扉の向こうに何が待っているのかわからない。意を決し、力いっぱい扉を開いた。


　同時──





　巨大な獅し子しの爪つめと牙きばが、視界全てを埋うめつくした。





　…………え？


　獅子。でも、こんな真っ赤な獅子なんて見たことない。……うそ。この建物の内部に害がい獣じゆうが侵入して、そして襲おそいかかってくるなんて。そんなのって。


　ありえ──────


「は～い、そのまま動かないでね！」


　真後ろからの声を脳が理解するより先、自分と獅子の空くう隙げきを白はく刃じんが切りさいた。


　……自分が視認できたのは一いつ瞬しゆんの光だけ。


「あ～、もういいよ。片付いたから」


　ぽんと鎗やりの柄えを肩かたにのせるイシュタル。


　その言葉どおり、獅子は動きを急停止させて微び動どうだにしない。彼女が何をしたのかも理解できないまま────その害獣の身体からだが崩くずれて土つち塊くれへと変わっていく。それでようやく、先の閃せん光こうの正体が斬ざん撃げきだったと理解した。


「へえ赤獅子レツドマンテイコアか、本物そっくり。ま、本物であっても同じことだけど」


　感心した面おも持もちで彼女が口笛。


「揺ちゃんはここで隠かくれてて。イシュタルは敵さんをお出で迎むかえしてくるよ」


「て、敵!?」


　統政庁に襲しゆう撃げき者。それじゃあさっきの放送も本物？


「扉には鍵かぎを掛かけて。あと絶対に物音出しちゃだめだから。良かったじゃない、今なら仮か眠みんしててもばれないよ。睡すい眠みん不ぶ足そくだったんでしょ？」


「…………」


「ん？　どうかした？」


「……失礼ですが、なんだか嬉うれしそうですね」


「嬉しいよ」


　にこりと。


　まるで家族を迎えるような笑顔で錬れん護ご士し筆頭はうなずいた。


「うん、嬉しい。最高に嬉しい。イシュタルはこれをずっと待ってたの」
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　鳴りやまぬ警報。


　避ひ難なん誘ゆう導どうの放送がけたたましく幾いく度ども再生され、天てん井じようでは真っ赤な照明が煌こう々こうと輝かがやいている。地鳴りさながらの轟とどろきもだ。


「おいおいっ、何だってんだよこりゃ」


「……侵入者？」


　ヴァイエルの怒ど声せいとモニカの呟き。


『詮せん索さくは後です。シェルティス、剣を』


　機械水晶イリスがまばゆい緋ひ色いろに点灯。手にした双剣の柄つかから、色いろ鮮あざやかな深ふか紫むらさき色の刀身が構築されていく。


「モニカ、早く！」


「あ、ああ。わかってる────開けるぞ」


　十字棍ロザリオを手にした部隊長が扉とびらを勢いよく蹴けり開ける。


　真っ赤な照明に照らされるのは逃にげまどう統政庁関係者たち。中には会合に出席していたと思おぼしき議員たちまで。


「会合の参加者まで!?　じゃあ会合は……ユミィはどうなった!?」


　青ざめた表情でモニカが声を張りあげる。


『シェルティス、会議室へ急いで！』


　わかってる──うなずきかけたところで、シェルティスは十字路に向かってふり向いた。足音、それも複数人ぶんのものだ。


「……こっちです。早く！」


　淡い黄金色オフゴールドの髪かみがまぶしく輝く。


　純白の法衣をまとう少女を先頭に、総務局長をはじめ天結宮ソフイアの事務員たちの姿。


「ユミィ！」


「シェルティス？……よかった、みんな避難しろって放送があって」


　肩で息いきをしながらも巫み女こがほっと表情をやわらげる。


「総務局長、みなさまもお怪け我がは」


「我々は支障ない。しかしこれは何の騒さわぎ────」


「シェルティス！」


　総務局長の声を遮しや断だんする一声。


　十字路の右手、ユミィたちが現れたのと逆の方角から小こ柄がらな影かげが駆かけてくる。


「華宮!?　よかった。どうしていたかと」


「モ……モニカ………ここは……危険です。……もっと広い場所に……そうしないと」


　途と切ぎれ途切れの息で、あえぎながらも必死に言葉を続ける華宮。


「アイツです……シェルティス…………あの怪物が────」





「ざざかざだ…………だ……ざからから……ざだだだざかかかざだざかざだ…………らだ……らかざざかかだだ……ざ……ざざ……からから……ざだだだだ…………」





　虫の羽音にも似たざわめき調の詠えい唱しよう。


　それを耳にした瞬しゆん間かんシェルティスは全てを悟さとった。全てを悟った上で────それが、この状じよう況きようがどれだけ深刻な危機かを理解した。


「モニカ、ユミィを頼たのむ！」


　返事を待たずに十字路へ疾しつ走そう。


　そこに悠ゆう然ぜんと現れた黄金の術者に向けて剣を振ふりかざす。が、剣の切っ先が届く寸前に術者が身をひるがえした。


「っ!?」


　身体をネジのように回転させて剣けん先さきをかわし、黄金色に輝く右みぎ腕うでを逆に突つき上げてくる。左の剣で受けとめて──その衝しよう撃げきを受けとめきれずに宙高くへと突き上げられた。


　……こいつ。


　……本体じゃなくマハの自動人形か！


　マハの外見を模も倣ほうして黄金より生成されたマハの分身。かつて相あいまみえた時にマハが見せた最後の術式だ。それが今回は序じよ盤ばんから？


『シェルティス、後ろにもう一体！』


「──くっ！」


　機械水晶イリスの警告に、ふり向く先より剣を突きだす。


　着地地点を見計らったように迫せまる二体目の分身が振り上げる拳こぶしを弾はじき、その肩を蹴りつける反動で距きよ離りを置く。


　……一体じゃなく二体。いや。


　通路の奥から近づいてくる無数の足音。まさかこの足音が全て……


「我が黄金六面体に敵は無し」


　そして。


　黄金に輝く十体以上の分身を引き連れて、黄土色のローブを羽は織おる術者が姿を見せた。……あらかじめ分身を大量に作ってからの襲撃ってわけか。


　統政庁の防衛がこうもあっさり破られるわけだ。


　……いきなり窮きゆう地ちだな。


　自分一人ではマハ本体の相手が精せい一いつ杯ぱいだ。この数の分身に、さらに何かを創造されれば手に負えなくなる。


「圧あつ倒とうせよ」


　マハの指令を受け、その分身たちが押し寄せる。


「モニカ、皆みんなを連れて会議室へ！」


「ば、ばか！　何を勝手な──」


　応えるより先、左右から迫る分身に自分から飛びこんだ。


　黄金色の輝きを放つ分身たち。人の視力を超こえた不可視の速度で撃うちこまれる拳、その軌き跡せきを肩の挙動だけで推測して躱かわす。後方に逃げるのでも横に跳とぶでもなく、無数の分身たちの拳撃をすり抜ぬけて────マハ本体へ迫る。


「規定する」


　マハの足下に亀き裂れつ。床ゆかをコーティングしていた素材が砕くだけ、その下の地じ盤ばんである土砂が噴ふきだした。それがさらに蠢うごめいて蛇へびのかたちを作っていく。


「地中の毒素を抽ちゆう出しゆつして疑ぎ似じ創造。色は『白』、性質『臆おく病びよう』、形状かたちは『蛇』。牙に猛もう毒どくを有し十尾びをもって顕けん現げんせよ。眼前の敵を封ふうずる毒どく鎖さを規定する」


　マハの前衛として生まれる猛毒の白はく蛇じや。


　……だけど、これは前回の戦いで経験済みだ。


　性質『臆病』と規定されたものは、動かない相手にしか襲いかからない。


「──以上の規定を強制解除」


　その直後、マハの足下に固まる白蛇たちが一声に鎌かま首くびをもたげた。


「罠わなです、シェルティス退ひいて！」


　華宮の絶ぜつ叫きよう。と同時に、飛びかかってくる猛毒の害獣が視界を埋めつくす。


　頭上から足下から、全方位から迫る敵を躱すため天井すれすれまで跳ちよう躍やく。天井を蹴って横よこ壁かべへ、横壁を蹴ってさらに後方の床へ着地する。


　その刹せつ那な。


　強きよう烈れつな衝撃に視界が一瞬ぶれ、左ひだり肩かたに猛もう烈れつな痛みが走った。


「……かっ…………？」


　左肩から伝わる衝撃で横おう隔かく膜まくが痙けい攣れん、呼吸が止まる。


　……マハの…………分身か！


　着地した背はい後ごに回りこんでいた一体の分身。完全無防備なタイミングを狙ねらわれた。その失態に奥歯を嚙かむも、さらに四方からマハの分身たちが迫ってくる。


「シェルティス！」


　背後で響ひびく幼なじみの悲鳴。


　……どうする。


　片手が痺しびれて動かぬうちに敵の拳が全方位から迫る。対応しきれない。それを覚かく悟ごの上で、それでも右手の剣けんに力をこめて──
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　迫るマハの分身たちが、全て吹き飛んだ。


「……え」


『これは──』


　赤い照明の下、ただ一つ真しん珠じゆ色に輝く宝ほう鎗そう。


　一ひと粒つぶの埃ほこりすら巻き上げぬほど静せい謐ひつながら、旋せん風ぷうすら置き去りにする超ちよう速そくの斬ざん撃げき。


　抵てい抗こうどころか反応すら許さない。壁に打ちつけられ消えていくマハの分身たち、立て続けに新たに二体が真っ二つに切断されて砂金へと還かえっていく。


　見守る誰だれ一人として動けない、マハすら動きを止めてしまう一いつ瞬しゆんの劇。


　その舞ぶ台たいの中心で──


「はーい！　お待たせしましたユミィ様、イシュタル登場ですよ～！」


　右肩に鎗やりの柄えをぽんと載のせて、錬護士筆頭だけがにこにこと佇たたずんでいた。


「まったくもぅ。会議室に行ったら誰だれもいないんだもん。ユミィ様ってば勝手に避難されては困ります、イシュタルが行くまで待ってくれないとね？」


「あ……ご、ごめんなさい」


「いいですよー、間に合ったみたいだから結果良しです！　で──」


　くすっ。


　挑ちよう発はつ的な横顔でふり向く彼女の先に、自分の分身を片かたっ端ぱしから潰つぶされて佇むマハ。


「こいつはイシュタルが相手をします。モニカさんたちはユミィ様と総務局長たちを連れて会議室へ避難をどうぞ」


「は……はい！」


「良い返事。じゃあ早さつ速そく──」


「ま、待ってください！」


　動きだそうとする錬護士筆頭を、華宮の絶叫が押しとどめた。


「これは陽動なんです！　マハがここで暴れてる隙すきに、もう一人のイグニドっていう男が第四棟とうの何かを狙ってるって！」


「……へぇ」


　ひゅぅ、とむしろ愉ゆ快かいそうに口笛を鳴らす錬護士筆頭。


「ねえそれホント？」


「……遅おそい」


　フードの影の下、マハの唇くちびるがうっすらと開く。


「既すでに空白イグニドは……向かった。万ばん象しよう我らが掌しよう中ちゆうにあり」


　術者の左手が高々と持ちあげられる。


「重圧にて排はい除じよする、大地よ震ふるえて沈──────」


「遅いのはどちら？」


　イシュタルの鎗が舞まい、マハの言葉とその天てん井じようを同時に切りさいた。


　ピシリッ──天井に蜘く蛛もの巣す状の亀き裂れつ。それがまたたく間に大小無数の瓦が礫れきと化して、大量の瓦礫と砂すな煙けむりがマハとマハの分身たちを呑のみこんだ。これで沈ちん黙もくするような相手ではないが、抜けだすには時間がかかるはず。


「さぁてキミの出番かな？」


　イシュタルの視線が、左肩を押さえたままの自分に注そそがれた。


「こいつの目的、察しがついてるでしょ」


「……瞳ひとみ？」


　第三機関の存在を知ったいま、『ミクヴァの緋ひ眼がん』によってその正体を探さぐることも可能。ならば当事者マハたちにとって『緋眼』は絶対に潰つぶしておきたい秘宝のはず。


「そう。あいにくアレの場所を知ってるのはキミしかいない。だから行きな。どうせこいつはイシュタルの獲え物ものだし。ちゃんと巫み女こ様も守ってあげるから」


「……だけど」


　相手は黄金のマハだ。この怪かい物ぶつを相手にたった一人で、それも巫女を庇かばい気にかけながら戦うなんてことがどれだけ過か酷こくか自分が一番良く知っている。統政庁の秘宝より何より、いまはユミィの身の安全を確実に──





「なら少年、力ずくで聞かせてみようか？」





　…………


　…………その台詞は……。


「まさか忘れたとは言わないな？」


　心臓に刃やいばを突き立てるような低く重い口調。でありながら、彼女の口元はまるで長年の旧友に送るような挑発的な笑みに満ちていた。


「先を走る千レ年オ獅ンを追いかけるのであれば、少年、お前がここに留とどまる意味はない。この場に留まるのは私。あの日にそう言ったと記き憶おくしてるんだがな？」





〝言ったでしょ、わたしとキミでは目め指ざす頂点が違ちがうの。もう全然違うんだから〟


〝わたしはもう手に入れちゃった！　錬護士の地位があれば十分なの〟





　──忘れるわけがない。


　──穢歌の庭エデンに落ちる前に、彼女とかわした最後の会話なのだから。


　ひゅん。


　笛のように甲かん高だかく鎗を轟とどろかせて彼女は続ける。


「私が行けと言っている。それとも私では不安か？」


「…………」


「千年獅になると言ったのはお前だ。あの日の決意が噓うそでないのなら行け」


　突つきさすような笑みに当てられ、シェルティスはふっと呼気を吐はきだした。


　……ばからしい。


　……それじゃやっぱり、会った時からばれてたんじゃないか。


「だからあなたは嫌いやなんだ、猫ねこかぶってるかと思えばいきなり本ほん性しよう」


「猫かぶりとは心外だ。なあ巫女様？」


　威い圧あつ的な笑みでふり向くイシュタル。が、それに応える者は一人としていない。


　ユミィも総務局長も、そして同志である護士候補生たちも、初めてかいま見る錬護士筆頭の素顔に言葉も出ないのだ。


　闘とう志しと自信に満ちた、ある種の気け高だかささえ感じられるその佇まい。


　……ユミィ。


　庇い立つモニカの背からのぞく幼なじみに、シェルティスは小さくうなずいた。


「……巫女のこと頼たのんだから」


「頼まれておこう」


　マハたちを呑みこんだ落石が盛り上がる。


「行けっ！」


『第四棟31区画までの最短ルートを誘ゆう導どうします』


　イシュタルの怒ど号ごうに背を押され、シェルティスは足を前に踏ふみだした。
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「……強さと感情にムラがある。まったく悪い成長だ」


　またたく間に通路の先へと姿を消した少年。その背を見送って、イシュタルは珍めずらしくも苦笑の吐と息いきをこぼした。


「モニカ部隊長」


「は、はい！」


「話は聞こえたとおりだ。こいつは私が相手をする。お前は巫女と総務局長たちを会議室に連れて行け。そこからはお前の判断に任まかせる。……とはいえ」


　巨きよ大だいな瓦礫をものともせず無傷で立ちあがるマハ。


「こいつの術式は数が多くて面めん倒どうくさい。私が適度に見み逃のがすから、そっちに行った人形くらいは対応しろ。できるな？」


「わ、わかりました！」


　背はい後ごの候補生たちが巫女を誘導。立ち去っていく気配を背後に感じつつ、イシュタルはあらためて眼前の術者を睨ねめつけた。


「さて、ようやく二人っきりで話せるじゃないか。ずっと楽しみにしてたんだ。────なにしろ愚ぐ妹まいが世話になったようだからな」


「…………」


「そう……ずっと待っていた。この面倒くさい任務を引きうけたのも何もかも、お前が出てくるかもしれないという期待に賭かけたから。感謝しろよ？」


　黄金の術者は黙もくして応えない。足下に這はいずる猛もう毒どくの蛇へびたちが、その代わりとでもいうようにゆっくりと鎌かま首くびをもたげていく。


　……そう、始まりは。





〝お姉様…………お姉様、ごめんなさい……わたし…………〟





　始まりは、かつて何度聞いたかもわからない実妹イーシヤの嗚お咽えつ。


　病弱で体調を崩くずしがち、学校にもろくに通かよえなかった妹。両親なき姉妹だけの家庭で、その面倒を見るのはいつもイシュタルだった。


　母親の代わりに看病をし、食事を作り、寝ねずにイーシャに付きそった。


　父親の代わりに勉強を教え、運動を教え、周りの危険からイーシャを守った。


　そんな時、妹はいつも泣くのだ。


　泣いて謝るのだ。


〝……お姉様…………お姉様、ごめんなさい……わたし…………〟


　本当なら誰より勉強ができて運動ができて、どんな同級生にだって負けない姉。その姉が、才能を犠ぎ牲せいにして自分に尽つくしてくれることが、悔くやしくて仕方ないと。


〝イーシャちゃんはおバカさんね。お姉ちゃんはこのままでいいのに〟


〝だって…………だってだって……！〟


　そうしてまた泣いてしまう。


　本当に、本当に優しい妹だと思う。だからこそ自分も妹の傍そばにいてやりたい。


　──妹が自分の力で飛べるようになるまで、わたしが妹を守るのだ。


　妹を守るために鎗そう術じゆつを学び、より早く強くなるために天結宮ソフイアの護士になった。塔とうの一番上にいる巫女を守るためではなく、家で寝こんでいる妹を守るために。


　──だって、そうでしょう？


　──巫女はたくさんの人に守ってもらえるけれど、妹を守れるのはわたしだけだもん。


　そして。


　気づけば、イシュタルは周りの誰にも負けないほどの鎗術士になっていた。いつ千せん年ねん獅しになってもおかしくない。公然とそう噂うわさされるほど。


〝お姉様、お姉様は千年獅にならないのですか？〟


〝う～ん。お姉ちゃんそういうの苦手なの〟


　イーシャにすらその理由をまともに説明したことはない。


　千年獅になれば巫女の護衛で時間がとられる。修行の時間も削けずられるし、何より、一番守りたいはずの妹とも離はなれて生活しなくてはいけなくなるから。





〝ねえシェルティス君、千年獅になりたい？〟


〝わたしは錬護士いまの地位がいいの。千年獅なんて興味ないしぃ〟





　だから自分は、どんな時でも千年獅の座を譲ゆずってきた。


　一方で皮肉なことに、守るはずだったイーシャはここ数年ですっかり健康を取り戻もどし、自分にならって護士になりたいとまで言い始めることになったのだが。


　……まあいいか、それがイーシャちゃんのやりたいことなら。


　姉の心境としては少々複雑だったが、イシュタルはそれも許可することにした。


　幸さいわい沁しん力りよく術士としての才能には恵めぐまれていたらしく、ジンという頼たよれる双そう銃じゆう士しも見つけ、姉としてその成長を嬉うれしく見守るつもりだった。


　そんな光景が数年続き、このまま上う手まくいくと思っていた矢先。





　イーシャを含ふくむ正護士部隊が、何者かによって壊かい滅めつしたという情報が入った。





〝イーシャちゃん、イーシャちゃんは無事!?〟


〝お姉様……〟


　病びよう棟とうでイシュタルが見たものは、真っ赤に目を腫はらした妹の姿だった。


　病院で。


　泣きながら姉じぶんを見つめる妹。


　その姿を、イシュタルは何年ぶりかで思いだした。もう、絶対に見ないですむだろうと思っていた弱々しい妹の姿を。妹の本当の姿を。


〝……お姉様…………お姉様、ごめんなさい……わたし…………〟


〝言わないでいい。心配いらないから〟


〝……お姉様？〟


　嗚咽をこぼす妹を、イシュタルはぎゅっと胸に抱だきしめた。


　それも何年ぶりのことだろう。


〝イーシャちゃんはいいの。……無事であれば、ちゃんとここに戻ってこれたんだもん。後のことはお姉ちゃんに任せて〟


　そう、それが始まり。


　イーシャを襲おそった犯人は一度倒たおされたものの、それもまた術式で生みだした人形だったという。ならば今度こそ自分が────
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「……あれから一ひと月つきと少々。短いようで長かった」


　薄うすく目をつむり、イシュタルは微笑と共に小さく首をふった。


「黄金のマハか。……お前が単に暴れてくれるだけで助かった。これでわたしも堂々と、心おきなく自分のためだけに戦える」


　うっすらと双そう眸ぼうを開き、その蒼そう玉ぎよくで術者を見すえる。





　ole shan ilis, 夢も望みも、peg loar, 全てpeg kei, 遥かHir et univa過去〈うしろ〉に sm hid捨ててきた





「お前は、私の妹を泣かせた」


　誰だれもが持つ絶対の聖域。


　春蕾シユンレイにレオンがいるように、あの双そう剣けん使いの少年がユミィを想おもうように。


「私の絶対聖域に無断で踏みこんだ────これより先はその意い趣しゆ返がえしと知るがいい」





　Hir beその道、 qusi Gillisuもはや xshao ele sm振り返る thes, ことすらneckt ele叶わず





　lipps hypne生涯 cooka, ただfifsia-c-ect-c-ele鎗と共に歌い、踊り、 peg Gill, 生きる定めjes qusi girisなればこそ





　その唇くちびるが幽かすかに紡つむぐは古いにしえの詠。


　沁力の開放序詞とも幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきとも起源を異ことにする、詠よみ人ひと知しらずの讃戦歌オラトリオ。


「とはいえ……」


　一度大きく息を吐はく。


「勝負は勝負だ。その中身にまで私し怨えんを交まじえるつもりはない」


　不敵な笑みも挑ちよう発はつ的な眼光も、過か剰じような闘志すら呼気と共に虚こ空くうに逃のがした。


　そこに残るのは──





　leide neckt私の葬送に ele sm花は無く、 Yem hypne, 私のreive zayxuy墓石に lostasia Yem nehhe名は無用





　O la Laspha, 朽ち錆びたWem shel zo hearsa我が戈のみ、 lipps sm cley私の軀に突き立てよ





　Jes nehhe qusi Ies, 今ここにarsei spil, 全ての名前をSeo la解き放ちて miqvy virgia唯一つ──





「始し祖そ伝承鎗術、階位『祓戈の到極者ジルシユヴエツサー』……」


　真しん珠じゆ色に輝かがやく宝鎗を構えてたたずむ女性。凜りんとした表情には一切の歪ゆがみなく、ただただ純然たる強つわ者ものの面おも立だち。気き負おいも怒いかりも迷いの一片すらそこにはない。


　無類の鎗術士にして錬護士筆頭。千年獅にすら及およぶとされる塔の最強の一角。


　……そう。


　すべてを妹の為ためにと捧ささげながら、それでも自みずからの道行きを失わない気高さこそが。





〝お姉様はわたしの憧あこがれなんですから！〟


〝真しん剣けんになったら誰にも負けないくらい強いのだから、その自覚を持ってください！〟




[image: ]


　いまもイーシャの追いかける、理想の女ひ性との姿なのだから。





　bekwistもはや Yem nehhe olfey私の鎗を besti縛めるものは、 Gillshuvesherそこに無い





　そして。


　二人の超ちよう越えつ者しやは同時に動いた。


「錬護士筆頭イシュタル・イス・イシマエル＝ジルシュヴェッサー、参る」


「異い篇へん卿きよう第三位『黄マ金ハ』、我が術式にて応ず」





　　　　４





　統政庁第四棟とう、19区画。


『次です、次の角を左に曲がって』


　真っ赤な照明が降ふりそそぐ通路をひたすらに駆かけていく。


　通路に人は皆かい無む、会議室の扉とびらがことごとく開きっぱなしになっているところを見るに、この第四棟にも避ひ難なん警報が発令されていたに違ちがいない。


　崩れ落ちた横よこ壁かべ、天てん井じよう。


　亀き裂れつの入った床ゆか、散乱した土砂。


『この棟にもマハの分身が数体侵しん入にゆうした形けい跡せきがありますね。油断ならさぬよう』


　それには応えず。


「……イリス、あの昇降機エレベータのロック何分で解除できる」


　聖廊へと続く昇降機エレベータだが、昨夜利用した揺のカードキーはない。揺のカードキー情報を登録済みの機械水晶イリスによる強制ロック解除だけが頼りだ。


『五分、いえ四分で』


「二分」


『……成功したらちゃんと褒ほめてくださいよ？』


　苦笑するように点てん滅めつする水晶部。


『そこ、左です』


　見覚えある通路を突つき進み、やがて非常灯つきの鋼鉄製扉が視界に入った。


「イリス、まずはここの解除から」


『いえ……待って、これは……？』


『シェルティス、そのまま扉を開いてみてください。これ、もしかしたら』


　古びた音を立てて開放される扉。その先に続く光景は、昨夜、非常灯の照らす下で見たものとまるで同じものだった。


『昇降機エレベータも動くはずです。既すでに、私以外の誰かが扉を強制解除した形跡がありました』


「……マハがイグニドって呼んでた奴やつかな」


　あるいは別にハッキング担当者がいるのかもしれないが、それを知る術すべはない。いずれにせよ不幸中の幸いだ。


「行くよイリス」


　……イシュタル。


　……僕は、あなたのようにはなれない。


　あの黄昏たそがれ時どきには気づけなかった。


　四年間。周りの者が昇しよう進しんし、あるいは塔とうを去る中で、ただ一人進むことも後退することもなく、ただその場に踏ふみとどまり続けることの難しさ。過か酷こくさ。


　自分とイシュタルは違う。彼女の生き様ざまは真ま似ねできない。


　……だからこそ進み続けなくちゃいけない。
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　統政庁第二棟、63区画『幽ゆう明めいの間』。


　警報の鳴りひびく大ホールで、金属と金属が削けずりあう音が立て続けにこだまする。


「──ぐっ！」


　ふり下ろされる黄金の腕うでを、十字棍ロザリオを交こう叉ささせて受けとめた。


　腕に走った衝しよう撃げきが骨を伝わって肩かたへと響ひびく。だが交叉させた十字棍ロザリオの力だけは緩ゆるめない。二本の十字棍ロザリオでそのまま手首を締しめて動きを封ふうじる。


「ヴァイエル！」


「わっ……かってんだよ、こんの作りもんが！」


　無防備になった敵の背中へ、拳鉄甲ナツクルダスターを塡はめた拳こぶしが突き刺ささった。ぐらりと転てん倒とうしかけるマハの分身。よろめくその隙すきを狙ねらい、モニカは十字棍ロザリオを投げ捨すてて走りよった。


　素手を包む黄金色の光。マハのそれと同色である降こう臨りん系けいの沁力を身にまとう。


「崩くずれろ」


　指先で分身に触ふれる。


　その瞬しゆん間かん、マハの分身が動きを止めて──ざぁぁと音を立てて砂金へ還かえった。


「そりゃ何の手品だ？」


「沁力の波長を乱しただけだ。他人の透とう視しを妨ぼう害がいする結界と同じ類たぐいで……説明が長くなるから省はぶくが、こうした分身はこれで潰つぶせる」


　落ちた十字棍ロザリオを拾ひろってヴァイエルが放り投げてくる。それを両手で受けとって、モニカは再びホールの上段を睨にらみつけた。


「だけど、そんな余よ裕ゆうはそうそうなさそうだ」


　大広間の最上段、その扉が軋きしんだ音を立てて開いていく。連つらなるように姿を現すマハの分身。さらに背後には赤獅子レツドマンテイコア、その奥には小型ながら竜りゆう種の影かげも。


「言いたかねぇがよ、うちの錬れん護ご士し筆頭は本当に戦ってんのか？　とっくに負けたとかねぇだろうな」


「いいえ」


　発光する機マ械キ珠ナを従えて華宮が一歩前に出る。


「あの術者の力はこの程度ではありません。おそらくこれでも一割か二割、残りの大半とマハ本体を抑おさえてくれているはずです」


「……どっちも人外か」


　にじみ出る苦笑を堪こらえ、モニカもまた歩を進めた。


　この大広間で戦えるメンバーはこの三人。イシュタルにシェルティスという、統政庁に派は遣けんされた中での最大戦力二人が欠けた死し闘とうになる。


「モニカ先せん輩ぱい！」


　その声は自分たちの背後から。


「わ……わたしもお手伝いできますから！」


「だめだ、そこにいろ」


　走りよろうとする巫み女こを押しとどめる。


「お前を守るのがわたしたちの任務だ。守られるべき巫女が一番前線に出てどうする」


　……ユミィ。


「で、でも！　わたしが援えん護ごできれば戦いだって──」


「わかってる……でもだめなんだ。お前を危険にさらすことだけはできない」
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『シェルティス！』


　昇降機エレベータが聖廊へ着いたと同時。


　視界を埋うめつくす光からシェルティスは慌あわてて飛びのいた。


「……こっちも戦せん闘とう中か」


　四つ足歩行の中型竜種が頭部に一いち撃げきを受けて転倒。起き上がるその前に追つい撃げきを受けて、組成素もとである巨きよ大だいな岩石へと姿を戻もどす。


　──ゼアドール。


　鎚矛メイスを振ふるう聖域の守護者。既すでにどれだけ戦い続けたかわからないが、短い時間ではないだろう。にもかかわらず負傷らしき負傷はゼロ。疲ひ労ろうすら感じさせないのは流石さすがか。


　が、マハによって創造された敵勢は止まらない。


　足あし下もとの死角から猛もう毒どくの毒どく蛇へび。頭上には爆ばく轟ごうを引き起こす怪かい鳥ちようが飛びかい、さらに四方からマハの分身が襲おそいかかる。


　……ゼアドールはこっちに気づいてない。


　いまなら容易に聖廊の奥へ突とつ破ぱできる。だけど──


『……シェルティス？』


「寄り道する」


　双そう剣けんを携たずさえて、シェルティスはゼアドールへと疾しつ走そうした。


「む、貴き様さまは……っ！」


　気配を察してふり向く守護者。それには応えず剣を振りかぶり──ゼアドールの背はい後ごに迫せまっていた毒蛇の集団を薙なぎはらい、頭上を周回する怪鳥へと毒蛇の一いつ匹ぴきを叩たたきつけた。


　巨鳥の姿をした爆ばく弾だんが衝撃に反応して大爆轟。


　その炎ほのおと衝撃が、さらに別の巨鳥の爆轟を引き起こす。連れん鎖さする爆ばく風ふうに巻きこまれる敵軍勢。マハの分身が砂金へ、猛毒の白はく蛇じやが汚お泥でいへと還っていく。


　爆ばく発はつが収まって。


　その場に立つのはシェルティスと守護者の二人だけ。


「……何の真ま似ねであるか」


　目を細めてこちらを睨みつける男。


「加勢、まずかった？」


「違う。吾わが輩はいが問うているのは、なぜ侵入者である貴様が加勢したのかということだ」


「僕は敵じゃない」


　威い圧あつ的な視線を正面から押し返す。


「昨日も言ったけど、たぶん、僕たちをずっと欺あざむいてきた共通の相手がいる。そいつらが『ミクヴァの緋眼』を狙ってるはずなんだ。『緋眼』を使えばそいつらの正体も判明するんだろ？　それを怖おそれてるはずだから」


「…………」


「……喧けん嘩かなら後で付きあう。とにかく『緋眼』を守らないと」


　やがて。


　観念した面持ちで、ゼアドールが鎚矛メイスをすっと下ろした。


「貴様への処しよ罰ばつは後ほど検討する。いまは吾輩も『瞳ひとみ』の守護が優先である」


　ついてこい。


　ぶ厚い背中でそう語るや、こちらの返事も待たずに走りだす。


「先ほど、黒ずくめの男が軍勢を連れて乗りこんできた。……いや。昇降機エレベータで降りてきたのはその男一人で、無数の軍勢は男の周りに突とつ然ぜん現れたのだ」


「どういうこと？」


「理り屈くつはわからん。しかし吾輩が軍勢を相手取ってる間に、あの男は悠ゆう々ゆうと聖室へと侵しん入にゆうしていった。このゼアドール、生しよう涯がい最大の不覚である」


　憤いきどおりにふるえる守護者の声。


　巨大な聖廊を北へひた走る。幾いく本もの円柱を横切った果てに姿を現す機械扉とびら。


「この内部だ」


　ギィィィ……奇き怪かいな軋み音をまき散らして左右に開いていく扉。


　あらゆる輝かがやきが満ちる部屋。


　赤、青、緑、黄、白。色いろ鮮あざやかな五色の光に祝福された広大な間取り。中央には卵形の巨大な緋ひ色いろ結けつ晶しよう。幅はばだけで数メートル。高さは十メートル近くあるだろう。シェルティスが見上げても天てつ辺ぺんが見えない。


「これが『ミクヴァの緋眼』？……生きてるみたい」


　結晶の中心が、心臓が鼓こ動どうするかのごとく点滅をくり返している。まるで何かが生まれる前兆のようだ。





「ずっと……ずっと待っていた」





　結晶の頂点に現れる黒い影。


「シェルティス、ずっと会いたかった」


　漆しつ黒こくのスーツに漆黒の靴くつ、そして漆黒の鍔つば付き帽ぼう。黒に彩られた色しき彩さいのなかで、帽ぼう子しの下でゆれる淡あわい金きん髪ぱつが異様に目だつ。


　……この男がイグニド？


　……なんだ……この感覚……


　見上げる側と見下ろす側。これだけ距きよ離りを置いているのに、すぐ目の前で瞳を覗のぞき合っているような奇き妙みような酩めい酊てい感に襲われた。初めて会うはずなのに、まるで旧知の友人と久しぶりに出会ったかのような。


「……嬉うれしいな」


　口元の笑みを空白イグニドは隠かくそうともしなかった。


「私のことがわかるんですね。あぁ良かった。私、すごく嬉しいです」


「僕は……お前のことなんか知らない」


　胸の動どう悸きを押さえつけて頭上の相手を睨みつける。


　そう、知らないはずだ。


　なのに何だ、この────胸の奥をざわめかせる────既き視し感かんは。


「いいんですよ。知らなくていい。知らずとも感じてくれればいい。ねえシェルティス、『初めまして』、そして『お久しぶり』。この世界で会う時を待ち望んでいました」


　……どういうことだ？


　この男がマハの仲間であることは確実。しかしだ、仮にマハから僕のことを聞いているにしても言葉が深すぎる。そしてなぜこうも親しげなのか。


「ああ、いけない。あんまり嬉しくて自分のお仕事を忘れそう」


　空白イグニドのこぼした言葉に、シェルティスはようやく現状を再認識した。


　そうだ、この男の目的は──


「貴様っ……！　何者かは知らんが、それは統政庁の秘宝である。この聖廊に無断で立ち入ったことはもちろん、『緋眼』を足あし蹴げにするとは何事か！」
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　轟ごう音おんと共に、足あし下もとの床ゆかに鎚矛メイスが打ちつけられる。


「しからば即そく座ざに──」


「違ちがいますよ」


「なに？」


　想定外の反論にゼアドールの表情が歪ゆがむ。


「これは統政庁のものではありません。たった一人の……千年前のとある技術者が作り上げたものです。統政庁はそれを勝手に拾ひろい漁あさっただけ。とはいえ、それをあなたに言っても詮せんないことでしょうが。ねえシェルティス？」


　鍔付き帽をしっかりと手で押さえた恰かつ好こうで、空白イグニドの視線は常にこちらを向いていた。


「知りたいですか、知りたいですよね？　この結晶が何なのか」


「それを……敵ぼくに教える気？」


「あなたが望むのならね」


　敵意をまるで感じさせない不気味な微笑。


「だから教えてあげる。この結晶はね、かつて人類が『ある存在』を人工的に創つくろうとして失敗した、いわばなれの果てなんですよ。……その原型オリジナルをあなたは知っているはずだ。『禁断水晶』と呼ばれる存在をね」


　レオンに連れられて向かった浮遊島ラグーン。


　そこに隠されていた研究所で、幽ゆう幻げん種しゆの前に設置された画面に映うつっていた少女。





　……シェル……ティス。


　……わたしを見ているのは……あなたなの？


　……凍いてついた穢歌の庭エデンの夢を…………禁断水晶を……見ているのは。





　その名前がなぜここで？


「……どういうこと」


「興味が湧わいてくれて良かった。話した甲か斐いがあったというものです。でも──」


　にこりと微笑ほほえむイグニド。


「力ずくで『緋眼』をどうにかという雰ふん囲い気きでもないですね。……ま、ちょっとだけ中身も弄いじりましたし、あとは放置して私は逃にげよっと」


「……逃げる？」


「知りたければ追いかけて。さあシェルティス、空白わたしを追いかけてきてください。それが全ての始まりだから。……ただし、この子たちと遊んでからね」


　空白イグニドが両手を天てん井じようへと掲かかげる。


　さながら楽がつ曲きよくを演奏する指揮者のように。





　Li Xeaさあ =F shela, 起きて、elmei/ x-delis tis, 全てのSelah pheno忘却された sia-s Orbie Eden.子供たち





　イグニドの足下で、緋ひ色いろであった結晶体がにわかに色を移していく。


　緋色から赤へ、赤から青、青から緑へ。それから黄色に白。そして最後に──その結晶はまるで曇くもりガラスのように半はん透とう明めいへと変化した。


　……なんだ、あれは。


　半透明の結晶の中で何かが蠢うごめきだしている。それも二つ。一つは黒色で無機的、もう一つは濃こ紫むらさき色をして靄もやがかった輪りん郭かくで──


『あれは千年前の……っ!?』


　機械水晶イリスの絶ぜつ叫きように呼応するかのごとく、結晶の表面部が陽炎かげろうのように歪み、巨きよ大だいな質量を持つ二体の怪かい物ぶつが降おり立った。


　漆黒の装そう甲こうを有した巨大機械兵。


　そしてもう一体、濃紫色の呪じゆ霧むを身体からだ全体から放出する四足歩行の獣けもの。


「機械兵と幽幻種であるか？」


『いえ、これは……』


　ゼアドールの呟つぶやきに機械水晶イリスが応じる。


『千年前の重装機兵、そして……幽幻種。どちらも外見こそ現代のものと変わりませんが、氷結鏡界が結ばれる前の古代種です！』


「千年の獣。『緋眼』の記録を利用して詠よびかけてみました。もう少し漁ればより強力なものを見つけられたでしょうが、私がここから逃げる時間稼かせぎには十分かな」


　とん。足下の結晶を蹴けりつけて虚こ空くうに跳とぶイグニド。


「貴様っ、逃がすわけには……むっ！」


　漆黒の男の着地点へ先回りするゼアドールへ、さらにその進路を妨ぼう害がいするかたちで立ち塞ふさがる幽幻種。
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　魔ま笛てき。


　ゼアドールが反応するより先に、霧きり状じようの獣から濃紫色の光が奔ほん流りゆうとして放射された。


　光の粒りゆう子しが糸を紡つむぎ、糸がより集まって光の紋もん様ようを紡ぎだす。その光の環わにゼアドールの足先が触ふれた途と端たん──濃紫色の光が爆発した。


「……ぐっ!?」


　強力な熱と衝しよう撃げき、そして呪じゆ詛そを浴びて守護者の巨きよ体たいが壁かべへと打ちつけられる。


「ゼアドール！」


「……名乗りも挙あげぬうちに攻こう撃げきとは無ぶ粋すいな」


　濛もう々もうと立ちこめる魔笛の霧中、のっそりと立ちあがる男の影かげ。聖域術式の防ぼう御ぎよによって呪詛もダメージも最小限に抑おさえたのか、その体たい軀くに傷らしい傷はない。


「簡易な幻げん影えいですから半時間ほどで消えますよ、それまで頑がん張ばって」


　軽けい妙みような微笑みを残してイグニドが扉の外へ。


　──半時間。


　そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる暇ひまはない。第二棟とうにユミィやモニカを残している。


「上等だ、さっさと倒たおして追いかける！」


　近づいてくる機械兵へと、シェルティスは自分から疾しつ走そうして距離を詰つめた。二足歩行とはいえ相手は三メートル近い巨体、さらに全身が鋼鉄製という超ちよう重量である。


　……やっぱり動きは鈍どん重じゆうか。


　敵の照しよう準じゆんが合う前に一足飛びで真横へ跳ちよう躍やく。


　機械兵の反応が一いつ瞬しゆん遅おくれ、その虚きよをついて一気に距離を詰める。狙ねらいは関節部──相手は重厚な金属鎧よろいをまとった機械兵だ、装甲が薄うすい場所から狙って破は壊かいする。


『上へ』


　機械兵の膝ひざを踏ふみ台に二段目、さらに肩かたを飛びこえて三段目。優に十メートル以上の高さまで飛ひ翔しようして機械兵の頭上へ。


　……見えた。


　頭部の装甲の隙すき間まからのぞく蒼あおい内部パーツ。千年前といっても機械兵は機械兵だ、根本的な造りは変わっていない。動力機関を破壊すれば無力化できる。


「沈しずめっ！」


　右の剣けんを装甲の隙間へとふり下ろす。内部パーツへと剣先が突つき刺ささり……


　──ギンッ！


　剣先に触れる硬かたい感かん触しよく。


　剣がこれ以上進まない。蒼く発光する内部パーツに受けとめられた？……ばかな。装甲ならまだしも、弱点である内部機器にこれほどの強度があるはずない。


『沁しん力りよくの刻印です。聖域術式同様、あなたの魔笛と反発しています！』


「……だからか！」


　敵の銃じゆう口こうがつきつけられる。


『剣を引き抜ぬいて！』


「こんな時に……厄やつ介かいな奴やつが！」


　対幽幻種用に設計された重装機械兵。元々は幽幻種の魔笛を軽減するためだろうが、こちらの双剣が魔笛を帯びてしまっているせいで威い力りよくが鈍どん化かしてしまっているのだ。


　聖域術式ほどではないが、面めん倒どうなことに変わりはない。


「いい手は？」


『沁力刻印といえど限度はあります。刻印を削けずりきるくらいの連続ダメージを与あたえるのが確実。あとは、推すい奨しようしかねますが魔笛の使用です。あなたの第七真音律エデン・コードなら沁力刻印を無効化できるはず』


「……最初の案だろうね」


　天結宮ソフイアの護ご士しならともかく、統政庁の人間がいる前で魔笛は使えない。


「ゼアドール？」


　背はい後ごで立て続けに爆ばく音おん。爆ばく轟ごうの衝撃で円柱に叩たたきつけられる轟音と、守護者がもらす苦く悶もんの声が伝わってきた。


「ぐ、この……っ……小こ賢ざかしい真ま似ねをするではないか！」


　鎚矛メイスを支ささえにゼアドールが立ちあがる。


　外傷は見当たらないが表情は険けわしい。壁に罅ひびが入るほどの衝撃を背中に受けた際、軽い脳のう震しん盪とうを起こしたのだろう。
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　ぽちゃん。


　幽幻種の足下の床ゆかがゆれて、水面に波は紋もんが立つように紫むらさき色いろの環ができる。


『魔笛の固着です。触れた瞬しゆん間かんに破は裂れつして呪詛をまき散らすタイプかと』


「機き雷らいみたいなもんか。ゼアドール、それに触れちゃ──」


「問答無用！」


　超重量の鎚矛メイスを掲かかげて、自みずから魔笛の機雷に足を踏み入れる。


　爆轟。ゼアドールの巨体が虚空に浮うく。


「ぬぅっ!?」


　呪詛の爆ばく風ふうを受けて再び壁に衝しよう突とつする守護者。


　……変だ。昨夜見せた熟達の戦いぶりとまるで違ちがう。いま幽幻種と対たい峙じする姿はまるで、初めて幽幻種を相手に困こん惑わくする護士候補生みたい。


「吾わが輩はい、幽幻種と戦うのは初めてなのである！」


　厳いかめしい顔をさらに岩のようにして、ゆっくりと男が立ちあがる。


「……なるほど」


　統政庁の聖廊に幽幻種など入りこむわけがない。戦う機会がないのも当然だろう。


「動ける？」


「他人の心配より自分の心配をするのだな！」


　真横で地鳴り。


　床を陥かん没ぼつさせる超重量の機兵が、こちらを叩きつぶす勢いで迫せまってきた。


　繰くり出される左ひだり腕うで。ぎりぎりまで引きつけて身を捩ねじって回かい避ひ。その外側から回りこんで左ひだり脇わき腹ばらの位置に潜もぐりこむ。


　──一いつ閃せん。


　が、それでも脇腹の重装部がわずかに剝はがれただけ。内部にある重要パーツまでは剣先が届かない。


「ちっ！」


　横一列に発射される銃じゆう弾だんから逃のがれ、『ミクヴァの緋眼』の陰かげに回って身を隠かくす。


『こちらも向こうも、芳かんばしくない状じよう況きようですね。相あい性しようのせいにはしたくありませんが』


「…………」


　いま一度呼吸を落ちつかせ、シェルティスは下した唇くちびるを嚙かみしめた。


　……ユミィもみんなも。


　……ごめん、もう少しだけ耐たえていて。
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　立ちこめる砂すな埃ぼこり。


　瓦が礫れきの粉ふん塵じんに染まった世界で、稲いな妻ずまを思わせる閃せん光こうが弧こを描えがいて煌きらめいた。


「────」


　通路にうずたかく積もった瓦礫へ着地、そこから間を置かずに再び跳躍。


　床から壁、壁から天てん井じよう、天井から床を介かいしてまた壁へ。常人の平へい衡こう感かん覚かくなら見るだけで目め眩まいを起こしそうな走法で距きよ離りをつめていく。


　それは、粉塵の中でもはっきりと際きわだつ細身の鎗やり使つかい。


「天突く地ち母ぼ」


　待ち受けるのは黄土色のローブをまとう沁力術士。


「百の鎗にて射出せよ」


　その足下から、頭上から、真横から。塗と装そうが剝がれた剝むきだしの岩がん壁ぺきが脈動し、鋭えい利りな断面をもった石鎗が一いつ斉せいに噴ふきだした。広さがあるとはいえ所しよ詮せんは通路。上下左右から迫る鎗はかわせない。が──


　それを目前にしてなお、イシュタルの疾走は止まるどころか迷いすらなかった。


「百でいいのか？」


　鎗の先せん端たんが一いつ瞬しゆんブレる。


　直後、彼女に迫る石鎗のことごとくが、乾かわいた音を立てて砕くだけ散った。居合い。それも一連の動作全てをまるで視認させない不可視の速度で。


「百では足りないな」


　マハまで四メートル。踏みこみまで含ふくめれば十分に鎗の射しや程てい距きよ離り。そこまで迫った矢先、イシュタルの真横で壁が大きく砕けた。


「っ！」


　大きく陥没した黒穴から伸のびる巨きよ大だいな前ぜん肢し。ぬめりと褐かつ色しよくに輝かがやく爪つめに儀ぎ礼れい衣いの肩かた口ぐちが破られた──と脳で判断するより先、イシュタルは腕と逆方向に跳んでいた。


　飛び際に一閃。


　儀礼衣の切れ端はしが付着した爪をなかばから切断する。


「なるほど、私が石鎗を突とつ破ぱするのを前提で罠わなを張っていたわけだ」


　肘ひじ近くまで露ろ出しゆつした右肩を見やって微笑。儀礼衣こそ破けたものの、そのきめ細かな肌はだには傷一つない。あれほど完かん璧ぺきな不意打ちを食らいながらだ。


「服を破られたのも、最近は千せん年ねん獅しとの組み手以外に記き憶おくがない。……ずいぶんな大物を出してきたな」


　通路の横よこ壁かべを跡あと形かたも無く破壊して現れる巨大な影。


　地ち竜りゆう。人の背せ丈たけほど開いた口こう腔こうと、それに見合う巨きよ体たい。黒色がかった鱗うろこは鋼はがねの剣をも弾はじき返すほど硬こう質しつで、機き関かん銃じゆうすら有効なダメージを与えられない。生ビ態オ生ト育ー野プの危険性を象しよう徴ちようする大型肉にく食しよく獣じゆうである。


「ま、しかし」


　咆ほう吼こうを上げる害がい獣じゆうを前にしてなお、イシュタルは暢のん気きに首をふるだけだった。


「この程度ではないだろう？　足りない、この程度で私の気が収まると思うなよ？」


「…………」


　荒あれる竜を境に睨にらみあう超ちよう越えつ者しやたち。


　その奇き妙みような静せい寂じやくと均きん衡こうを破ったのは、寡か黙もくな黄金の術者だった。


「……戻もどってくる頃ころだ」


「私が向かわせた男シエルテイスがか？」


「……イグニドがだ……気まぐれではあるが……それが障害になるほどでもあるまい」


　そう告げるマハの声こわ音ねには絶対の自信が満ちていた。


「敗北は……無し。万ばん象しようすなわち……不測の事じ項こうなし…………この場で均きん衡こうが続こうと、残りの場での結末は明らか」


　残りの場。


　つまり聖廊に向かわせたシェルティス。


　そして巫み女こと、巫女の護衛を任まかせたモニカたちの部隊。


「ゆえに我、ただ時の経過を──」


「賭かけようか」


　イシュタルの不敵な笑みがそれを遮さえぎった。


「残りの場の結末とやらが、お前の大層な予言のとおりになるか。私は『外はずれ』に賭けてやる。これを外したらお前の部下になってやってもいいぞ？」


「…………」


「塔とうの連中は弱者の集まりさ。しかし相応に気き概がいはある。巫女も護士も等しくな」


「……それで？」


　その問いに、錬れん護ご士し筆頭は静かに鎗を持ちあげた。


「世界に革新はじまりをもたらすものは、いつだって人の覚かく悟ごだよ」
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　幽ゆう明めいの間。


　頭上には砕けたシャンデリア。壁かべにかかっていたはずの絵かい画がにはどれも爪や牙きばの痕あとが走り、足下の絨じゆう毯たんはそこかしこが破けて下の石床が露出。


　多くの者が撤てつ退たいした空くう虚きよな空間を埋うめつくすのは、立て続けに鳴りひびく衝突音だ。


「華宮、上！」


　モニカの絶ぜつ叫きようが会議室にこだまする。


「は、はい……っ！」


　ふり向きざまに高圧の電気銃の引き金トリガーを引く少女。


　強きよう烈れつな音と光をともなう電でん撃げきが筋状に伸びて、天井から降ふってきた白色の毒どく蛇へびに絡からみつく。空中でその動きが硬こう直ちよくし……が、一いち撃げきだけでは止まらない。真下の標的カグラ目がけて毒どく牙がを突つき立てようと口を開け──


「しっつ……けぇんだよ！」


　その頭部を、ヴァイエルの裏うら拳けんが打うちぬいた。縄なわのように細い身体からだが壁かべ際ぎわまで吹ふき飛び、床に落ちて元の土へと還かえっていく。


「おらよ、ぼさっとすんな」


「わ、わかってます。…………でも」


　あえいだ呼気がもれそうになるのを、口に手を当てて華宮は必死にこらえた。


　──三人は……きつい。


　シェルティスでない別の誰だれかでもいい、いまは四人という数が大事なのだ。


　四人なら二人一組でペアを作り、それぞれ前衛と後衛を得え手て不ふ得え手てに応じて割り当てられる。いまの三人ではそれができず、巫女と総務局長たちを守るために三人全員が前衛だ。不ふ慣なれな自分も前衛だし、モニカも指揮命令に集中できない。


「あと三体ですか」


　上段からゆっくりと降りてくるマハの分身三体。その足下にも毒蛇が数体、背はい後ごにも赤獅子レツドマンテイコアが控ひかえている。


「終しゆう盤ばんだ……終わ……らせるぞ」


　が、そう告げるモニカも額ひたいから滝たきのように汗あせを流していた。ただの疲ひ労ろうからじゃない、さっきマハの分身の拳こぶしが腹部をかすめていたはず。……顔色も土つち気け色いろ。足をひきずるような挙動からも、あの衝しよう撃げきで胸きよう骨こつか肋ろつ骨こつに罅ひびが入っててもおかしくない。


「……モニカ」


「他人の心配してる暇ひまねぇだろうが」


　ヴァイエルの言葉が痛いほどに突き刺ささる。


　……そんなことわかってる。


　……この中で誰より直接戦せん闘とうに向いていないのが自分。


　だからこそヴァイエルが近い位置で援えん護ごしてくれているが、モニカは一人で部ぶ隊たいの逆方向を守っているのだ。体力も精神も摩ま耗もうの度合いがまるで違ちがう。


　マハの分身が上段の踊おどり場ばから浮ふ遊ゆう。


　それに応じて十字棍ロザリオを構えるモニカが────突とつ如じよぐらりと身体をゆらがせた。


「モニカっ!?」


　華宮が手を伸ばしても彼女までの距離は遠すぎる。


　カランッ。


　床ゆかに転がる十字棍ロザリオ。なのに彼女はそれに反応しない。まさか意識がない……？　目眩。いや昏こん倒とう？　いずれにせよ、このままじゃ……


「くそがっ！」


　舌打ちするヴァイエルが援護に走っても遥はるかに遅おそい。部隊長の身体がくずおれて、そこにマハの分身が襲おそいかかり──





〝あなたたちは……〟


〝あなたたちは、この世界で誰より怒おこらせてはいけない者を怒らせた〟





　幽明の間に光が満ちる。


　天井の赤い警告ランプを、さらに強い赤である緋ひ色いろが塗ぬり替かえていく。


「……なっ!?」


　沁力術士ではない華宮にもわかる。膨ぼう大だいな、この幽明の間を満たしてもまだ足りずに渦うずを巻いて激流を生みだし続ける沁力の輝き。


「────」


　桁けた違ちがいの沁力の放出に圧おされて停止する敵。


　その光の中心に、部隊長の少女を抱だきとめる巫女が立っていた。





「……これは先メ輩イ巫メ女ルからの受け売り」


　倒たおれかけた少女の肩かたに左ひだり腕うでを回し、その華きや奢しやな身体をしっかりと支える。


「結界の祈いのりに専念するはずの巫女が、もしも自分から戦いの前線におもむくことを決意したならそう言いなさいって。だから…………言いました」


　目の前で、わたしを庇かばって皆みんなが傷ついていく。


　……そんなのごめんだ。


　……それを黙だまって見届けるような巫女にはなりたくない。


　左肩を先輩に貸して、残る右みぎ手てでマハの分身たちを正面から指さす。


　そしてユミィは宣言した。


「ここから先は巫女わたしが相手です」


「……ユミィ？」


「先輩、よかった気がついて。急に倒れちゃうんだもん」


　にこりと笑み、空あいた右手をモニカの右頰ほおへ近づけて──むぎゅっと、その頰を力いっぱいつまんで引っぱった。


「ふぁな、ふぁふぃほぉふふなにをする!?」


「気付けです。というのは噓うそで、巫女として、部隊長である先輩へのおしおきです。先輩、わたしのさっきの言葉には先輩だって含まれてるんですよ？」


　誰より怒らせてはいけない者を怒らせた。


　……そう。わたしが本当に怒りたい人は。


「先輩、わたしもう我が慢まんの限界です。先輩は……本当に肝かん心じんな時にわたしを後こう輩はい扱あつかいする。巫女として見てくれてないんですね？」


「なっ、なにを──」


「この場にいるのがメイメルや春蕾なら、モニカ先輩はきっと助力を頼たのんでいたはずです。巫女の防ぼう御ぎよ結界が優すぐれてることくらい知ってるはずだもん」


　慌てて離れるモニカをひたりと見すえた。


「…………」


「それなのに、先輩はわたしを庇うばかり。わたしに隠かくれてろって言うだけで」


　赤くなった頰を押さえるモニカは無言。


「……違うんだ」


　顔を伏ふせたまま。


「たしかに、メイメル様や春蕾様ならサポートを頼んでいたかもしれない。でも、わたしがお前を前に出したくないのは…………本当に…………」


　声を何度もつまらせながらも、部隊長の少女は懸けん命めいに言葉を紡つむぎだした。


「努力して努力して巫女になった自じ慢まんの後輩が…………万が一大変なことになったら……それが嫌いやだから」


「ええ。わかってます」


　にこりと微笑ほほえんで、床に転がったままの十字棍ロザリオを拾ひろい上げる。


「でもね、そんな優しい護士が傷つくのなんて、巫女だって見過ごせないんです」


　惚ほうけたまなざしでそれを見つめる彼女に。


　ユミィは、無言で十字棍ロザリオを差しだした。


「護士としての先輩を支し援えんさせてください。わたしは千年獅もいないから実戦も初めてで、何をすればいいのかもわかりません。だから」


「……だから？」


「ここにいない四人目の護士の代わりに、わたしが先輩の部隊の四人目になります。わたしに指示をください」


「はっ!?　な、……そ、それはさすがに……！」


「緊きん急きゆう措そ置ちです。巫女わたしが良いって言ってるんだから良いに決まってます」


　庇う姿勢で立ち並ぶモニカより、さらに一歩前に進み出る。


　──やるんだ。


　シェルティスが不在の四人目の枠わく。わたしにどこまでその穴が埋められるかわからないけれど、この気持ちが鎮しずまらぬかぎり。


「すごい、すごいですよヴァイエル。聞きました？　巫女様がわたしたちの部隊のメンバーって、こんなの普ふ通つうありませんよ!?　モニカが倒れてくれたおかげですね！」


「まったくだ、てめーらのヘタレ具合が逆に役立つとはな」


「そこの二人うるさいぞ……人のことを倒れたのヘタレだの」


　なかば呆あきれた様子でモニカが微び苦く笑しよう。


　片手で十字棍ロザリオを受け取り、もう片方の手で残る十字棍ロザリオを拾い上げる彼女。


「……今回だけだ、ユミィ」


「はい」


「結界系の術式で援護を頼む。あいつらの攻こう撃げきを緩かん和わするか妨ぼう害がいできるものがいい。範はん囲いはこの部屋全体で、対象はわたしたちの四人に限定。施せ術じゆつできるか？」


「巫女を甘くみてもらっては困ります」


　……結界系の術式ってホントはちょっと苦手だけど。


　心の底でそうつけ加えながらも、ユミィは微笑で返した。


　……苦手な術式だけど。


　……こんな場面で失敗なんてしてられない。


　この気持ちの昂たかぶりが鎮まらぬかぎり。


　どんな難しい術式も、どれだけ大規模な術式も、失敗する気がしなかった。
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　光のあふれる聖室で。


　黒光りする装そう甲こう機兵の右腕がこちらに向けられた。


『本体からの大型機き関かん銃じゆうの一いつ斉せい射しや撃げき、来ます。可能なかぎり剣けんで弾はじいてください』


「え……ちょ、ちょっと」


『避よけると後ろの『ミクヴァの緋ひ眼がん』に当たります』


「噓だろっ!?」


　敵の右腕に備えつけられた銃じゆう口こうを凝ぎよう視しし、そこから銃じゆう弾だんの発射角度を見み極きわめる。銃の側部についた回転リングがゆっくりと回転を始め──


『来ます』


「……わかってるっ！」


　双剣を順手に持ちかえて姿勢を落とす。


　そして一発の銃じゆう声せい。一発の銃声で放たれた何十発という弾だん丸がんに向け、シェルティスは剣を真横に薙ないだ。「切る」のではなく「撫なでる」。剣の峰みねで触ふれることで弾丸の角度をずらす技ぎ巧こう。コンマ一度単位での角度調整──読み違えれば自分が被ひ弾だんする。


　銃声の終しゆう焉えん。


　白はく煙えんを上げる銃口の正面で、シェルティスは剣を交こう叉ささせた姿勢で立っていた。


　……一応うまくいったか。


　肩と腕うでと脇わき腹ばら、そして太ふと股もものそれぞれ数カ所に鋭するどい痛み。弾きそこねた弾丸が衣服ごと肌はだの表面を抉えぐっていった傷きず痕あとだ。


『できるかぎりと言ったのに、全部弾くから』


「だって『緋眼』とイリスは制作者が同じなんだろ？　なら姉妹みたいなものじゃん。壊こわされちゃ嫌かなって」


『…………』


　決して短くない沈ちん黙もくの後に。


『そういう意味で弾いてくれって言ったんじゃないです、『緋眼』は今後の物証に役立つからであって………………ばか……あなたが身体からだを張るほどのものではないのに』


「うまくいって何より」


　剣を逆手に持ち直して再び疾しつ走そう。


　──さ、こいつをいかにして倒すかだけが問題だ。


　ぶ厚い装甲のせいで双剣が機関部まで届かず、さらに沁しん力りよく刻印が魔ま笛てきと拒きよ絶ぜつしあう。時間をかければ倒すことはできる、しかしどれだけ時間がかかるかわからない。


　……方法は。


「ぐぅぉっ!?」


　考えがまとまるより先、ゼアドールの巨きよ体たいがゴム鞠まりのように弾かれ飛んできた。鎚矛メイスを持ったまま床ゆかに叩たたきつけられ、その場に大きな亀き裂れつが生じる。


「ゼアドール!?」


「貴き様さま、シェルティスっ！」


　身体のバネを活いかし、倒れた姿勢から勢いよく飛び起きる守護者。


「さっきから何をしているか。貴様があの機兵ごときを倒せんから吾わが輩はいまでとばっちりを食ったではないか！」


「偶ぐう然ぜんだって。『緋眼』を壊されない位置に誘ゆう導どうした場所にアンタがいたんだから」


　機兵を誘導した位置にゼアドールがいて、それも標的と認識した機兵がゼアドールを背中から殴なぐり飛ばしたのだ。常人なら背骨ごと肉体を粉ふん砕さいされているはずだが、見るかぎりこの男にダメージらしいものはない。


「そうではない。吾輩が言ってるのは、いつまであんな雑ぞう兵ひようごときに苦戦しているのかという意味だ。吾輩ならあの程度の装甲など紙かみ屑くずも同然よ」


「そりゃアンタの鎚矛メイスなら威い力りよくもあるだろうけど。でも僕だって、あっちの幽ゆう幻げん種しゆなら倒せる自信あるし。幽幻種との戦いなら……」


　そこまで言って────きょとんと、二人はその場で目を見開いた。


　……あるじゃないか。


　機兵と幽幻種。イグニドが呼びだした千年の獣けもの二体を、確実に片付ける方法が。


「あー、そのさ……こういう非常事態だし……ねえ？」


「……む。確かに、イグニドを追うのが互たがいに優先であるな。本来なら侵しん入にゆう者と結けつ託たくなどないのだが……なにぶん急を要する」


『決まりですね』


　機械水晶イリスの声に応じ、それぞれ互いに背を向ける。


「重装機兵むこう、任まかせたから」


「貴様こそ、言ったからには幽幻種あれを速すみやかに排はい除じよしてみせろ」


　重厚な装甲に守られた機兵を統政庁ゼアドールが。


　禍まが々まがしい魔笛を放つ幽幻種を天結宮シエルテイスが。


　──背を預ける。


　天結宮ソフイアと統政庁の永ながきにわたる対立歴れきにおいて、それは初めての共きよう闘とうだった。


「三十秒で倒たおして追いかける」


「二十秒あれば十分よ」


　二人は駆かけた。


　同時に、そして『ミクヴァの緋眼』を挟はさんで真逆の方向に。
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　……ぽちゃん。


　幽幻種の全身から涌わきあがる魔笛が天てん井じようへと立ち昇のぼって雲を作る。


　奇き怪かいな雲からしたたり落ちる無数の雨。水すい滴てきのかたちに凝ぎよう縮しゆくされた魔笛が床に落ち、そこに無数の波は紋もんを形成していく。


　魔笛の機き雷らい。触れれば呪じゆ詛そと爆ばく風ふうをまき散らす。が──


「行くよ」


『はい』


　シェルティスは、何の躊ちゆう躇ちよもなく波紋の中心に足を踏ふみ入れた。


　羽は織おっていた儀ぎ礼れい衣いは脱ぬぎ捨すてる。


　……ぴちゃん。


　ゆれる魔笛の水面。魔笛の薄はく膜まくがわずかに靴くつ先さきで飛沫しぶきを生んで……ただそれだけだった。波紋は乱れることなく保たれ、爆ばく轟ごうもなければ呪詛を放つこともない。


　魔笛を宿した者に、魔笛の機雷は反応しない。


『ッッッッッッ！』


　奇怪な咆ほう吼こうを上げて幽幻種が身を屈かがめた。自みずからの魔笛をすり抜ぬける人間に警けい戒かいを強め、接近を嫌きらって頭上高くへと跳とび上がる。


「────」


　その影かげを追ってシェルティスも跳ちよう躍やく。


　緋ひ色いろの水晶がその一部始終を見守る部屋で。爪つめと右の剣、牙きばと左の剣が交叉して……　幽幻種の核かく晶しようが砕くだける高らかな音が鳴りひびいた。
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　まさに同瞬。


　その真下では、守護者の投げ放った鎚矛メイスが装甲ごと機兵を打ち抜いていた。
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「……一生の不覚です」


　寝ね癖ぐせのついた髪かみに手で触れて、揺は長い長い溜ため息いきをついた。


「地鳴りで気を失って、事が解決するまでずっと待機室で寝ねていたなんて」


「よく寝れたみたいだね」


「ええ。それはもう、二十四日ぶりの熟じゆく睡すいでした……泣いていいですか？」


「あはは、まーまー。ユミィ様にもケガなかったから平気だって」


　声を上げて笑うイシュタル。


　しかしそんな彼女も顔は埃ほこりまみれで、右の肩かた口ぐちが袖そでまで大きく破けていて……


「イシュタルさん……それ」


「ん？　ああ、これちょっと破けちゃったのー。服だけだから縫ぬえば直るよ？」


　間ま延のびした物言いはいつもどおりだ。


「交戦ですか」


「そそ。途と中ちゆうで逃にげられちゃったけど、ま、どうせイシュタルも一回で終わらせるの物足りなかったし。むしろ好こう都つ合ごう？」


「……筋すじ金がね入いりですね」


　かろうじてそれだけ口にして、揺は再びメモ帳を取りだした。


「ところでこの後の予定ですが、本来なら四日目の会合の終わりに食事会が──」


「……筋金入りなのは揺ちゃんの方だと思うよ？」


　珍めずらしく苦笑いの錬れん護ご士し筆頭。


「ご飯は無し。とにかくいまは」


「いまは？」


　自分たちの後ろ──壁かべ際ぎわに設置された大ソファーを指さすイシュタル。


「寝かせてあげて、あっちも大変だったみたいだし」


「……ですね」


　ソファに腰こしかけて仲良く眠ねむる巫女ユミイと護衛モニカ。


　何か良い夢でも見ているのかもしれない。微睡まどろむ二人の口元は、何か嬉うれしいことがあった時のようにほころんでいた。




　空白　『空白世界』







　統政庁中央エリア、第三セクター格納庫。


　監かん視し装置によって常時チェックがなされ、唯ゆい一いつの入口であるゲートにも多数の警備員を配置した重要基点の一つ。


　その格納庫の内部を、自みずからの姿を隠かくす気もなく歩いていく人ひと影かげが一つ。


「ええ……途中で妨ぼう害がいが入りはしましたが、緊きん急きゆう処置だけはしておきました。『緋ひ眼がん』で例の研究所の事象を確認しようとしても、私たちの情報を辿たどることはできません」


　耳元に黒くろ塗ぬりの通信機をあてる青年。


　黒塗りの鍔つば付き帽ぼうを目ま深ぶかにかぶり、上着は漆しつ黒こくのスーツで足あし下もとも黒のブーツ。影に同化するのではなく影そのものという様相の恰かつ好こうだ。


「しかし研究所の地下施し設せつを破は壊かいされたのは痛手でした。私が捕つかまえてきた『眠り仔こ』も倒されちゃったし、双ふた子ごの『実験』にアレほど適した個体は滅めつ多たに……え？　ならもう一回捕まえてこい？　簡単に言うなぁ、幽ゆう幻げん種しゆを捕とらえるのって大変なんですよ」


　鍔付き帽の下で唇くちびるをきゅっとつり上げて。


「私はいつもどおりでしたよ。マハさん？　ああ、終しゆう始し圧おされっぱなしのようでした。今回は相手も強敵だったらしいですが、やっぱり人形はダメですね。そろそろご本人が『暗室』から出てお仕事なさればいいのに、恥はずかしがり屋さんなんだから」


　通話先の相手に、青年は微笑を隠そうともしなかった。


「双子は実験の継けい続ぞく？　相変わらず過か酷こくそうですね、もう百八十時間くらいは実験中じゃないですか？　ま、そうでなければ氷結鏡界を超こえる結界なんてできないけれど。……そうだ、頑がん張ばったご褒ほう美びにシフォンケーキでも焼いてあげよっと。え？　味見だけ手伝う？　そんなこと言わないでちゃんと手伝ってくださいよ」





『あら、じゃあ焼くのを手伝う？　物を焼くのは得意よ、大得意！』





　くすくすと、会話先の相手からこぼれる艶つややかな笑い声。


「炭すみになりそうだから遠えん慮りよします」


『そう。残念』


「で、残りの皆みなさんのスケジュールは…………あら、『天の車』の一人が動いてる？　なるほど、やっぱり統政庁にも私たちのこと勘かんづいていた人がいたわけですか。だとしたら既すでに『緋眼』で私たちの拠きよ点てんもばれているかも。その情報を天結宮ソフイアにも提供されるとやっかいですね。……ふむ、拠点まで潜もぐってきたら盛大にお出で迎むかえ？　なるほど、そろそろ表に出る時機というわけですか」


　通信を遮しや断だん。


　機器をスーツの内側にしまい、一度大きく深呼吸。


「…………嬉うれしいな。やっと会えた。これでようやく始められる」


　溜ため息いきにも似た呟つぶやき。


「凍いてついていた時が動きだす。誰だれもが忘れた記き憶おくの欠片かけら。全ての忘ぼう却きやくされた子供たちの夢。穢歌の庭エデンの底に眠るもの────」


　薄うす暗ぐらい格納庫に、感かん嘆たん混じりの独白がしっとりと浸しん透とうしていく。響ひびくわけでもこだまするわけでもなく、大気に沁しみて拡ひろがっていく声こわ音ね。


　年ねん齢れいも素顔も出身も、その力も目的も、本名すら謎なぞのまま。全てが未知──ただ一つの鍵ヒントは、ソレが自らを『Igun-Iイグニド（空白世界）』と名乗っていること。


「さあシェルティス、わたしたちの物語を歌いましょう」


　暗い暗い無人の場所で、イグニドは聖母のように微笑ほほえんだ。




　エピローグ　『真夜中の塔にただ二人』
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　長大な聖廊のちょうど中央部で。


　耳が痛くなるほどの静せい寂じやくを破ったのは、低く押し殺した女性の声。


「聖こ廊こで何をしている『第一』」


「黙もく禱とうである」


　目をつむって腕うで組ぐみした姿勢を崩くずさず、ゼアドールは仲間の詰きつ問もんに即そく答とうした。


「……反省か？」


「いかにも。吾わが輩はい、聖廊への侵しん入にゆうを許したのはこれが初めてゆえに」


　だからこその黙禱。重装機兵と幽ゆう幻げん種しゆを倒たおしたはいいが、それに手間取りすぎたのは事実。首謀者イグニドの逃とう走そうを許してしまった。


「話は聞いている。侵入者を『緋ひ眼がん』に接せつ触しよくさせてそのまま逃とう亡ぼうさせたらしいな。元老院でも問題視されてるぞ。ちなみに『第九』は爆ばく笑しようしていたが」


「ふむ、懲ちよう罰ばつも覚かく悟ごの上である。……『第九』は後で殴なぐっておくとして」


「いまアイツは外出中だ」


「『第九』が外出とな？」


「調べ物と言っていたな。部下を連れて勝手に消えた」


「無断で統政庁を抜け出すとは。……そういえば少し前、『ミクヴァの緋眼』で何かを調べていたのである。戻もどってきたら問いただしておくか。それはよしとして──」


　うっすらと片目をあける。


　自分の真横に立つ『第七』ではなく、正面の聖廊を見すえるために。


「先の懲罰の件で提案がある。ならば『第七』、互たがいに担当替がえをしてみるか？　貴き様さまが聖廊を守護して、吾輩が貴様の担当を──」


「ふざけるな」


　怒おこっている……というより呆あきれたといった口調。真横に立つ相手の表情はわからないが、おそらくは声の雰ふん囲い気きそのままの表情なのだろう。


「こんなジメジメした場所、一日たりと居座っていられるか。お前が一生ここにいろ」


「それはそれで構わん。が、たまには外の空気も良いものだ。天結宮ソフイアにあのような武人がいるとは」


「イシュタルか？」


　巫み女この護衛として天結宮ソフイアから派は遣けんされた錬れん護ご士し筆頭。いつ千せん年ねん獅しになってもおかしくない。否いな、ならない方が不自然だと統政庁でも警けい戒かいしている人物だ。


「違ちがう」


「……違う？」


「うむ。だが手練てだれである。そしてそれ以上に、決意を感じさせるあの目。天結宮ソフイアにああいう武人がいるのであれば」


　一呼吸置いて。


「吾輩の私見として、天結宮ソフイアと和解の道もあるやもしれん」


「それは別の話だ」


　ぴしゃりと断たちきる『第七』の声。


「そういえば『第七』、貴様どうしてここに来た？」


「戦せん闘とうの痕あとを見に来ただけだ。侵入した敵の技量も計はかれるかと思ってきたが……」


　天てん井じようを支ささえる円柱は半数近くが完全破は損そんで、無傷のものを探さがす方が難しい。天井には大小無数の亀き裂れつが走り、足下の石いし床ゆかには巨きよ大だいな陥かん没ぼつがあちこちに。


「……私には、この戦闘痕が全部お前の仕し業わざに見えるんだがな？」


「吾輩、力の加減は苦手である」


「…………」


「…………」


　この破は壊かい魔まが──『第七』がそう呟いた気がしたが、それは無視することにした。


「腐くさっても『天の車しごとなかま』だ。貸し一つで、修復に必要な人員くらいは調達してやるが」


「愚おろかな。このゼアドール、自らの責を拭ぬぐうのに人の手は借りぬ」


「その発言、泣いて後こう悔かいしても知らないからな？」


「……やはり頼たのもうか」
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　天結宮ソフイア65階。


　真夜中の発着地ターミナル。飛ひ空くう艇ていの管制室に残ったわずかな夜や勤きん職員をのぞき、飛空艇も案内灯、電光掲けい示じ板ばんすら眠ねむりにつく時刻──


「お姉様！」


　ほぼ無人となった発着地ターミナルで、まばゆい金きん髪ぱつをなびかせて駆かけてくる少女が一人。


「あ、イーシャちゃんだ！」


　飛空艇から降おり立ったイシュタルがぱっと顔を明るくする。走りよってきた正護士の少女を無理やり自分の胸むな元もとに抱だき寄よせて。


「わぁ、よしよし。イーシャちゃんてば良い子にしてた？　お姉ちゃんのいない間に、悪いオトコにでも付きまとわれてないか心配で心配でっ！」


「お、お姉様っ……く、苦しいですわ。はなっ、離はなしてください！」


「だーめ。もう一週間分は抱きしめちゃうんだから」


　手足をじたばたさせる妹を捕つかまえて離さない姉。


「ま、待ってくださいお姉様。巫女様にご挨あい拶さつが先ですわ。それに……あの黄マ金ハが統政庁を襲しゆう撃げきしたって」


「あ、そうね。それもあるかな」


「巫女のメイメル様とボス……じゃなくて爛ラン隊長、あと教官が数人。お姉様が戻りしだい事情聴ちよう取しゆだって意気込んでますわ。すでに会議室で待ってます」


「えええっ!?　やっと休めるかと思ったのに……」


　がっくりと肩かたを落とすイシュタル。


「では、わたしは一足先に戻ってますわ。お姉様も後ほど」


「ふぁーい…………また後でねイーシャちゃん」


　へろへろと手を振ふって妹を見送る姉。と思いきや、彼女はくるりとふり向いて、勢いよく敬礼の姿勢をとってみせた。


「さて、それじゃあユミィ様お疲つかれさまでしたっ！」


「あ……は、はい！　お疲れさまです、本当にありがとうございました」


　ユミィも慌あわててぺこりとお辞じ儀ぎ。


「イシュタルさんがいなかったらどうなってたか」


「いえいえ、あれは御お礼れい言うのむしろイシュタルですから」


「へ？」


「あ、こっちの話ですー。それより御礼なら、向こうの方たちにもね」


　……モニカ先せん輩ぱいと華宮カグラさんと、あとヴァイエルさん？


　自分たちからやや離れた場所、飛空艇から疲れきった様子で降りてくる総務局長たちと、それを警備する護士候補生たち。三人とも立っているのがやっとという表情で、ほぼ無言で総務局長たちの荷物を抱かかえてフロアの出口へと歩いていた。


「ユミィ様…………それでは……儂わしらはここで……」


「わたし、も……総務局長様……たち、を……最後ま、で護衛するの、が……仕事……」


　まるで呪じゆ文もんのような別れの言葉だ。


「……みんな疲れて、御礼どころじゃないみたいです」


「ですねー。モニカさんたちも初めての任務がアレだったわけだし、総務局長様もご自身の職しよく歴れきであそこまで大規模な襲撃は初めてだったそうですよ？　ま、何事も経験です」


　フロアに響くイシュタルの笑い声。


　……敵かなわないなあ。


　ここ数日まったくといっていいほど睡すい眠みんをとってなくて、しかも最後に黄マ金ハと激戦を繰くり広げてまだ余よ裕ゆうがあるんだから。


「さ、それじゃあイシュタルも会議室行ってきます。寝ねずに待たせちゃってるだろうし」


「そう、そうですよ。なんか偉えらい人たちが会議室で」


「イーシャちゃんを！」


「…………」


「可愛いイーシャちゃんが寝ね不ぶ足そくになると大変、会議とやらも五分で終わらせます！　ああもうっ、こんな遅おそくまでお姉ちゃんの帰りを待ってくれてるなんて、イシュタルは世界一の幸せ者です。嬉うれしさのあまり明日あしたも寝不足で────」


　握にぎり拳こぶしで熱く語りだす彼女。


「……はぁ」


「ん、どうかしましたユミィ様？」


「いや、……何と言いますか。イーシャさんの気持ちもわかる気がしました。黄マ金ハから守ってくれた時はあんなに恰かつ好こ良よかったのに」


　触ふれるだけで切りさかれそうな眼光と、低く押し殺した冷たい声。


　雰囲気こそ少し怖こわかったけど、黄マ金ハの前に立ちはだかった時の彼女は、まさに他を寄せつけぬ威い厳げんと誇ほこりに満ちていた。


「……なのに」


　この変わり様は。


　数日前に発着地ターミナルで出会った時からそうだ。普ふ段だんの、このゆるみ具合は何だろう。


「普段も、恰好いい方のイシュタルさんを見てみたい気がします」


「あはは、イーシャからもよく言われますぅ。いくら敵を油断させるためでも、普段のお姉様は猫ねこをかぶりすぎですって。ユミィ様もそう思います？」


　ぺろんと舌を出して照れ笑いの錬護士筆頭。


　そんな空とぼけた子供っぽい姿に。


「ええ、昨日までのわたしならそう思っていたかもしれません、でも──」


　ユミィは口元に微笑をうかべて首をふった。


「戦ってる時の方が本当は例外で、いまのあなたの方が素顔なんですよね？　猫かぶりなんかじゃなくて」


　刹せつ那な。


「…………」


　すっ、と彼女の双そう眸ぼうが鋭するどくなった。


「わたしね、ホテルで聞いたイシュタルさんのお話、ちゃんと覚えてますよ」





〝イーシャですかぁ？　はい、なにしろイシュタルのたった一人の家族ですから〟


〝昔のイーシャちゃんは病弱ですぐ熱を出す子だったんですよ？　それにとっても甘あまえん坊ぼうさんで、イーシャちゃんの薬をもらいにイシュタルが外に出ると『お姉ちゃんがいないと寂さびしいの！』って泣きだしちゃって〟





　黙もくしたままのイシュタルに一歩近づく。


　じっと見下ろしてくる長身の彼女、その表情をじっと見上げながら。


「病弱だったイーシャさんを一人で看病して、あんなに立派になるまで見守るのってすごく大変だったはず。……それで思ったんです。それって、単に妹さんが大事だからって理由だけで簡単にできることじゃないって。イーシャさんのことを話す嬉しそうな表情が、猫かぶりのはずがないって」


　母親のかわり、幼おさなく病弱な妹を励はげますためのほのぼのとした笑顔が必要だった。


　父親のかわり、か弱い妹を守るための威厳に満ちた強さが必要だった。


　どちらも素顔と言われればそうだろう。だけど、もしもどちらが本当の彼女なのかと問われれば──


「たぶん、たくさんの人が勘かん違ちがいしてると思うんです」





〝……だからあなたは嫌いやなんだ、猫かぶってるかと思えばいきなり本ほん性しよう〟





　シェルティスが言ったあの台詞せりふ。


　あれがそう、たぶん護士の多くはそう思ってる。


「護士の人たちって、やっぱり錬護士筆頭っていう地位にすごい憧あこがれを持ってると思うんです。自然に『こうあるべき』って姿を想像しちゃう。だから余計、のんびりした普段のイシュタルさんには違い和わ感かんがあるのかもしれないですね。あんなの錬護士筆頭の姿にふさわしくない、あれは敵を油断させるための仮の姿なんだって」


「………………」


「でも違ちがう。戦う時の方がむしろ例外で、イーシャさんに接する時の、あのお母さんみたいな優しいイシュタルさんの方が、本当は素顔に近いのかなって」


　……なんだかわかった気がする。


　子供の面めん倒どうを見るのが得意で、ご飯もお菓か子しも作るのが得意という彼女。


　イーシャの面倒を見るために培つちかったことと言うけれど、実は本当は……それだけは本当に彼女が好きなことだったのではないか？


「一つだけ教えてほしいんです。これは……すごく個人的な質問だけど、イシュタルさんが本当になりたかった職って護士なんかじゃないんですよね。たとえば幼よう稚ち園えんの保母さんとか家政婦さんとか、ケーキ屋さんとか、そういうお仕事だったのかなって」


　でも彼女は鎗やり使つかいとしての道を選んだ。


　自分の歩みたい道よりも、もっと大事なものがあったから。


「それだけどうしても確かめたくて」


「…………」


　口を一文字に引きしめて彼女は無言。


　と──


「さぁ？　イシュタルは馬ば鹿かですから、そんな昔のことは忘れちゃいましたぁ」


　やおら、くるっと半回転して背を向けてしまった。


「あ、ちょ、ちょっと！　待って──」


「じゃあね巫女様！　わたしからも一言。この四日間一いつ緒しよにいてわかったけど、やっぱりユミィ様にはあいつが似合うよ」


「……あいつ？」


　それは誰だれ。


「そうそう、もう何年くらい前かな。ユミィ様の名前を聞いたことがありますよ？」


　にやりと口元をつり上げ、鋭いまなざしを向ける錬護士筆頭。


「『いまはまだ巫女見習いだけど、きっとユミィは巫女になる。だからこそ──』」


「う、うん。だからこそ……？」





〝あんなやんちゃでおっちょこちょいの巫女がいたら塔とうの一大事だもん、僕が千せん年ねん獅しになって面倒見ないと大変だ〟





「…………お、おっちょこちょい!?」


「えっへっへ。誰が言ったかはヒミツですよ～。それじゃあユミィ様、またねー」


　去っていく錬護士筆頭。その背中を何も言えないまま見送って。


　背はい後ごの飛ひ空くう艇ていの扉とびらが開いたのは、その時だった。


「あー……もう！　モニカも華宮もヴァイエルも！　みんな疲れてるからって自分の荷物忘れるとか卑ひ怯きようだろ！　これ僕が全部運べってこと!?」


『最後の一仕事ですね』


　自分と仲間三人で四人分。両りよう肩かたに旅りよ行こう鞄かばんを担かつげるだけ担いで、見知った少年が飛空艇の階段を駆かけ下りてくる。


「あれユミィ？」


　きょとんと目を瞬しばたたかせる彼。


「どしたのそんなところで、忘れ物？」


「…………」


「……ユミィ？」


「……見ぃつけた」


　こちらの顔を覗のぞきこむ幼なじみを前に、ゆっくりと握にぎり拳こぶしを固めてみせる。


　そして。


「シェルティスっっっ！」


　顔を真っ赤にしてユミィは叫さけんだ。


「言ったのキミね！　だ、誰が……やんちゃでおっちょこちょいなのよ────っ!?」





　　　　３





　天結宮ソフイア２９１階、『楽園』。


　塔の一室でありながら天てん井じようがなく横よこ壁かべもない。遮さえぎるもののない頭上には白びやく夜やが拡ひろがり、その下には、そびえ立つ蒼そう氷ひようの氷ひよう壁へきがどこまでも連つらなっている。


　吐と息いきも。


　身体からだの熱も。


　記き憶おくも意識も何もかもが、この世界では凍こおりつく。


　あらゆる防寒着も意味をなさない。あらゆる生物、あらゆる物質、そして幽ゆう幻げん種しゆ。全て例外なく凍いてつかせる氷の世界。


「いま、巫女の五位が統政庁から戻もどってきた」


　その世界の中心部に彼女はいた。


「ユミィ・エル・スフレニクトールか。私が一手間かけてやったというのに、まだ禁断水すい晶しようの声を聞き取れない。授さずかった才覚を扱あつかいこなせない……まったく困った娘むすめさ」


　艶つややかな黒くろ髪かみをさっと手て櫛ぐしで梳くしけずる。


　すらりと伸のびた肢し体たいに密着し、その起き伏ふく豊かな身体つきを忠実に描えがきだす漆しつ黒こくの法衣。本人のためだけに採寸された衣装をまとい、女性が薄うすい笑みをこぼす。


「なあ？　まるで昔の誰かさんにそっくりじゃないか」


『……ツァリ』


　連なる氷壁に囲まれたその中心で。


　その声は、ひときわ巨きよ大だいな氷結晶の内部から響ひびいてきた。


『あいにく私には覚えがないのですが、昔の誰かさんとは誰のことですか』


　成熟した──そう喩たとえるにはあまりに幼い少女の声。


「お、なんだ目覚めてたのか」


『あなたがうるさくて沁しん力りよくの波長が乱れます。……幽幻種の個体が結界を突とつ破ぱしてしまったらどうするんですか』


「塔を統すべる皇おう姫ひサラともあろう者が、この程度で沁力を乱すのか？」


　冷れい徹てつとも言える内容だが、その口調はあくまで親しげだ。


「幽幻種が浮ふ上じようしたとしても、討とう伐ばつなら適役がいる」


『……シェルティス・マグナ・イール』


「そして、そのためのイリスでもある。あの機械カタブツも演算機能だけは衰おとろえていないようだからな。活用しない手はない」


『イリスは元気ですよ。機神としてのボディを失ったぶん、支援役サポートに徹てつすることが使命と考えているのでしょうね。健けな気げです。あなたの支援についていた時は支援するものがないとぼやいていましたが、いまのあの子は……時々、不安になるくらい献けん身しん的だから』


　氷中から響くその言葉に、ツァリが初めて口元を引き締しめた。だらんと下げた右みぎ腕うでの先、静かにその拳を握りしめる。


「それは私がどうこういうものではないな。……ま、もともとあの機械カタブツは機神であるより支援役おせつかいのが性しように合ってるよ。私としては少々退たい屈くつだが」


『あなたの良き喧けん嘩か相手でしたからね。──たった一体で数百万体の幽幻種に立ち向かったミクヴァの機神。人ひ類とが望みを託たくした最後の希望にして最強の不完全神性機関』


「問題は現い在まの二人だろう？　肝かん心じんのそっちはお前から見てどうなんだ」


『…………』


　沈ちん黙もくの帳とばりが氷の世界に降おりていく。




[image: ]


　透とう明めいな気流。風とも吹雪ふぶきとも呼べない波動を受けてツァリの髪かみがふわりとそよぐ、ただそれだけの時間が延々と流れていくその後に。


『まだ至らない。まだ穢歌の庭エデンの最深部は応こたえてくれないでしょうね』


　それが皇姫の出した答え。


「シェルティス・マグナ・イールとユミィ・エル・スフレニクトール──穢歌の庭エデンの魔ま笛てきに選ばれた者とアマリリスの洗礼を受けた者。期待に応えてくれるかどうか」


『それは今後の彼ら次第』


「飛び立つまでには時間がかかるな」


『ええ、引き続き監かん視しをお願いします。私からも禁断水晶に変化があれば連れん絡らくします』


「連絡か……ああ、そうだ。連絡といえば私からも一つ」


　きびすを返そうとしたツァリの足先がぴたりと止まる。挑ちよう発はつともとれる不敵な笑みで口元をほころばせ、


「第三機関が統政庁の『緋ひ眼がん』を襲しゆう撃げきした。大幹部たち──異い篇へん卿きようも動きだしているし、天結宮ソフイアが穢歌の庭エデンに近づけば妨ぼう害がいされることも覚かく悟ごしておけ。私が確認した異篇卿は五人だが、なかなか愉たのしげな人員を揃そろえている。念話の内容を強制奪だつ取しゆしたかぎり、巫女の強ごう奪だつも計画の内に含ふくまれているらしいな」


『重大な計画をおまけのように言うのですね』


　それに答える声は、呆あきれ口調。


「面倒事は任まかせる。この塔はお前の子供のようなものだろう？　お前が対応しろ」


『障害は突破します。必ず穢歌の庭エデンの最さい奥おうにたどりつく』


「──時間だ、予定があるから私は行く」


　そうして再び身をひるがえす。


　背中までを覆おおう黒髪が翼つばさのように拡がり、漆黒の法衣ごとその身を隠かくす。


『用事？　珍めずらしいですね。何の用事ですか？』


「なにって、そりゃあ──」


　やがて。


　黒こく翼ようを折りたたむが如ごとく黒髪が収束した後に。


「エリ姉と遊ぶ約束があるんだもん♪」


　無む邪じや気きな幼い声が、楽園と呼ばれるフロアにこだました。






　あとがき







　彼女の守り続ける絶ぜつ対たい聖せい域いきは、たった一人の家族のために……





　本書を手にとってくださってありがとうございます、細さざ音ね啓けいです。


『エデン』５巻、いかがでしたでしょうか。


　楽園へと堕おちた少年が塔に戻り、そして新しい仲間とともに部隊を結成していくのが既刊。それを受けて、今回は部隊で挑む重要任務という構成になりました。部隊フルメンバーでの初任務ということで、物語として盛り上がるものになっていれば幸さいわいです。なにげに本のボリュームも『エデン』史上最厚だったり。


　あと、この５巻目でシリーズとしても満１年。物語もちょうど大きな流れに入り始めたところですので、来年も頑張っていきたいところです。





◆話題は変わって、新パソコン


　タイトルそのままなのですが、実に十年近いノートパソコン生活から一転、思いきってデスクトップなパソコンに乗り換えました。画面が急に大きくなって逆に不自由さがちょっとあるのと、あとはキーボードが変わったことでタイピングの感覚がちょっと違うのに戸と惑まどったけれど、電源の立ち上げからソフトの起動までが早くなってすごく快かい適てき。


　当時は最新のノートパソコンのはずだったんだけど、たった数年でここまで違うとは。技術革新おそるべし。


　これで原稿も早くなる……はずが、なぜかそれは無いという。謎だなぁ。





◆ドラマＣＤのこと


　さてさて、前巻でもお知らせしましたが、『エデン』のドラマＣＤについて。


　最初のお知らせが８月で、それから４ヶ月。その間に脚本ができたり声優さんが決まったり。あとは、『エデン』独特のこだわりとして、バックで流れる「音楽」にもすごくこだわっていたりします。


『エデン』は当とう初しよより、音楽や詠えい唱しようとの親和性が高い物語をイメージしていました。制作元のマリン・エンタテインメント様もそれをくみとってくださって、ドラマＣＤのためにサンプルＢＧＭを前もって作者宛て（この場合は細音ですが）にお送りいただき、その打ち合わせから、ドラマＣＤに使う音楽の方向性を決めていったという次第です。


　※小説の作者がＢＧＭにまで関与させてもらうことって、すごく珍しいです。


　そうしたこだわりと熱意で制作してくださった制作元のマリン・エンタテインメントの関係者各位をはじめ、１巻をドラマＣＤ用の脚本を担当してくださった津山冬花様、そして物語に「音」を吹きこんでくださった声優の皆様、およびドラマＣＤ制作でお世話になった全ての方に、この場を借りて御礼申し上げます。


　──声優の方々のご紹介


　シェルティス役、阿あ部べ敦あつし　様


　ユミィ役、　　　阿あ澄すみ佳か奈な　様


　レオン役、　　　中なか村むら悠ゆう一いち　様


　春蕾役、　　　　巽たつみ悠ゆ衣い子こ　様


　爛役、　　　　　伊い瀬せ茉ま莉り也や　様


　メイメル役、　　遠えん藤どう綾あや　様


　皇サ姫ラ役、　　　　大おお原はらさやか　様


　ツァリ役、　　　沢さわ城しろみゆき　様


　エリエ役、　　　日ひ笠かさ陽よう子こ　様


　ユト役、　　　　金かね元もと寿ひさ子こ　様


　機械水晶イリス役、　　真しん堂どう圭けい　様


　その他、多くの声優の方々からお力をお借りしました。


　というわけで二○一○年十二月二十九日、ドラマＣＤのお披ひ露ろ目めです。


　マリン・エンタテインメント様のホームページ（限定盤＆通常盤）やネット通販、アニメイト様各店で注文できるほか、ＣＤショップでもお求めいただけるようです。詳しくはマリン・エンタテインメント様の特設ＨＰ：http://www.marine-e.co.jp/sakuhin/fujimi/eden/をご確認ください。


　滅多にないメディアミックスの機会ですし、細音もドキドキしながら参加させて頂きました。よろしければ、どうか『エデン』の音の世界にも触れてみてください。





◆お礼


　今巻も大変お世話になった編集Ｋさん、超多忙スケジュールのなか、変わらず美び麗れいなイラストを仕上げてくださるカスカベアキラさん、今回もありがとうございます！


　そして何より、この本を手にとってくださった方々に、心より感謝申し上げます。


　おかげさまで今年１年間、頑張ることができました。来年も、どうぞよろしくお願いいたします。





◆次巻予告


　……ここは独界…………禁断の、水晶満ちる……わたしの世界。


　楽園に堕おちた少年の、その対となる貴女。もしもわたしの声が聞こえるならば……貴女に本当の第七天音律ソフイア・コードを教えてあげる。





　天結宮ソフイアに帰還する巫女の第３位と千年獅の第３位。


　誰の命も受けつけない千年獅ホルン・ノヴァが追い求める一体の幽幻種。その戦いにシェルティス、そしてユミィが巫女としての全てを賭けて身を投じることに。


　その一方、天結宮の塔内では、奇妙な噂が静かに拡がりつつあって────





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　それではまた三月、『氷結鏡界のエデン６　水晶世界』でお会いできますように。


　二○一○年　十月下旬　http://sazane.exblog.jp/




細音　啓





氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン５


絶ぜつ対たい聖せい域いき





細さざ音ね　啓けい
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